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令和４年度 第１回  

門真市教育委員会点検・評価検討委員会 会議録 

 

開 催 日 時  令和４年７月29日（金）14：30～19：33 

開 催 場 所  門真市役所 本館２階 大会議室  

出 席 者  萩原雅也委員、野田文子委員 

      （委員長は萩原雅也委員、副委員長は野田文子委員） 

事 務 局   鈴木教育部長、峯松教育部総括参事、渡辺教育企画課長、髙山学

校教育課長、植原学校教育課参事、東谷教育総務課長補佐、永田

教育総務課長補佐、山田教育総務課主査 

 

傍 聴 者  なし 

議  事 

 

事務局（永田教育総務課長補佐） 

それではよろしいでしょうか。ただいまから、令和４年度の第１回門真市教育

委員会点検・評価検討委員会を開催させて頂きます。 

本日は、ご多忙にも関わらずご出席賜りまして誠にありがとうございます。 

 本日、司会を務めさせて頂きます。教育部 教育総務課 課長補佐の永田でご

ざいます。よろしくお願い致します。 

 今回は、第１回目の検討委員会でありますので、門真市附属機関に関する条例

の施行に関する門真市教育委員会規則、第４条第１項の規定により、委員長及び

副委員長を委員の選任により定めることとなっております。 

本検討委員会の委員長が選出されるまでの間は、私の方で進行させて頂きま

すので、その後は、委員長に議事進行をお任せさせて頂きたいと考えております

で、よろしくお願い致します。 

本日は、すべての委員の皆さま方にご出席頂いておりますので、門真市附属機

関に関する条例の施行に関する門真市教育委員会規則第５条第２項に規定にあ

ります過半数の委員の要件を満たしておりますので、会議が成立していること

をご報告いたします。 

まず、点検評価検討委員のご紹介をさせて頂きます。関西福祉科学大学の教授

でいらっしゃいます、野田 文子様でございます。 

 

野田委員 

よろしくお願いいたします。 

 

事務局（永田教育総務課長補佐） 

大阪樟蔭女子大学教授でいらっしゃいます、萩原 雅也様でございます。 

 

萩原委員 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 
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事務局（永田教育総務課長補佐） 

 続きまして、教育委員会事務局でございますが、時間の都合もございますので

紹介は省略させて頂きます。全貌は、机の上に置かせて頂いておりますので、ご

確認頂きたくよろしくお願い致します。 

 次に、お手元の資料を確認したいと思います。名簿の次に、一点目の会議の次

第、会議次第。２点目に資料１として諮問書の写しです。３点目に、資料２の審

議会等の会議の公開に関する指針ですね。４点目、資料３公開要領（案）、５点

目に、資料４傍聴要領（案）、６点目、資料５附属機関に関する条例（抜粋）、資

料６門真市附属機関に関する条例の施行に関する門真市教育委員会規則（抜粋）、

令和４年度の点検・評価シート（第１回用）、点検・評価検討委員会の意見・助

言です。最後に、門真市教育振興基本計画です。以上、10 点でございます。お

手元にございますでしょうか。 

 それでは、会議の次第に沿って進めさせて頂きます。 

 まず、案件１委員長・副委員長の選出についてでございます。資料６にござい

ます、門真市附属機関に関する条例の施行に関する門真市教育委員会規則の第

４条第１項の、委員長及び副委員長を、委員の互選により定めることとなってお

ります。委員長、副委員長の選出につきまして、何かご意見はございますでしょ

うか。 

 

野田委員 

 はい。昨年度も、点検・評価検討委員会の委員長を務められました、大阪樟蔭

女子大学の萩原先生がよいかと思います。 

 

事務局（永田教育総務課長補佐） 

 ただいま、野田委員から萩原先生のご推薦を頂きましたが、萩原委員いかがで

しょうか。 

 

萩原委員 

 僭越ですけれども、ご指名いただきましたので務めさせて頂きます。 

 

事務局 （永田教育総務課長補佐） 

 はい。ありがとうございます。委員長には萩原委員、副委員長には野田委員の

就任をお願い致します。お席の方に委員長・副委員長の名札を設置させて頂きま

す。よろしくお願い致します。 

 

萩原委員長 

 宜しくお願い致します。 

 

事務局 （永田教育総務課長補佐） 

 委員長、副委員長が決定致しましたので、教育委員会より検討委員会に対しま

して、諮問を行いたいと思います。 

諮問に関しましては、資料１の諮問書の写しの通りとなっておりますので、諮
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問書の交付については省略とさせて頂きますのでよろしくお願いします。 

 それでは、これ以降議事進行につきましては、委員長にお願いしたいと思いま

すのでよろしくお願い致します。 

 

萩原委員長 

 はい。それでは私の方で続いて進行させて頂きたいと思います。まず、案件２

の会議の公開・非公開について事務局から説明をお願い致します。 

 

事務局（山田教育総務課主査） 

はい、案件２「会議の公開・非公開について」ご説明いたします。 

お手元の資料２「審議会等の会議の公開に関する指針」をご覧頂けますでしょ

うか。 

この指針は、本市の審議会等の附属機関及び専門委員で構成する協議会の公

開に関する取扱いを示したものです。 

この指針の第３条に会議の公開の基準として原則公開、そして第４条に公開・

非公開の決定として、審議会等の長が会議に諮って決定するとありますので、会

議の公開・非公開を決定して頂きますようお願い申し上げます。 

 

萩原委員長 

 では、まずこの検討委員会を公開するかどうかについてお諮りしたいと思い

ます。 

私と致しましては、情報公開の観点から原則公開とし、プライバシー等個人情

報等について審議を行う際には、必要に応じて非公開ということにしたいと考

えますがいかがでしょうか。 

 

野田副委員長 

 異議なし 

 

萩原委員長 

ありがとうございます。 

異議がないとご賛同頂けたものとし、本検討委員会は原則公開とし、必要があ

る場合のみ非公開と致します。 

それでは、公開についての手続、方法等について事務局から説明お願い致しま

す。 

 

事務局 山田主査 

 只今、委員長からお諮り頂き、ご賛同を頂いたということで、原則公開の方向

で確認されました。今後、開催の周知につきましては、市役所別館１階の情報公

開コーナーに掲示するとともに、市ホームページ等でも情報提供を行ってまい

りたいと考えております。 

 なお、本検討委員会の公開と傍聴につきましては、資料３公開要領と資料４傍

聴要領の案をご覧ください。こちらの公開要領と傍聴要領の案に基づいて、公開
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及び傍聴して頂くということを考えております。 

次に、会議録についてでありますが、本会議におきましては、ボイスレコーダ

ーで録音させて頂き、原則として会議終了後２週間を目途に、全文筆記で作成し

ます。会議録作成に相当の時間を要する合理的な理由が存在する場合は、この限

りではなく１ヶ月後を目途に作成するものとします。ただし、全文筆記について

は、不服申立てに係る口頭審理、その他特に重要な事項を扱う場合を除き、「て

にをは」等、発言内容に齟齬が生じない範囲で修正及び簡略化させて頂き、市ホ

ームページに掲載したいと存じます。 

なお、本会議の会議録につきましては、門真市情報公開条例に基づき、不開示

情報を除いて公開するものとなりますので、ご了承をお願い致します。 

 また、議事録の確認につきましては、公表前に事前に各委員にご一読頂くこと

とし、議事録については委員の皆様の氏名入で公開させて頂きたいと考えてお

ります。 

 説明は以上でございます。 

 

 

萩原委員長 

事務局からの説明をいただきました。このことについて、何かご意見はござい

ませんでしょうか。 

 

野田副委員長 

 ありません。 

 

萩原委員長 

特に意見がないようですので、会議の公開についての手続、方法等については、

事務局案のとおりということでよろしいでしょうか。 

 

野田副委員長 

 異議なし 

 

萩原委員長 

ありがとうございます。それでは、会議の公開要領及び傍聴要領は、事務局案

のとおりと決定致します。 

 それでは、会議を公開と決定致しましたので、本日傍聴に来られている方がお

られましたら入室をしてください。 

 

事務局 山田主査 

傍聴の方おられないです。 

 

萩原委員長 

傍聴の方おられないということで、それでは会議を再開いたします。 

 案件３点検・評価項目の内容についてであります。では事務局より説明をお願
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い致します。 

 

事務局 （永田教育総務課長補佐）（0：10：23～） 

 点検・評価項目の内容についてですが、お手元にあります、令和４年度点検・

評価シート(第１回目)をご覧ください。 

この点検評価を作成する法的根拠ですが、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律の規定に基づき、その権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検

及び評価を毎年行い、その結果に関する報告書を作成し、議会への提出をするも

のとなっております。 

次に、点検・評価の目的についてでございます。教育に関する事務の管理及び

執行状況を点検・評価を行うことにより、重点化等を図るべき分野を明確化する

など、市民が求める質の高い教育を提供するとともに、住民に対する行政の説明

責任を充実させることで、教育行政に対する市民の信頼性の向上を図ることを

目的としております。教育委員会の主要施策について進捗状況を明らかにした

上で課題を分析し、今後の方向を示していくということでございます。 

次に点検・評価をして頂くにあたってシートの説明をさせて頂きます。令和３

年度から新教育振興基本計画が開始されておりますので、新計画の体系に基づ

いて評価を行って頂きます。 

計画の体系としましては、施策の方向が７つございまして、その下に 24 の実

施施策が位置付けられております。その実施施策ごとにシートを作成しており

ますので、シートごとに評価をして頂きます。 

続きまして、シートをめくって頂きまして、まず参考には２ページ、３ページ

のところで、シートの中に計画における現状と課題というところがございます。

次に、計画における今後の方向性は、３ページにございます。こちらは、計画に

掲げている掲載されている内容を記載しております。その下のめざすにつきま

しては、その目標についても計画に設定されておりますので、そちらを掲載しま

して、令和２年や令和３年度など、計画策定後に実績が固まったものを評価のた

めに記載をしております。 

次に、４ページの主な取組ですが①、②と書かれたところなんですが、取組名

やその内容につきましては、計画に掲載されている内容を記載しております。活

動指標、成果指標については、今回この点検評価を行うにあたって、新たに設定

させて頂いております。活動指標の中で、数値が同じであっても活動を継続的に

維持することが、同室の教育を補償することになり、教育的に重要になっている

指標については指標名の後ろに【維持】と記載しております。 

また、成果指標においては、毎年各学校でアンケートを実施しております学校

教育診断については、【学校教育診断】と書かせて頂いております。 

また、めざす指標を採用しているものについては、【めざす指標】と記載して

おります。 

次に、６ページの活動・成果概要についてですが、こちらは昨年度、令和３年

度の活動と成果と概要を記載しております。そして最後に、課題と今後の目標に

ついてですが、課題と今後の目標について記載させて頂いております。 

以上が、シートの説明になります。 
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続きまして、評価方法についてですが、各担当の課長よりこの点検・評価シー

トの令和３年度活動成果概要及び令和３年度実施を踏まえた課題と今後の目標

の要点をご説明させて頂きまして、委員の方にご意見・ご助言を頂きたいと考え

ております。 

そして、そのシートの評価が終わりましたら、最後に全体を通しての意見を頂

きたいと思いますのでよろしくお願い致します。 

 

萩原委員長 

はい。では、ここからそれぞれの項目に沿って進めてまいりたいと思います。 

では、施策の方向の１ですね。実施施策（１）学習指導要領の確実な実施から

説明をお願いしたいと思いますが、私、野田先生のあと、施策の方向１を先生に

先にご意見頂いて、施策の方向２、今度、私が先ということで１回ずつ交代でい

きましょうか。 

 

野田副委員長 

 はい。わかりました。 

 

萩原委員長 

では、施策の方向１確かな学力の育成の実施施策の（１）からご説明をお願い

致します。 

 

植原学校教育課参事 

 はい。私の方から、ご説明させて頂きます。教育センターの植原です。よろし

くお願い致します。 

 施策の方向１、確かな学力の育成（1）学習指導要領の確実な実施、主な取り

組みと致しましては、①学習指導要領に基づいた授業の推進、②社会に開かれた

教育課程の推進、③プログラミング教育の推進、④ＩＣＴ機器の活用、⑤非認知

能力の育成でございます。 

令和３年度活動・成果概要でございます。学習指導要領の確実な実施につきま

しては、学校の進捗状況を毎月の授業記録の提出を基に確認をしており、全校適

切に実施されていることを確認しております。   

 社会に開かれた教育課程の推進につきましては、地域の人的・物的資源の活用

や地域から学ぶ機会の確保を図っております。 

 プログラミング教育につきましては、各学校において年間計画を策定しても

らい、それを教育委員会としても確認をし、また寄贈を受けたプログラミング教

材の貸出し及び活用研修を行い、プログラミング教育の推進を図りました。 

 ＩＣＴ機器の活用につきましては、有志で会を構成しております、ＩＣＴ活用

検討会の会員を中心に、ＩＣＴ活用の実践事例を作成し、門真市ＧＩＧＡスクー

ル活用支援サイトに掲載することにより周知してまいりました。 

 令和３年度の実施を踏まえた課題と今後の目標についてでございます。主に

プログラミング教育につきましては、現行の学習指導要領が始まってからの取

組でありますので、引き続き各学校の年間計画に基づいた取り組みを把握しな
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がら支援していきたいというふうに思っておりますし、担当者を介した情報共

有や情報交換会の場を設けてまいりたいと考えております。 

 ＩＣＴ機器の活用につきましても、ＧＩＧＡスクール構想が始まって２年目

というところもあります。有志の会ではありますけれども、ＩＣＴ活用検討会を

中心に事例集を集め、各学校に活用事例を周知し、各学校の活用が推進されるよ

う支援してまいりたいと思うとともに、実際に具体的にどうやって活用したら

いいかというところ、情報活用能力の体系表というものを作成して各学校で活

用しやすい状況を作ろうと考えております。以上です。 

 

萩原委員長 

 ありがとうございました。では、これにつきましてご意見を頂きたいと思いま

す。 

 

野田副委員長 

 では、ちょっとその前に質問を少しさせて頂きたいんですけれど、①の学習指

導要領に基づいた授業の推進のところの成果指標ですよね、その成果指標の内

容が、これは学校教育診断で調査された分で、めざす指標３ページにあるやつは、

全国学力学習状況調査の結果で書いてあるってことですよね。それでほぼ同じ

ような項目になっているんですけれど、学校教育診断のほうが結果がすごく良

いような気がするんですけれども、少し良い結果になってますよね。 

 

植原学校教育課参事 

 はい。 

 

野田副委員長 

 これは、どんなふうに分析されていますか。 

 

植原学校教育課参事 

 はい。全国学力学習状況調査は、６年生や中学校３年生という特定の学年であ

ります。一方、学校教育診断というのは、小学校４年生から中学校３年生までと

幅が 

 

野田副委員長 

幅が広くなってるんですね。 

 

植原学校教育課参事 

 はい。そうです。そういうところで、このような数値になっております。 

 

野田副委員長 

 ということですね。幅が広がった方が高い数値が出ているという風に考えた

らいいということですね。 
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植原学校教育課参事 

 はい。 

 

野田副委員長 

 わかりました。なかなか、この成果指標と実績と目標の書き方が非常にわかり

やすくなったので、そういう細かいところまで随分、気がつくようになりました。

学年が広がるほど成果が上がるということは、なかなかいいことだなと幅広く

成果が出てきているということだなという風に感じました。それからもう一つ

あるのですが、最初に６ページの活動・成果概要のところで、一番最初におっし

ゃっていた、毎月の授業記録の提出ということがあるのですが、これは基礎学力

の定着を高めるという上では、授業実践の改善・向上が必須だと思うんですけれ

ども、毎月の提出ということは負担になっているというようことはないでしょ

うか。 

 

植原学校教育課参事 

 負担という部分もありますけども、各学校の授業者であったり、またそれをま

とめる教頭先生なりが意識しながら授業が出来るというところで、負担面とそ

の効果というところ、両方を考えた時に必要かなというふうに市としては考え

ているのですが、負担面はあると思います。 

 

野田副委員長 

 わかりました。これは、やっぱりこういう継続的にやって頂くっていうことが

効果が上がってくることだと思いますので、あまり負担が大きいと続けられな

いということも出てくると思いますので、その辺はよく工夫して継続して頂き

たいなというふうに思いました。 

 それからもう一点は、情報活用能力の体系表、今後の目標ということで策定を

目指すというふうに書いておられるんですが、これはＩＣＴ機器の活用につい

てやっぱり具体的な例を進められるということは大事なことだと思います。先

生方もやりやすくなると思いますので、是非しっかり進めて頂きたいというふ

うに思います。私からは以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございます。 

 私の方は、一つまず質問なんですけれども、６ページのＩＣＴ活用検討会、有

志というふうにおっしゃっていたんですけれども、これはどういった形で、募集

されたんですか。 

 

植原学校教育課参事 

 年度末に募集しています。 

 

萩原委員長 

 これはやっぱり得意な先生がもってくれはるというイメージですよね。これ
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に関してもっておられる先生というような。 

 

植原学校教育課参事 

 その先生とともに、苦手代表でも出てもいいよという先生を、ぜひ校長先生方

にはご推薦くださいというふうなかたちで有志を集めております。 

 

萩原委員長 

 一応、各学校から出ておられるというイメージですか。 

 

植原学校教育課参事 

 全校ではないんですけども。 

 

萩原委員長 

 わかりました。じゃあ、あのちょっと不得意な先生方のご意見もまぁ反映され

ているというような。ありがとうございました。 

 もう一つはですね、これはあの質問兼意見みたいな形なんですけど、４ページ

の社会に開かれた教育課程の推進なんですけど、こちらの方は多分、学校教育だ

けでは、ちょっと推進が難しいと思うんですけども、今まで教育委員会の中に社

会教育部署があって、教育委員会内の連携でいけたかなという気がするんです

けれど、これはなにか庁内の他の部局との連携とかっていうようなことも進め

ておられるんでしょうか。 

 

植原学校教育課参事 

 まずは、私の方から説明させて頂きます。数年前から計画していたんですけど、

今年度、コロナ渦もあけて実施できたのが、法定研修で、就任から２年目の先生

方を対象に門真市内の企業に社会体験をさせて頂くという研修があり、それに

ついては産業振興課の協力を経て実施が出来たというところがあります。また、

社会科の副読本をつくっているんですけれども、これは、もともと社会教育とし

て、教育委員会にあったんですけど、生涯学習課というふうに今、市長部局にあ

る課と、連携をしながらつくっていくという事例は、教育センターとしてはあり

ます。 

 

髙山学校教育課長 

 私からも、付け足しというかたちで、これ昨年度の点検評価ですので、今年度

の話題にはなってしまうんですけれども、コミュニティースクールをモデル校

的に、小学校１校、中学校１校で実施しております。そのあたりを進めるにあた

って関係各課との連携は必須になってくると思いますので、学校教育課だけで

はなくて、色んな課と共に進めていけたらというふうに思っております。 

 

萩原委員長 

 わかりました。そこのところは連携を進めて頂いているということでお願い

致します。私が、不勉強で⑤非認知能力っていうのに、ちょっとどきっとしたん
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ですけど、これは文科省の言葉を使っているんですよね。ＯＥＣＤは、なんか別

の言い方を多分していたんですけど、社会文化感受能力だったかな。そういう言

い方をしてたと思うんですけど、これはもう新しい指導要領とかでこういう言

い方で共有されているんですね。非認知能力ということで。 

 

植原学校教育課参事 

 もう一度確認させて頂いていいですか。認知能力と非認知能力というところ。 

 

萩原委員長 

 はい、その言い方です。 

 

植原学校教育課参事 

すみません。やはり最近、注目をあびているところで、大事にするというとこ

ろの意味であげていて、そこの確認、次回にさせて頂きたいと思います。 

 

萩原委員長 

 別に、その標記にどきっとしただけで、たぶん見られる一般の方もこの言葉に

ついては、説明がいるかなと思うんで最後にまた、ワードの説明のところに、な

にを非認知能力となにを指しているのかということはいるかなと思います。 

 

植原学校教育課参事 

 わかりました。 

 

萩原委員長 

 以上です。 

 

野田副委員長 

 評価のところらへんで出てくるみたいですね。 

 

萩原委員長 

 そうですか。ありがとうございます。 

 では、次にいかせてもらってよろしいでしょうか。 

 

野田副委員長 

 はい。 

 

萩原委員長 

 では、次は（２）ですね。学力向上に向けた基盤づくりについて。では、説明

をお願い致します。 

 

植原学校教育課参事 

 はい。これも私の方からご説明させて頂きます。 
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 施策の方向１、確かな学力の育成（２）学力向上に向けた基盤づくり、主な取

り組みと致しまして①門真市学力向上アクションプランの推進、②門真市学習

到達度調査等の実施及び活用、③質の高い授業づくり、④組織体制の強化と目標

の共有でございます。 

 令和３年度活動・成果概要と致しまして、①門真市学力向上アクションプラン

の推進につきましては、令和２（2020）年度に策定致しましたこのプラン、令和

３年度当初から各校において進めることが出来るよう、全小中学校に現部長と

私のほうで訪問し説明会を実施しました。目標を明確にできるように、年度当初

にアクションプラン進捗確認表を作成してもらい、学期毎にＰＤＣＡサイクル

を意識した取組を実施しました。 

 ②門真市学習到達度調査等の実施及び活用についてです。これにつきまして

は、学習指導要領で求められている力が子どもたちに育まれているか、定着状況

を測る全国学力・学習状況調査の結果も重視しながら、各校で実施している授業

改善に繋げるために、学識の助言を頂き分析方法の見直しが出来るように活用

しております。そして、昨年度から大阪府の方で、小学生すくすくウォッチとい

うものも実施されまして、中学校ではチャレンジテストが引き続き行われてい

ます。そのような調査も活用しながら、授業作りに活かせるよう資料を作成して、

各学校に指導助言したものになります。 

③質の高い授業づくりですが、先程の２点とも繋がるところなんですけども、

門真市と致しまして、教育研究指定校を指定したり指導主事が支援する重点支

援校を指定したりしながら、学校と一体になり授業改善の取組を推進してきま

した。また、効果的な取組につきましては、全小中学校に発信して、市全体とし

て質の高い授業づくりが取り込めるように取組を進めてまいりました。教育委

員会と致しましては、授業づくり実践校ということで、市に集合して研修を行う

のではなくて、どこかの学校を舞台にしながら実際に子ども達を目の前にした

授業づくりを考えて、その授業づくりの結果がどうだったかというところ、講師

をお招きし、授業づくりの質を高めるという取組を行いました。 

④組織体制の強化と目標の共有というところで、特に校長のリーダーシップ

が大事だというところで、教育長始め校長先生方の取組の目標づくりやその結

果、次へつなげる取組というところを実施してまいりました。 

令和３年度の実施を踏まえて課題と今後の目標というところにおきましては、

学力向上アクションプラン、成果を令和５年度の全国学テで測るというところ

でございますので、令和４年度の取り組みが重要となってきますので、学習指導

要領に加えＧＩＧＡスクール構想も一緒に推進していこうというところで、学

校と市教育委員会が一丸となれる体制を検討していきたいというふうに思って

おります。 

②門真市学習到達度調査等の実施及び活用についてですが、令和３年度授業

づくりがどういう風に子どもたちの現状に反映するかという結果、まとめ表み

たいなのを作って提示してまいりましたので、それを引き続きどのように活用

できるかというところ、市教委としても学校を支援していきたいというふうに

考えて、それが授業改善に繋がるようにしていきたいと考えております。 

質の高い授業づくりというところで、先ほども述べました、令和３年度授業づ
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くり実践校というところが好評でありましたので、それを増やしながら門真市

全体が授業づくりの機運が高めれるように考えていきたいなと。そして、ＰＤＣ

Ａサイクルによって、授業改善が進められる仕組みを、市内全 20 校に広げたい

というところを考えております。 

 組織体制の強化と目標の共有というところで、校長のリーダーシップの基と

いうところ、令和３年度やりました。また、それを支えるための各学校の教頭や

首席等の各部門の長等のフォロアーシップも大事だというところがありますの

で、そのあたりの研修も考えていきたいというふうに考えております。以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございました。では、野田先生ご意見・ご質問ください。 

 

野田副委員長 

 はい。では、質問を先にさせていただこうと思います。 

めざす指標がまずあるんですが、これは標準化得点ですから、まぁ全国の平均

のこれ位を目指すよという意味で書いたんですね。そして、９ページの②の成果

指標のところは、全国平均回答を100としたときの門真市平均回答率ですから、

これは数字としては同じではないんですよね。これは、実質の正答率ということ

なんですね。それで、ちょっとこれは学年も教科も全部足した平均値なので、得

点が多分違ってくるんだろうと思うんですが、これ各教科のはどっかになんか

載ってなかったかな。あの点数としては、これ位の点数になるんですかね。例え

ば、令和３年の 95.4 目指す指標が 95.4 というのは、全部平均したらだいたい

これ 95％前後ですよね。93％～95％それぐらいが 67 点からちょっと上か下か位

という感じですかね、得点として。パーセントって書いてあるから、正答率です

から。正答率ですよね。それから、７割弱位は正答しているという、そういうイ

メージでよろしいんですかね。 

 

植原学校教育課参事 

 標準化得点というのは、傾向を数値で追えるよう、国から市に提供して頂ける

数値です。 

 

野田副委員長 

 門真市の得点としてということですよね。それはこっち側の９ページの方で

は。 

 

植原学校教育課参事 

 そうです。それが８ページのほうです。 

 

野田副委員長 

 ８ページのほうなんですね。 

 

植原学校教育課参事 
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 ９ページのほうは、市の学力調査の結果で、市の業者は標準化得点で出しても

らえないので、そのまま正答率で示しています。 

 

野田副委員長 

 正答率ということなんですね。ちょっと、そこがなんかわかりにくいなぁと、

ちょっと思ったんですけれども、データの扱い方が違うということなんですね。 

 

植原学校教育課参事 

 そうですね。 

 

野田副委員長 

 数字の扱い方がね。わかりました。 

 

植原学校教育課参事 

 なので、うちの市がどこかのこれ全てをご理解して頂いているとおり教科、全

ての学年の数値を平均値取ってますので、ここが狭くて低いと、数値が大きく下

がるっていうふうには、９ページのほうはなってしまいます。 

 

野田副委員長 

 そうですよね。なんかどういう仕組みになっているのかなとちょっと思った

んですけれど、標準化していないとかなんか入れたら、それとも門真市独自で集

計とかなんか入れたほうがいいかな、門真市のとはちゃんと書いてあるんです

けどね、門真市平均正答率って。まぁ書いてあるので、うん、わかりました。こ

ちらのほうは、全国平均が 100 点で、みんなここを目指そうねということで標

準化している件についてことですね。これは、全部正解したら 100％っていう場

合の割合っていうことなんですよね。 

 

植原学校教育課参事 

 はい。そうです。 

 

野田副委員長 

 わかりました。今、説明聞いたらそれはそうだろうなと、とってもよくわかり

ます。これだけ見たとき、ちょっとわかりにくかったんです。すみません。全問

正解を 100 パーセントとかなんか入れたほうが、いずれも書いてある全国平均

正答率を 100 としたときと書いているからわからないんですよね。門真市が全

部正解して 100 点で 67.2 パーセントだったらわかるんですけど、全国を 100 と

するから分かりにくくなるんですよねこれ。 

 

植原学校教育課参事 

 そうですね。では、もう門真市の平均正答率をそのまま載せさせてもらってい

いですか。 
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野田副委員長 

 そのままのほうがわかりやすいと思います。 

 

植原学校教育課参事 

 わかりました。 

 

野田副委員長 

 それからもう一つは、ちょっと細かい点なんですけど、11 ページの活動・成

果概要の一番下のところに、まぁこういう研修をしましたと７つ書いてあるん

です。７つありますよね。活動指標の実績で教育委員会主催研修の種類は、令和

３年は６つになっているんです。これは、これのことではないんですか。 

 

植原学校教育課参事 

 これ６つになっているのは、令和のコロナ渦において教育課程の研修が唯一

出来なかったんです。１回も実施出来なかったということがあり、それを書いて

おります。 

 

野田副委員長 

 じゃあ、各種研修を実施しました。っていうこれは取らないといけないんじゃ

ないですかね。 

 

植原学校教育課参事 

 なるほど。出来ていないからということですね。 

 

野田副委員長 

 これは成果概要・活用概要の報告なので７つあるから、これは７の間違いじゃ

ないかとちょっと思っていたんですけど、そういうことですね。 

 

植原学校教育課参事 

 はい。こちらは、文言化したほうがいいですか？教育課程だけはこの中に置い

て、実施できませんでしたと。 

 

野田副委員長 

 はい。そうですね。そっちの方はわかりやすいと思います。７つあるうちの１

個だけなんでできなかったのかなって。 

 それで、あとなんですが、この門真市でされている学習到達度調査っていうの

は、なかなか独自で学年も広げてやっておられるので、ものさしとしてですね、

学習状況の分析に非常に役立つと思います。これからも、ぜひデータの蓄積をし

てやっていってい頂きたい。 

 その上で、ここにも書いてありましたけれども、系統的な分析ですね、それの

確立というか、作っていただいて様式というふうな形に書いておられましたけ

れど、様式でもいいですけれども、普通は分析の方法とか手順とか方法じゃない
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かなとは思うんですけど。様式といったら形だけになりますので、方法のほうが

いいかな。確立して頂いて活用して頂きたい。教育改善に活用して頂きたいと思

います。 

 もう１つ、これも質問なんですけど、すみません先生、たくさんになっちゃっ

て。あの、課題と今後の目標のところの授業づくり実践校という言葉が出てくる

んですが、その前に活動・成果の概要のところの実践校でこういうことしました

というふうに書いてあるんですが、これは今までも学校で市内研みたいな形で、

授業研究されてきてると思うんですけど、それとはどのあたりが違うんですか。 

 

植原学校教育課参事 

 市内の「他の学校が見に来る」というところを市として発信します。 

 

野田副委員長 

 市として？学校が案内するんじゃなくて？なるほど。 

 

植原学校教育課参事 

 その代わり、その学校が呼ぶ講師の費用を市が出させて頂く。 

 

野田副委員長 

 なるほど。学校がそれぞれやっているということではなくて、市が主催してや

る、そういうことになるんですね。 

 

植原学校教育課参事 

 そうです。 

 

野田副委員長 

 わかりました。教育委員会がって書いてある、この主語はそういう意味なんで

すね。 

 

植原学校教育課参事 

 はい、そうです。 

 

野田副委員長 

 はい。わかりました。結構でございます。以上でございます。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございました。 

その他、この授業づくり実践校 11 ページの活動・成果概要のところにある、

これはどのようにして選ばれているんですか？立候補してみたいな形で？ 

 

植原学校教育課参事 

 そうですね。 
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萩原委員長 

 やってみたいというような感じで。これは、下の方では４校だったのを維持、

または増加ということで、去年の継続のところもありのプラス新しいところも

出てくるというイメージですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 継続のところも結果的にはあるんですけども、数を増やして募集してってい

う。 

 

萩原委員長 

 募集されて。 

 

植原学校教育課参事 

 はい。 

 

萩原委員長 

 年度毎に、毎回募集されて、新規募集みたいな形ですか。 

 

植原学校教育課参事 

 そうです。 

 

萩原委員長 

 これは、出来るだけ行き渡るような形で募集されるんですか？やはり特定の

ところは、どうしても毎回出てくるみたいな形ですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 いいえ、もう特定のところといえど、これはもうやっていきたいです。熱意の

高い学校を指定させてもらうという。はい。 

 

萩原委員長 

 ということは、まぁ結構、特定のところに固まってしまうみたいな形ではな

い？ 

 

植原学校教育課参事 

 実質、この令和３年度が１年目で今年度が２回目ですので、重なっている学校

と重なってない学校が現状はあるという状況です。 

 

萩原委員長 

 あの、すごく積極的な取り組みだと思うのでこれを全学校に広げるというふ

うに考えるのか、ここでやられた成果を出来るだけ多くの学校に広げるための、

何か次の仕組みづくりというんですかね、例えばやられている実践校に近隣校
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が、グループ作ってみんな見に行くみたいなのとか、なにかそういうものは考え

ておられるんですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 こちらの仕掛けとしては、そこまで強くは出さなかったんですけど、結果的に

更生しなかった学校であるとか、そこまで学校として機運が上がらなくて手を

上げなかった学校の校長先生が、その日の授業を工夫して、「半分の先生行っと

いで」っていう事例は出てきております。 

 

萩原委員長 

 なるほどね。そこの次の広げるところをしっかりやって頂いたらいいかなと

思います。 

 それと、あの野田先生のご質問もあって、９ページとこの８ページのめざす指

標と成果指標、私もちょっとわかりにくくて、理解すごく難しかったんですけど、

上の方のをよく読むと、②の方はこちらの全国学力状況調査とかで、それ以外の

テストの対象になっていない学年を門真独自にされているんですね？ 

 

植原学校教育課参事 

 そうですね。はい。 

 

萩原委員長 

 そういうことですね。これ、あのそういうふうに学年をここで書いといたらダ

メですかね？例えば、全国学習状況調査、何年、何年。で、チャレンジテスト、

何年、何年。で、門真市独自の学習状況調査は、何年、何年。どっかで表化して

おくか。すると、あるいは学年の表を書いて、全状況調査が丸、次、門真の丸み

たいな表形式でもいいと思うんですけど。そうしておくとなんか何年生の成績

かなっていうのがわかりやすくて、いいかなという気がするんですけど。 

 

植原学校教育課参事 

 わかります。 

 

萩原委員長 

 ご一考いただければ。 

 

植原学校教育課参事 

 それを書く場所は、今の主な取り組みのところに書かせてもらっていいのか

というのと、活用・成果概要のところ入れさせて頂いてかまわないですか？ 

 

萩原委員長 

 それか、最後のところにまとめて入れるかですよね。門真独自の学力状況調査

の説明をする時にその表があるみたいな。 
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植原学校教育課参事 

 なるほど。それがいいということですね。 

 

萩原委員長 

 わかりやすいかなという気がするんです。はい。ありがとうございました。 

では続いて、施策の方向１の３ですね、グローバル化に対応するための取組の

推進、こちら説明をお願いいたします。 

 

植原学校教育課参事 

 説明させて頂きます。実施施策名（３）グローバル化に対応するための取組の

推進、主な取り組みと致しましては、①外国語（英語）教育の充実、②めざせ世

界へはばたけ事業の推進、③世界に関心を持つ機会づくりや海外の子どもたち

との交流の機会づくりでございます。 

令和３年度活動・成果概要についてご説明させて頂きます。①外国語（英語）

教育の充実と致しましては、環境整備においては、指導者用のデジタル教科書の

整備また、ＮＥＴの配置に加え小学校英語専科加配教員が市内の小学校６年生

に対して、授業が出来る体制作りを行うことが出来ました。 

授業力向上におきましては、小中９年間系統性のある外国語教育の推進を目

的に外国語科授業づくり研修を今、言いました専科教員や中学校の教員合同で

３回実施することができました。また、中学校の英語教科代表者対象に、チャレ

ンジテストの結果分析を基に、指導と評価の一体化を意識した授業改善の研修

を行いました。 

そして、小学校の英語科が、令和２年度に始まりました。そこで、小学校段階

で、どこまでできているかというところを見取るテストというか調査といたし

まして、Ｇｏｏｄ Ｊｏｂ！と名付けているんですが、作っていました。それを

改訂して、令和３年度はＣＢＴに、コンピューター・ベースド・テスティングな

ので、言えばフォームでやったんですけれども、ＣＢＴにおいて実施することが

出来ました。そして、その成果を、子ども達がどう感じ取っているかなぁという

ところで、小学校３年生から６年生対象で、アンケートの調査も実施しました。

その結果として、６年生において外国語の授業は楽しいという項目について、肯

定的意見が昨年度より増えたというところです。 

  

髙山学校教育課長 

②めざせ世界へはばたけ事業の推進です。令和３年２月に行われました、英語

プレゼンテーションコンテストの最優秀賞、また優秀賞受賞者ですけれども、例

年でしたらオーストラリアに海外派遣研修を実施しています。ただ、残念ながら

現在、コロナ渦ということで国内の長崎方面に代替研修を実施することとして

おります。令和４年３月に、代替研修を実施しましたが九州方面の大学の留学生

との交流を通した英語学習を実施しました。こちらは非常に充実しており、研修

生も学びを実感しておりました。また、奨励賞受賞者のうち希望者に対しまして

は、フィリピンのセブ島とオンラインで結びながら、英語の体験学習について実

施することが出来ております。 
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続きまして③番、世界に関心を持つ機会づくりや海外の子どもたちとの交流

の機会づくりですが、こちらにつきましては、総合学習の時間で国際理解をテー

マとした取組を行ったりであるとか、英語の授業においてＮＥＴとの交流機会

をもつ、またＧＩＧＡスクール構想で今１人１台端末なども整備されているこ

とから、海外の子どもと交流した学校もございます。 

 

植原学校教育課参事 

令和３年度実施を踏まえた課題と今後の目標についてです。外国語（英語）教

育の充実というところ、環境整備におきましては、先ほど説明しました英語専科

教員、小学校において６年生だけに教えるというところでしたので、高学年５・

６年生に教えれるように体制整備をしたいというところ、またＮＥＴの先生方

に中学校で隔週ごと、小学校は月１回、その授業があるかないかというところに

なっていますので、なんとか拡充した配置ができるように検討したいなという

ふうに考えております。 

 

髙山学校教育課長 

②のはばたけ事業の推進についてです。こちらもまだ現在、新型コロナウイル

スの感染症の影響が続いておりますので、なかなか海外派遣が難しい状況が続

くと見ておりますが、今後に向けた準備を進めていきたいというふうに考えて

おります。 

引き続き、③番の世界に関心を持つ機会づくりや海外の子どもたちとの交流

の機会づくりです。こちらにつきましても、ＮＥＴと交流する機会をさらに増加

させたりとか、ＧＩＧＡスクール構想の中での、高速大容量ネットワークを更に

活用しまして、色んな学校で海外の子どもたちとの交流の機会がもてるように

学校に対して指導助言をおこないたいと考えております。以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございました。では、野田先生、質問・ご意見をお願いいた

します。 

 

野田副委員長 

 フィリピンと門真をつないだオンライン留学をされたそうなんですが、これ

はどうしてフィリピンなんですか？になったんですか？されたんでしょうか？ 

 

髙山学校教育課長 

 これは、そのようなオンライン留学を斡旋する業者と委託契約を結びました

ので、正直言って我々がここを選んでしたというよりかは、そこの紹介で結んで

頂いたっていうのが実態となってます。 

 

野田副委員長 

 コロナが終息した後、近いほうがいいとか、そういうことを考えられたのかと

思いました。違うんですね。業者が選んでくれたということですね。わかりまし
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た。 

 

髙山学校教育課長 

 本来、これはイングリッシュビレッジに、子どもたち行くという予定をしてい

たんですけど、コロナの影響もあって残念ながら施設が閉鎖されてしまいまし

たので、ちょっとやむなく代替えのところを急遽探したというところです。 

 

野田副委員長 

 急遽探されたら紹介、ここになったということですね。 

 

髙山学校教育課長 

 今後については、先程ちょっと説明を省かせていただいたんですが、追手門学

院大学の協力を経て、そこに来ている留学生との交流みたいなかたちで、出来る

だけオンラインよりも、生の体験っていうのを子どもたちに用意したいなって

いう気持ちは持っております。 

 

野田副委員長 

 ありがとうございました。コロナの中でも、オンラインを活用するなど、いろ

いろ工夫を凝らされたっていうことがすごくわかりました。 

 ちょっと、質問なんですが 13 ページの①の外国語（英語）教育の充実なんで

すが、ここでＡＬＴ派遣回数というのがあるんですが、先ほどお聞きしてると、

これってずっと、主な取り組みの中にはＮＥＴが書いてあるんですが、ＡＬＴの

ことは何も書いていないんですがこれはどんなふうに理解したらよろしいです

か。 

 

植原学校教育課参事 

 この門真市教育振興基本計画を策定、作っているときは「ＮＥＴ」でずっとき

ていたんですけども、文科省が使っている言葉「ＡＬＴ」にもう合わせようとい

うふうな。これを機会にということになりました。 

 

野田副委員長 

 これを機会にっていうことですかこれ。 

 

植原学校教育課参事 

 そうです。この記述すごく悩んだんですけども、今後続いていくと考えた時に、

もうＡＬＴという言葉でやりますので、ここはこういう記述にさせて頂いてい

ます。 

 

野田副委員長 

 それは、ここの主な取り組みは、この中にありますのでＮＥＴにされたと思う

んですけど、この紙だけを見ると、ちょっとあれなのでＡＬＴの下に括弧して、

ＮＥＴとか、なんかちょっと入れて頂いたらいいんじゃないですか。 
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植原学校教育課参事 

 わかりました。 

 

野田副委員長 

それでですね、この 196 回という数字は、先ほどの話だと、何回でしたっけ？

各小学校に月に１回もないと。これだけ行っても月１回は無理だということな

んですか？これだけ行ったら月１回はいけるんですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 １人の回数が 196 でして、３人なんです。本市が雇っているのは。それを 20

校、まぁ中学校を中心に行ってますので結果そういうことです。 

 

野田副委員長 

 ということは、延べにしたら 196×３なんですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 はい。そうです。はい。 

 

野田副委員長 

 じゃあ、これ 1 人当たりとか３人とか入れていただくとイメージが湧きやす

いです。実際どうなんだろうっていうのがわからなくて。あぁ、なるほど、それ

で年間になると、まぁ月１回もちょっとどうかなってねるってことなんですね。 

 

植原学校教育課参事 

 はい。 

 

野田副委員長 

 月１回も無理だろうと思ったんですよ、196 ではね。わかりました。はい。 

 それから、ちょっと戻りますけどこれは感想なんですけど、めざす指標のとこ

ろでですね、英語を身に付けることは大切なことだと思うっていうのが２番の

ところにアンケートの項目に書いてあってですね、それが楽しいって思う子ど

もはまぁ７割なんですけれど、大事・必要だっていうのが、もう８割以上で９割

を目指せるかなっていうところまで高い数字なんですね。だから、楽しいからお

もしろいからするっていうだけじゃなくて、非常に必要だと、学ぶことは大切な

んだという意識もともに育ってきているっていうのは良いことだと思います。

楽しさもプラス、そういう逆なのか今は、大切だと思う気持ちプラス楽しさを加

えながら指導されているとそういう必要なこともいいなと思いました。コロナ

禍の中でも、めざせ世界へはばたけ事業も中断することもなく、いろいろ工夫し

て続けておられるっていうのは、大変なことだっただろうなというふうに思い

ます。以上です。 
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萩原委員長 

 はい。ありがとうございます。 

 では私の方からですね、まずあの先ほど、なぜフィリピンなん？ってな形にな

ったんですけど、その前に長崎はなぜ長崎なんですか？代替研修がなぜ長崎な

のか？ 

 

野田副委員長 

 気になりますね。 

 

髙山学校教育課長（0：56：40～） 

 主な活動の場所としまして、佐世保のほうに行っておりまして、そこにある米

軍基地がありまして、ホームステイではなくて宿泊はしないんですけど、ホーム

ビジットっていう形で外国のご家庭にお邪魔するっていう体験ができるってい

うのが一つ挙げられます。あともう一つは、そこのやはりたくさんある大学で留

学生がたくさん来ておられて、そこと交流するプログラムを決めるっていうこ

とで、そういった中で出来るプログラムの内容を見て充実していることから決

定致しました。 

 

萩原委員長 

 なにか、そういう斡旋業者というか中間されているところから色んなプログ

ラムがあった中でここがいいというような判断ですか？ 

 

髙山学校教育課長 

 そうですね。いつもは、プロポーザルで業者選定はしているんですけれども、

今現在お願いしているのは、近畿日本ツーリストのほうで、やっぱりその業者が

持っておられる情報なども参考にしながら決定をしております。 

 

萩原委員長 

 なるほど。なぜ長崎かっていうところの選ばれた理由でよくわかるんですけ

ど、なんかこう提案のあった代替事業のうち、最も充実した長崎への派遣を決定

しとかなんかちょっとあったほうが説明としては、すごくなるほどって感じが

するので、ちょっと入れといたらどうですか？なんか、いや長崎との間に姉妹都

市交流とかがあったりとかね、ちょっとそんなんなのかなって一瞬思ったんで

すけど、そうじゃないってことであればなんか理由を明示しといたほうが、多分

見たらわかりやすいかなって気がするんで。 

 

髙山学校教育課長 

 わかりました。ありがとうございます。 

 

萩原委員長 

 それとですね、関西万博に向けて今いくつか動きがあると思うんですけど、今

後なんかこの関西万博に向けて学生が積極的に国際交流に行くとかいうような
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プログラムみたいなもの、特に提案というか、そういうのはないんでしょうか。 

 

髙山学校教育課長 

 まだ現時点では、そのような具体的な動きはありません。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございます。 

 では、最後なんですけど、令和３年度の活動・成果概要の①のところで、最後

の３行ですね、小学校英語専科を配置している６年生において、外国語の授業は

楽しいの項目において肯定的意見の上昇がみられましたと、ここも確かに肯定

的な評価というか、こう上がってるっていうのは、すごくわかるんですけど、で

あるならば、この小学校英語専科の配置を学年を増やしていくとかっていうの

が、正しい次の施策展開だと思うんですけど、そこはこれは加配というふうに書

かれているんですけど、これはあくまで大阪府からの加配によってしかできな

いというパターンですか？市独自になんかするとかってことは難しいですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 現在、府の加配がありますので、それをまずは活用しようと。そして成果を見

ようというところで、今年度を入れると３年目です。なので、このへんをまず検

証して、市でも必要ということであれば検討も考えますが小学校につきまして

は今、府の方針で外国語につきまして、専科教員にするという方向性も出てきて

いますので、そことの様子を見ながら考えていきたいなと思っております。 

 

萩原委員長 

 わかりました。そのへんの新しい見解みたいなもんを積極的に、この成果概要

のとこで他のとこ全部見ても、ここまではっきりと昨年度比肯定的な意見の上

昇がみられたと書いてあるのは、多分ここだけだと思うので、そういう意味でい

うと、そこまで成果があるのであれば、なんかこの次の展開がやはり必要かなと

思うので。もちろん府の事業提案の中でやってるということは理解できますの

で、ぜひまた今後検討頂ければ。 

 

植原学校教育課参事 

 了解いたしました。 

 

萩原委員長 

 他になければ、続いて（４）の小中一貫教育の推進こちらをお願いしたいと思

います。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。（４）小中一貫教育の推進です。主な取組といたしましては、①小中一

貫教育の更なる推進、②小中一貫教育を意識した小・小連携の推進、③就学前教

育からの円滑な接続でございます。 
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令和３年度活動・成果概要と致しましては、キャリア教育担当者連絡会の場に

おいても小中９年間で子どもたちを育てること、そのためには、校区での連携が

必須であり、小中の連携はもちろんのこと、小小でも取り組みや子どもにつけた

い力などを共有し、ベクトルを揃えながら中学校に送り出すことが大切である

ことを確認いたしました。 

 キャリア教育を教育活動全体で実践することと小中一貫教育は密接に関連し

ていると考えており、現在各校のキャリア教育担当者と協働いたしまして（仮称）

門真市キャリア教育指針を作成しております。この指針は、小中９年間における

系統的な教育活動全体でキャリア教育の視点をもち、子どもたちを育てていく

ことを大切にしております。 

 続きまして、令和３年度実施を踏まえた課題と今後の目標でございます。現在

作成しております、（仮称）門真市キャリア教育指針を実践し、それを交流し、

自校や校区としての取り組みなどを改善していくことで、小中の系統性や連携・

小小連携につながると考えております。16 ページの計画における今後の方向性

の欄には、門真市小中一貫教育プランが策定から 10 年以上経過しており、子ど

も達を取り巻く学習環境や、社会情勢も大きく変化したことを踏まえ見直しを

行うことが記載されております。この部分につきましては、現在取り組んでおり

ます、キャリア教育指針が完成しましたら、その内容を踏まえつつ、門真市小中

一貫教育プランの見直し業務に着手していく予定としておりますので、現時点

の令和３年度実績はゼロという形になっております。以上です。 

 

萩原委員長 

 ありがとうございます。それでは、野田先生よろしくお願い致します。 

 

野田副委員長 

 わかりました。まず最初に、質問をちょっとさせて頂こうと思うんですが、①

の小中一貫教育の更なる推進、17 ページのところなんですが、先ほどの今年度

の取り組みの中でも、系統的なカリキュラム、キャリア教育指針を作って系統的

なカリキュラムの作りかえというふうに書いてあったんですが、ここも小中一

貫教育の更なる推進っていうところは、９年間の系統性・連続性を特に大事にす

るというふうに書いてあるところなので、この成果指標がですね、大人になった

時の職業について考えたりというのは、ちょっとこの距離が遠すぎるんじゃな

いかという気がするんです、成果指標として。もう少し、なにか中学校でしてみ

たいことがたくさんあるとか、なんかそんな項目はないんでしょうけど、もう少

し近いものがないんだろうかって思ったんです。それと、この②の小中一貫教育

を意識した小・小連携の推進も同じ指標が入っているんですよね。その活動指標

も、成果指標も同じものが入っているんです。同じ指標で測るんであれば、内容

を別に立てる必要はないんですよね。ですから、ちょっとここは検討して頂いた

ほうがいいんじゃないかなと質問というよりは意見になりますが。思うんです

が。 

 

髙山学校教育課長 
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 そこは頂いた意見を踏まえて、再度こう適切な指標が何かないか、ちょっと検

討させてください。 

 

野田副委員長 

 よろしくお願いします。 

 それからこれは質問なんですが、18 ページの令和３年度実施を踏まえた課題

と今後の目標の中に、門真市就学前教育・保育共通カリキュラムこれもまた説明

を入れて頂けるといいなと思うんですけれど、足してもらわないといけないの

がかなり出てきてるんですが、これはですね、どのような形で使っていく、今の

ところはまだ周知されていない使ってないところもあるっていうことなので、

使っておられるところもある訳ですよね、これを活用されたところも。どんなふ

うに使われてるのか、ほとんど使われてないのか、どんなふうに使ってもらおう

というふうに考えておられるのか、ちょっとそのあたりを教えて頂けたらと思

います。 

  

髙山学校教育課長 

 やはり、小一プロブレム等を乗り越えたりとか、保育園・幼稚園で共通して取

組みたいなことが大事であるので、関係各課と連携しながら就学前との円滑な

連携を目指すものではあるんですけれども、それはこう具体的に学校現場でど

のような活用に繋がっているかっていうのは、ちょっとこう現時点で、パッと把

握してお答えできませんので、ちょっと次回までに現場の状況をしっかり調べ

ておきたいと思います。 

 

野田副委員長 

 この質問をさせていただいたのは、これとっても大事なことだと思います。そ

ういう段差を乗り越える努力っていう象徴的なものだろうと思うんです。その

授業の中で扱うのか、小学校と保育所あるいは幼稚園とかで、連携して扱うのか、

そういう扱い方についても、ちょっと活用されているようであれば、ぜひこの成

果のところらへんにも入れて頂けるといいかなぁというふうに思います。以上

です。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございました。 

 私も、野田先生がたぶん勘付かれていることと、多分同じことだと思うんです

けど、令和３年度活動・成果概要のところで、小中一貫教育はキャリア教育の一

部でありという部分ですね、あの５行目、６行目のとこですか。このあの計画に

おける現状と課題 16 ページのところ、あるいは計画における今後の方向性は読

んでも、その文言は出てこないですよね。それで、なんかこう計画で書かれてる

ことから飛躍があるように受け取られそうなんですけど、そのあたりちょっと

しっかりした論理構成とか、場合によっては計画そのものを見直すっていうと

ころまで踏み込まないと、ちょっとこの論理は飛躍しているんじゃないかなっ

ていうふうに一般的に取られると思いますね。で、まぁかろうじて、計画におけ
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る現状と課題の下から４行目のところの、子どもたちが将来の自立をめざして

自分の生き方を見つけることができる教育を行うためには、多分ここが根拠だ

と思うんですけど、そこはもうちょっとしっかりとこう令和３年度活動・成果概

要のところで、なぜキャリア教育との一体化を図るのかっていうことについて、

より踏み込んだ表現をしておく必要があるんじゃないかと思うんですけど、そ

のあたりいかがでしょうか？意見ですけど。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。まぁそのキャリア教育っていうのを子ども達の、幼少期から社会に出る

までっていう、こう長い観点で捉えた結果、小中一貫教育はその中の一部ってい

う表記をさせてい頂きましたけれども、ちょっと今頂いたご意見を基に、ちょっ

とさらに分かりやすく、きちっと論理構成を考えたいと思います。 

 

萩原委員長 

 そうですね、あの、この門真市がめざす教育を期待されている３つの人の繋が

りということも、記載されていますので、例えばそこの文言とか等整理して単な

る小中一貫教育として小と中だけの連携とかを考えるのではなくて、もっと広

いスパンで門真を捉えていると、だからこそキャリア教育の中に小中一貫を位

置付けるんだって、これはすごいメッセージだと思うんですよ、私は。場合によ

ったら高等学校まで踏み越えてですね、キャリアまで見据えた教育を小中一貫

の一つとそれをその中の一つとしてやるっていうことはすごい大きなことだと

思うんで、逆に言ったらすごい門真らしい教育だというふうに打ち出せると思

うんで、ちょっとしっかりとした論理構成でして頂いたらいいと思います。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。ありがとうございます。 

 

萩原委員長 

 私からは以上です。では 16 時ですよね、もう１つ２つ行ってからちょっと休

憩にしましょうか。 

 じゃあ、続いて施策の方向２のすべての子どもへの学習の支援に続けていき

たいと思います。では、こちらの障がいのある子どもの自立支援、これについて

説明をお願い致します。 

 

髙山学校教育課長 

 はい、（１）障がいのある子どもの自立支援です。主な取り組みと致しまして

は、①「ともに学び、ともに育つ」学校づくりの推進、②一人ひとりの教育的ニ

ーズに応じた指導・支援の充実、③通級指導教室の充実、④支援教育研修の充実

となっております。 

令和３年度活動・成果概要につきましては、①ともに学び、ともに育つ学校づ

くりの推進としまして、各校の支援教育コーディネーターを中心に、校内支援委

員会等を定期的に開催するなど、組織的に支援教育の充実を図っております。 
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②一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支援の充実につきましては、障が

い種別や子に応じた支援や指導を行うために、個別の教育支援計画や個別の指

導計画を作成・活用いたしました。一人ひとりに必要な力をつけるための自立活

動につきましても、担当指導主事が各校を訪問し指導助言を行っております。 

③通級指導教室の充実につきましても、令和３年度より東小学校に通級指導

教室が１校新設されまして、合計で市内 10 校を目指しております。 

④支援教育研修の充実につきましては、支援教育コーディネーターや支援学

級担任を対象とした研修を年間通じて計画的に実施しております。 

 続きまして、課題と今後の目標についてです。先程の①から④の観点につきま

して、そちらに記載させて頂いておりますが、③通級指導教室の充実につきまし

ては、令和４年度は、二島小学校、四宮小学校、第二中学校の３校に新設される

ってことになっております。しかしながら、子ども達への個別の状況に対する理

解が進むことで通級指導の必要性はかなり年々高まってきている状況がござい

ますので、さらなる通級指導教室の増設に向け、引き続き大阪府に対して必要性

を伝えてまいりたいと考えております。 

 ④支援教育研修の充実につきましても、講師の講演を聞くっていうような研

修形式だけではなくて、お互いの自立活動の実践を交流したり、授業を見合って

意見交流をしたりとする等実践につながるような研修を行ってまいりたいと考

えております。以上でございます。 

 

萩原委員長 

 ありがとうございました。 

では、私の方からちょっと一つ、まず質問なんですけど、個別の教育支援計画

というのと個別の指導計画というのは、これはどういう違いがあるのか具体的

に教えて頂いていいですか？ 

 

髙山学校教育課長 

 はい。個別の教育支援計画につきましては、学校と保護者がともに作るような

ものとなっております。これにつきましては、例えば乳幼時期から学校の卒業後

までというような、幅広い観点で作ることを想定しております。一方で、個別の

指導計画につきましては、支援計画を基に各校が子ども達に具体的にどのよう

な指導を行うかっていうことをより詳細に記載したものになっております。 

 

萩原委員長 

 まぁ、家庭での教育とか家庭学習での支援まで含んで、長いスパンで作られて

いるのが教育支援計画で、個別に学年ごとの指導がまた指導計画としてあると

そういう感じですか。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。 

 

萩原委員長 
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 はい。ありがとうございます。 

まぁこれはあのこれは感想というか、ここは改めて読ませて頂いて、障がいの

ある子どもへの自立支援とか人権保障的な意味合いがあって、なんていうんで

すかね、単なる教育的な目標だけではなくて、本当の意味で 100％きちっとした

保障をしてあげるという、行政的な責務が非常に強く感じられるところだと思

うんですよね。ですので、この令和３年度の活動・成果概要も、令和３年度実施

を踏まえた課題と今後の目標も、非常にこう箇条書きになっているというか、文

章表現として表記するのではなくて、やっぱりきちっとやらないといけないっ

ていうことがすごくわかるんですけど、ただ、そのあたりのことをもう少し表現

していただいたほうがいいんじゃないかなと。まぁ全体を読ませて頂いてそう

なんですけれど、教育目標的なものもあれば、社会保障としてやらないといけな

い、例えば子どもの校舎建築の耐震性とか、そういうようなのも年次ごとに進ん

でいく訳ですけど、結果やっぱり全てやらなければいけないっていう、そういう

保障が必要なものと、教育的にやるものっていうのが、この計画の中に両方ある

と思うんです。特にこの障がいのある子どもへの自立支援というのは、社会的に

絶対保障しないといけないし配慮が必要な部分なので、そのことをしっかりと

どこかで意識しているってことを、明記していく必要がないかな。何が言いたい

かというと、この今後の目標のところで障がいのある子どもの自立支援という

のは、教育委員会として欠かせない視点であり、このことについては、全力を挙

げて取り組んでいくと、なお、令和３年度の目標を踏まえた課題としては、こう

いうものがあって、これについても意識した形でやっていくっていうことを書

いておいて頂いたほうが安心出来るかなという感じがするんですね。これはち

ょっと感想的なものですけど、まぁ表記的なところでご検討頂くようお願い致

します。 

 

髙山学校教育課長 

 わかりました。検討致します。 

 

萩原委員長 

 私からは以上です。 

 

野田副委員長 

 まず質問なんですけれども、④の支援教育研修の充実 22 ページです。ここの

成果指標で活動指標もそうなんですが、研修回数が１回３年で減っています。減

ったから、研修参加者数も減ったのかなと思いながら見ていたんですが、担当教

員は一人増えている訳ですね。だけど減ってるっていうのは、これはどうしてで

しょうか。 

 

髙山学校教育課長 

 まず研修の回数ですけれども、その時々の必要な事柄であったり、ニーズに応

じて研修を計画しているところもありますので、ちょっとこう増減がある場合

もございます。参加者数の減少につきましては、ちょっとこうコロナ禍で、市と
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して研修の参加人数を、ちょっと絞ったこともございまして、支援教育研修につ

きましては校内の代表者、複数支援教育の担任がいる場合でも代理者出てきて

下さいというような形で市からお願いしたとこが影響しております。 

 

野田副委員長 

 参加者数を絞ったからということなんですね。わかりました。１回減ってるの

は、日程的なものなんですね。 

 

髙山学校教育課長 

 そうです。 

 

野田副委員長 

 わかりました。 

 それから、あと活動・成果概要の内容なんですけれども、ちょっと萩原先生と

近いかもしれないんですけれど、このともに学び、ともに育つ学校づくりの推進

という①のところなんですが、ここには教育内容的なこととか、それから環境整

備を教室の中に限定して書いたものなんですね。教育環境ってやっぱり、廊下と

か階段とかトイレとか、そういうところも入ってるんですね。そこは、施設設備

というだけじゃなくて、使い方とかそれからルール作りとかそういうのも含め

て考えられるところじゃないかなぁ。ごめんなさい。まぁ、トイレとか廊下とか

階段とかも子どもに意識を持たせると、そういう指導も大事になってくるとこ

ろだと思いますので、教室の環境整備だけではなくて学校内の環境整備という、

そういうような方向で進めて頂けたらというふうにと思います。 

 それからもう一点は、令和３年度活動・成果概要で、例えば②の一人ひとりの

教育的ニーズに応じた指導・支援の充実の１つ目の丸の内容と、それから 23 ペ

ージの②の１つ目の丸の内容は、どう違うのかっていうのがちょっとわかりに

くいんです。今年のやった活動を踏まえて来年は、今年はまぁ大事なことはきち

んと出来たと、来年もきちんとするのかそのあたり、どう評価してどうしようと

思っているのかっていう書き振りを、ちょっと直していただけたらと思うんで

す。例えば、安直に直そうと思えば、一人ひとりの目標や支援の使用方法を共有

し、取り組んだことを踏まえて来年度も更に質を高めていくとか、なんかそうい

う書き方でもいいと思うんです。令和４年度ですね。というような書き方でもい

いと思います。だから、ちょっと評価を入れてほしいですね、次になにをしよう

としているのかっていうのがわかる書きぶりに、ちょっとして頂けたらいいん

じゃないかなと思います。他の部分についてもなんですが。以上です。意見です。 

 

髙山学校教育課長 

 わかりました。 

 

萩原委員長 

 では、２の不登校児童生徒への支援にいきたいと思います。それでは、こちら

の説明をお願い致します。 
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植原学校教育課参事 

 施策の方向２、すべての子どもへの学習の支援、実施施策名（２）不登校児童

生徒への支援。主な取り組みといたしまして、①適応指導教室「かがやき」等の

充実、②子ども悩み相談サポート事業の実施。令和３年度活動・成果概要につい

てです。①適応指導教室教育等運営事業の実施。 

１つ目、不登校学生フレンドです。派遣員を、主に学生なんですが、学校に配

置し、不登校児童・生徒に対して家庭訪問を行い、その悩みを聞きながら登校支

援を行いました。派遣員の働きかけにより派遣員と共に登校出来たり、登校した

後に別室で活動することもあるんですけども、その場での学習支援や相談活動

を実施することが出来る等、効果的な活用が見られました。 

 ２つ目、適応指導教室教育支援ルームかがやき。令和３年度から、午後に指導

員の配置をすることができました。そうすることによって、午後からの教育相談

や通室する子ども達が増え、今まで以上に子どものニーズに合わせたかがやき

の取り組みを実施することが出来ました。また、ＧＩＧＡ端末が、子ども達に整

備されておりますので、ポケットＷｉ－Ｆｉをかがやきの部屋に設置すること

で、ＡＩドリルＱｕｂｅｎａの活用やオンライン動画の視聴、また学校とのオン

ライン授業の実施、先生方の交流が出来ました。加えまして、要綱を改訂したこ

とにより、令和３年度からかがやきに通室できる対象の子ども達が、市立小中学

校在籍から市内在住の子ども達に拡充しております。 

 

髙山学校教育課長 

②の子ども悩み相談サポート事業の実施についてです。いじめ・暴力行為等の

問題行動や不登校に悩む児童生徒、保護者、学校からの電話相談、来庁相談に対

応し、専門性を活かした助言を行うことで課題解決に効果を上げました。また、

サポートチームがケース会議の参加や学校訪問による助言などの支援活動を行

うことで、学校の指導体制の強化に寄与致しました。 

 

植原学校教育課参事 

令和３年度実施を踏まえた課題と今後の目標についてです。①適応指導教室

教育支援ルームかがやきに主任指導員がいなくて、指導主事が主任業務をやる

というところで、なかなか指導員さんとの連携が難しかったこともありまして、

主任指導員の新たな配置を目指し、より個々に応じた支援が、その場その場の対

応がありますので、できるように体制強化を図りたいなぁと考えています。以上

です。 

 

髙山学校教育課長 

②につきましては、令和２年度・令和３年度は、新型コロナウイルス感染症の

影響等で全体的な相談件数が減少致しました。具体的には面談が大幅に減り、電

話相談については増えているという状況です。 

 悩み相談サポートチームの対応内容の性質上、対面の方が望ましいため、今後

コロナウイルス感染症が沈静化した際に、対面による相談件数の増加に対応出
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来るよう専門人材の増員等を目指すと共に、ケース会議や学校訪問の質をより

一層向上させ、不登校や問題行動の減少に繋げていくことを目標にしたいと考

えております。以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございました。 

 私の方から、まず、あの質問なんですけれども、適応指導教室におけるポケッ

トＷｉ-Ｆｉ、これは何台くらい持っておられるというか整備されたんでしょう

か？ 

 

植原学校教育課参事 

 はい。現在５台ございます。ただ、活用している台数としましては、１台でも

数台のパソコンとできますので、充分余りあるほど整備しております。 

 

萩原委員長 

 それを、まぁ大きな部屋で何台か、１つの教室に１台、じゃあなくって何人か

使ってみたいな感じで？ 

 

植原学校教育課参事 

 はい。そうです。 

 

萩原委員長 

 不登校の子ども達に対する、オンライン授業を、例えば家庭で受けられるよう

にポケットＷｉ-Ｆｉを貸し出すみたいなそういうことは考えておられます

か？ 

 

植原学校教育課参事 

 市の施策と致しまして、昨年度末ですね、家庭でもある程度Ｗｉ-Ｆｉを引い

てくださいというお願いもしておりますので、ほとんどの家庭でそういう環境

は整っているのかなというふうには考えております。 

 

萩原委員長 

 例えば、不登校の子ども達が自宅でオンライン授業を受けるっていうことも

可能になってきているということですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 そうですね。はい。 

 

萩原委員長 

 わざわざポケットＷｉ-Ｆｉを貸し出すまでもなく、もう自宅で結構揃ってる

と？ 
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植原学校教育課参事 

 実際に、写すだけの場合もあります。カメラを設置して授業の黒板と先生の顔

が見えて、家庭でそれを受けてるということもございますし、何名か。 

 

萩原委員長 

 そういう子ども達が、まぁ今まで不登校というふうにして全く授業との接点

がなかった子ども達が、それによってある程度、授業参加出来ている、そういう

ふうに広がってきていると考えてよろしいですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 実質は、そういう家庭にいるコロナで来れない子ども達が、そういう活用が多

くて、やはり学校しぶりの子ども達は、そこも一番始めは面白いっていうかね、

楽しい部分もあったんですけれども、それが広がっているかっていうと、そこま

でいけてないように考えております。 

 

萩原委員長 

 不登校で学校に来にくいとか、先生との接点も少ない子ども達とはオンライ

ンでそれが出来るという訳ではなくて、やはり体面的なことが進まないと出来

ないと、そういうことですね？ 

 

植原学校教育課参事 

 そうですね、はい。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございました。 

 先ほどの一つ質問なんですど、ご説明あったんですけど主任指導員の新たな

配置っていうのは、これはやはり指導員だけでは横の連絡とかはうまくいかな

いとか、そういうことですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 指導員の、勤務時間にもよったんですけど、３時間なんです。朝９時半から 12

時半までということがありまして、午後の体制がなかなか難しかったんです。午

後を開設して、指導員を増やしていただいて、二人・二人体制にしたんです。そ

うすると帰ってしまわれますので、午後と午前の繋ぎ役とか全体に把握する人

が必要だということになりまして、主任指導員を配置していきたいというふう

に考えました。 

 

萩原委員長 

 はい。私からは、質問中心に以上です。では、野田先生お願いします。 

 

野田副委員長 

 それでは、めざす指標はもう書いてあることなんですけど、非常にこれは、門
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真市は不登校率が高いということを示してる訳ですよね。それで、その下の活動

指標とか成果指標を見ていくと、例えば①、24 ページの一番下ですと、成果指

標で学生フレンドの派遣っていうのは、令和元年は 100 で、令和３年は 77.7。

それから、二つ２つ上の学生フレンド派遣回数の 123から 107に下がっている。

ところがですね、25 ページの一番上の活動指標で相談件数・電話の件数は、令

和元年は 878 あったのが、令和３年は 529 に減っているんですね。これは、相談

件数が減ったということが、まず１つ目、良いことか悪いことなのかということ

がまずありますね。それをどういうふうに考えておられるのかていうのを教え

て頂きたいっていうことと、その下のサポートチームとの連携件数も、464 から

343 に減ってきていますね。だから、この不登校率が下らないで上がっているっ

ていうのと、いろいろな対応をですね、サポートチームとか学生フレンドとかい

うのが下ってきているっていうのと関係があると思っておられるのかどうか、

それをどのように分析されているのかを教えてください。 

 

植原学校教育課参事 

 はい、説明させて頂きます。不登校対策学生フレンドの派遣依頼件数と派遣件

数の割合は、これは減っているのは、コロナ禍を考えています。先ほど、ちょっ

と説明した学生にお願いしてる部分がございますので、学校自体が、大学自体が

禁止をしていると、そういうふうなバイトとか活動をっていうところもござい

まして、この数値になっていたのかなというふうに考えています。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。私の方から、ご指摘頂いた子ども悩み相談サポート事業ですけれども、

最終的には、相談件数が減るっていうことが望ましいとは考えています。しかし

ながら、これはそういったこう相談の内容がなくなったので減っているとは捉

えておりません。やっぱり令和２年度、令和３年度ともに、コロナの影響は大き

いと考えております。それを示すものとして、先ほどご説明させていただいたよ

うに、面談は減ったものの電話相談はやっぱり増えているっていう状況がござ

います。ただ、やはりこのように相談したいというようなニーズをお持ちのご家

庭については、出来たら電話よりも面談を希望されるので、トータルで見ると、

どうしても令和２年度・令和３年度は減ってしまっている状況だと分析してお

ります。 

 

野田副委員長 

 やはりコロナの影響があるというふうに考えておられるということがわかり

ました。それでですね、この不登校率というのは、ある程度コロナの影響もあっ

て、ちょっと上がってきているのかなっていうふうにも、そういう手立てもだん

だんし辛かったという環境にもあったってこともありますしね。これは、外に出

る機会も減ったというのもあって、増えてるのかなとも思うんですけれども。こ

の後ですね、今ここで不登校率が増えてきているところで、どうやって踏ん張っ

て持ち直すのかというあたりが、この令和３年度を踏まえた今後の課題と今後

の目標ということになっているんですね。そこのところで、まぁオンラインとか
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ビデオっていうのも活用するっていうようなことも、今おっしゃってたんです

けども、学生フレンドを増やすとか、それから学生フレンドが見つからなかった

ら、なにか対策を考えるとか、そういうことを、やっぱり打ち出して頂きたいな

という気が。そうしないと、下がり下がり止まりというか、下げ止まりというか、

ちょっと怖いかもしれないなぁという気が致します。ぜひ、コロナを乗り越える

不登校対策をぜひ考えて頂きたいなぁというふうに感じます。以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございました。では、施策の方向２の最後ですかね、（３）

の様々な状況下における学習機会の確保、こちらにつきまして説明をお願い致

します。 

 

東谷教育総務課長補佐 

 はい。（３）の様々な状況下における学習機会の確保についてご説明させて頂

きます。主な取り組みと致しましては、①学校における感染症対策の徹底、②緊

急時における学びの確保でございます。 

 令和３年度活動・成果概要ですが、①につきまして、学校における感染症対策

の徹底、国・府のマニュアルに基づいた感染症対策を実施しつつ、子どもの学び

を止めないために、各校において工夫した取り組みを実施致しました。特に臨時

休業や学級・学年閉鎖が多くなった学校では、教育課程や時間割編成を見直す等

の対応を行いました。 

 令和３年度実施を踏まえた課題と今後の目標でございます。①学校における

感染症対策の徹底ですが、こちらのほう訂正して頂きたいのですが、最初の段落

の学校における感染症対策の徹底のところが上とかぶっていますので、こちら

のほうを削除して頂きたいと思います。変異株の出現や社会経済活動との両立

等、今後の感染拡大状況については様々な要因が考えられており、不透明な部分

も大きいため、学校における子どもの学びを止めないことと感染症対策の両立

については、国・府の通知を踏まえ、短い期間で大きな決断をしつつ、学校・児

童生徒・保護者に対して丁寧な説明を行う必要があると考えております。今後も、

近隣市や学校とも連携を密にしながら対応していきたいと思います。 

 

渡辺教育企画課長 

 ②緊急時における学びの確保について私の方から説明させて頂きます。子ど

も達の緊急時における学びの整備と致しましては、令和２年度に整備したＧＩ

ＧＡスクール端末、これを活用してオンライン授業を含めて家庭から、また分散

登校等も含めて、いろんな場面でＧＩＧＡスクール端末を活用した学びの確保

ということを出来るように整備を行いました。主に、ＧＩＧＡスクール端末に加

えて電子黒板、それから書画カメラといった学校に整備した機器の活用、またソ

フトやＷａｐｐｙ、Ｇｏｏｇｌｅサービス等をですね、最大限活用して緊急時に

も子ども達が学びを継続出来るやり方っていうのを様々な流れで確保してまい

りました。また、家庭の子ども達がオンラインにするべき環境が整っていないケ

ースもありましたので、児童生徒には個別にモバイルルータを貸し出して、学校
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に来れなくても、家庭から全員がオンラインを繋げるという環境を整備致しま

した。 

令和３年度実施を踏まえた課題と今後の目標と致しましては、オンライン授

業を含む緊急時の学びの確保としては、子ども達目線と先生目線と２つ大事な

ことがあるなぁと思っています。あと、環境面と致しまして、子ども達は、家庭

の通信環境がまず揃うっていうことが大事なんですが、全員があるという訳で

はございません。ただ、これから子ども達がＩＣＴで学習するにあたって、家庭

の方でひいてほしいっていう思いが教育委員会にはございますので、全家庭に

対して、緊急時の学びの確保も含めて、ひいてくださいというお願いの文書を去

年送りました。これに対して、これから状況を把握しながらサポートをしっかり

していくということが必要だと思っています。 

また、先生方の授業面を大きく変えていく必要があると思っています。学校で

対面で授業するのと緊急時にオンラインで授業するのとは、授業の仕方が結構

変わってくるということで、先生方のＩＣＴ活用スキルであるとか不安な点・視

点をサポートということをこれからしっかりとしていきたいと思っています。

以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございました。 

 では、私の方から、めざす指標ですね、26 ページのところ。先ほどからお話

を聞いているので理解は出来てきたんですけど、全家庭への整備が 100 となっ

ているのは、非常に厳しいんではないかなと個人的には思っていたんですけど、

これは結構お願い、まぁ現在でも 94.8 あるのですが、やっぱり最後 100 になる

って結構ハードルが高いような気がするんですけど、これはまぁなんとかそこ

までいくという？ 

 

渡辺教育企画課長 

 これは、この計画を作った時にですね、福利するかしないかで、かなり中で議

論していたんですが、様々な状況下における学習機会の確保なので、懐柔的に、

やはり確保を目指して取り組んでいくということが姿勢としては大事になんで

すけども、あくまでも家庭にひいて頂くというお願いなんですけれども、先ほど

のモバイルルータに関しては、ない場合にどうしても必要な場合は、貸し出しが

できるように、体調等にもよりますので目標は家庭に設置になるんですけども、

もう１つの観点としては、いざ、しないといけない時には 100 パーセント子ど

も達が踏み出せるということが現状の計画でございます。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございました。 

全家庭となっているので、子どもさんが家庭におられない、オンライン学習が

必要ではない家庭も含めて全家庭ということでよろしいですか。 

 

渡辺教育企画課長 
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 そうですね。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございました。ここは、あの野心的な目標で、先ほど学習に

関しては別途、保障するシステムはあるっていうことで安心したんですけど、や

はり全家庭にもしＩＣＴが使える環境整備が出来るとしたら、もうインフラと

して必要だ、水道とか電気と同じようにっていう意識にならないと多分ならな

いですよね。でも、結構それは、いま進んでいるような気はするんです。だから、

社会的な影響下のもとで教育委員会の努力だけでなくて、出来る可能性がある

と思うんで、そこを目指しやって頂ければと思いますし、ただ、近い将来に緊急

事態が起こった時は、貸し出しなりで裁量で少なくとも学習する環境は、市のほ

うで何らかの保障をするっていうことは、絶対必要なことだというふうに思い

ます。 

 はい、それが１点ですね。もう１つは、27 ページの①の学校における感染症

対策の徹底の活動指標が、子どもの安否確認等を行った数の割合でいいのかど

うかっていうのがちょっと気になるんですけど、ここは他の活動指標はやっぱ

り難しかったですか？なんかその感染症対策を徹底した学校の率とかでもここ

はいいような気がするんですけども、それだったらあまり安直ですぐ出来てし

まうっていうのはあるかもわからないですが、ちょっとここの活動指標は、若干

違和感があるので、また別途ご検討頂ければと思います。今ちょっとすぐ返事は

難しいかと思うんですけど、なぜ逆に言うと安否確認等を行った数ということ

を割合とするのか、そこの上のほうの取組のとこに説明があればいいってこと

ですけど。学校の新しい生活様式に基づいた教育活動を行いますっていうのが

最終目標なんで、だからやっぱりこの指標なんだということでもいいと思うん

ですけど、ちょっと上の文書にもう少し足してもらったらどうかなっていうこ

となんですけど。多分、ほかの指標は難しいってことは理解できるんで、その辺

また考えて頂きたいなと。 

 はい、それから最後なんですけど、28 ページの令和３年度の活動・成果概要

の②ですね。ここは、はっきりと一番下の段落なんですけども、ＩＣＴ機器を活

用した実践報告をＧＩＧＡスクール支援サイトに掲載し、各校へ発信したこと。

また、各校において１人１台端末の活用が増えたことにより、緊急時においてオ

ンライン学習を行うことに、自信のない教員が減少しました。とはっきり書いて

あるんですけど、これはその支援サイトへの掲載と１人１台端末の活用が増え

たことだけなんですね？例えば、そういう研修をしたとかなんらか他の要因が

あったんじゃないかなと思うんですけど、そのへんはどうなんでしょう。という

のは、１学期 60パーセントでも３学期まだ 40パーセントおられる訳ですよね？

実際にオンラインの学習を、全校で進めていただくとなると、これこそ０パーセ

ントにならないと困ると思うんですけど、単にその掲載と１人１台端末の活用

が増えたことだけで減ってるのであれば、そのあとこの 40 パーセントをゼロに

するっていうのは、なかなか難しい気がするんですけど、そのあたりなんかこう、

どういうふうに考えておられるのかってありますか？ 
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植原学校教育課参事 

 実際、研修もしたり校長会等でそういう取組を、将来進めてくださいというふ

うなお願いもしてきたことは要因にあると思いますので、そのことも少し加え

させて頂きます。 

 

萩原委員長 

 そうですね。ちょっと文書を足しといていただいたほうが、今後どうするのか

考えるときにも必要なことだと思います。ご検討頂きたいと思います。はい、私

からは以上です。 

 

野田副委員長 

 ちょっと質問なんですが、萩原先生がご指摘されていたとこと同じところな

んですが、27 ページの安否確認のところですが、これは授業を含むと括弧で書

いてあるんですが、基本的には授業をする？したんですかね、それともしないで

安否確認だけをしたんですか？これはどっちなんでしょうか？まだ、この 40 パ

ーセントは、自信がないと言っているから授業は出来てないということですか

ね？ 

 

植原学校教育課参事 

 これはアンケートですので、あの自信ない人もやっていくこともありますし 

 

野田副委員長 

 教員アンケート？ 

 

植原学校教育課参事 

 はい。それを基に、ご意見だけをまとめた数字です。 

 

野田副委員長 

 あ、そっかそっか。やってても、自信をもってやってると言えないという人は

こっち側の 40 パーセントに入ってるということですね。 

 

植原学校教育課参事 

 あっ、はい。 

 

野田副委員長 

 はい、わかりました。それからもう１つは、27 ページの一番下の成果指標の

ところなんですが、ＭＥＥＴやＣｌａｓｓｒｏｏｍを使って、オンライン学習を

実施することが出来ますか？っていうのに85パーセントが出来ますと答えてる

訳ですよね？自信があるかないかは別として。これは実際に 85 パーセント位の

授業はされているというふうに受け止めていいんでしょうか？ 

 

渡辺教育企画課長 
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 はい、私の方からお答えさせて頂きます。２つ目の活動指標のところを見て頂

ければと思うんですが、今回、昨年度の 12 月・１月と冬に大幅に増えたことも

あって、オンライン授業を試行として全学校やって下さいというふうに通知を

出しました。各学校 20 校、20 ということにさせて頂いているんですが、この場

合、１クラスやったであっても全クラスやったであっても、実施ということで一

応活動指標に加えております。 

 

野田副委員長 

 なるほど。 

 

渡辺教育企画課長 

 なので、実際やってる先生、やってない先生まだいてると思います。そのよう

な中で、まぁ試行実施やって全校やったという実績を出すので、今後はもしそう

いう事態になったときには当然、先生方としてもやっていかないといけないっ

ていうことになってくるんで、いざ出来ますかってなったときに、85 パーセン

トの方が出来ますよとご回答頂いているんで、残りの 15 パーセントをどうして

いくかっていうところは大きな課題となってくると思います。全員がまだやれ

ている訳ではないですし、施策的だけの取組があるから学ぶんやみたいになっ

てはる方もいてはるっていうのが現状かなと思います。 

 

野田副委員長 

 わかりました。そしたらですね、やはりあの各学校でＣｌａｓｓｒｏｏｍを導

入してるとか、まぁ２と同じかもしれないんですがこれはもうある訳ですね？

各学校に。 

 

渡辺教育企画課長 

あります。 

 

野田副委員長 

 どっちを使っているかってことですね。はい、わかりました。そしたら、やっ

ぱり、益々先ほど話題になっていましたように、先生方への技術的な研修とかサ

ポートとか、そこをやっぱりしっかりやって頂かないといけないということで

すね。はい。わかりました。以上です。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございます。では、これで施策の方向２が終わりですけれど、

７あるんで、次の３までやって休憩にしましょうか。ちょうど２時間は経ってま

すか、まぁ次の施策の方向３までなんとかやって 10 分休憩ということでいきた

いと思いますがよろしいでしょうか。 

 では、施策の方向３、豊かでたくましい人間性の育みの（１）自分の将来を描

ける力の育成、こちらの説明をお願いいたします。 
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髙山学校教育課長 

 はい。自分の将来を描ける力の育成です。主な取組といたしましては、①キャ

リア教育の推進、②子どもの学ぶ意欲の向上に向けた取組となっております。 

 活動・成果概要ですが、教育振興基本計画で掲げている本市のめざす子ども像

である、将来の自立をめざして、自分の生き方を見つける子どもに向けて、各学

校や各校区の課題感や実態の把握に努めました。その中で、そちらに記載のとお

り一部の課題が出てきております。そこで、キャリア教育でつけたい力を小中９

年間を系統的につけられるよう、（仮称）門真市 キャリア教育指針の作成を進

めております。作成にあたりましては、特別活動や総合的な学習の時間だけでは

なく、教育活動全体で実践していくことを各校のキャリア教育担当者に周知す

るとともに指針にも記載致しました。作成に当たっては、市教委だけで作るので

はなく、各校のキャリア教育担当者と協働して作成を進めております。  

 なお「モデルプラン」も市の中で入れているんですけれども、その作成にあた

りましては、各学校の担当教員の意見を多く取り入れているところでございま

す。 

 次に、課題と今後の目標についてです。令和３年度は、合計３回のキャリア教

育担当者連絡会を実施し、大半の時間を指針の作成に充てております。令和４年

度に関しましては、指針の作成を引き続き進めるとともに、キャリア教育支援に

ついて、令和４年度中の完成を目指し、そして令和５年度から本格的に門真市内

の小中学校全校で活用を始める予定としております。以上でございます。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございました。では、こちらのほう、野田先生のほうから先

にどうぞお願い致します。 

 

野田副委員長 

 まず最初の質問なんですけど、31 ページの①キャリア教育の推進の連絡会議

ですね、活動指標が令和３年が３回で令和４年が３回ということは、これはこれ

で充分ということなんでしょうか。多い数字なのか、少ない数字なのかがちょっ

とわからないので教えて頂けたらと思います。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。今年度、キャリア教育の指針を作成するにあたって、令和３年度は、各

学期１回程度で、年３回実施しておりまして引き続きそのペースでいくと充分

完成に向けて動けるかなぁということで考えておりますので、多くもなく少な

くもなく丁度いい数字と捉えております。 

 

野田副委員長 

 各学期に１回位ということなんですね。はい、わかりました。 

 それからもう一点は、その下の成果指標のところなんですが、この成果指標と

それから一番下の②の子どもの学ぶ意欲の向上に向けた取組の成果指標が同じ

になっています。それも、なぜか中だけで小が抜けているだけなんですね。これ
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は、中学校を特に意識しているのかという、まぁ指標は、なぜ一緒なのかという

ことと、なぜ下の小は一緒なら一緒でないのかということですね。それをちょっ

と聞かせてください。 

 

髙山学校教育課長 

 はい、②につきましては、その活動指標を、職業体験や職業講話ということで、

中学校にしぼって、活動指標を記載しております。そこと連動するかたちで、成

果指標につきましても、ちょっと中学校に特化して表したために中のみを抽出

しております。 

 次に、成果指標についてなんですけれども、今回大きく点検評価の指標が変わ

る転換期でして、我々もなにをここに示すのが一番いいのかなぁと悩みながら、

なかなかちょっと苦労しているところですので、確かにちょっとご指摘の通り、

他にもうちょっといいのがないのかなっていうのが正直なところあります。 

 

野田副委員長 

 そうですね。今、説明頂いたので、この下のほうはね、中学校だけでこの中学

校に注目しているんだということで、非常にすっきりとくる扱いかなぁと思う

んですけれど、よくなんていうのか目指す目的を持たせようとか、そういうあた

りはちょっと探して頂いたらというふうに思います。 

 

髙山学校教育課長 

 また改めて一度、もう少し適切な指標がないかを検討してみます。 

 

野田副委員長 

 そうですね。探していただいたらと思います。そのついでといえばあれなんで

すが、今後の目標にも出てくるんですけど、キャリア・パスポートですね。この

キャリア・パスポートを効果的に活用しますっていうのが、キャリア教育の推進

のところの取組に書いてあって、あまり出来ていないから今度はするというふ

うに、この課題と今後の目標のところに書いてあるんですが、キャリア・パスポ

ートはなぜ有効活用出来ていないというふうに考えておられるんですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 私たち、教育センターでもその話はするんですけども、なんていうんですか、

ためていくという作業が、国からの方針として、活動としては来たので、その作

業とそれを次にどう繋げるかっていうのが、まだ学校教育の中に繋がりが浸透

していないのかなぁというふうに思います。そして、小学校の場合は、担任が６

年間変わる可能性もありますので、その繋がりをしっかりと引き継がないと、そ

れを有効に活用できないと、そのあたりの難しさがあるなというふうに考えて

おります。 

 

野田副委員長 

 そういうふうに考えると、有効活用出来ていないっていうだけはなくて、有効
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活用できるような手立てを考えていきたいというふうにして頂いたほうが具体

的になっていいかなぁというふうに思います。 

 それと最後にもう一つ、すごく細かいことなんですけど、活動と成果概要の上

から３行目で、課題感や実態の把握に努めましたと書いてあるんです。この課題

感というのがちょっと違和感を感じるので、感はないほうがいいかなぁと思い

ます。はい、以上です。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございます。 

 先ほど、小中一貫教育のところで申し上げたんですけど、こちらのほうに、き

ちっと書かれてますね。だから、先ほどの小中一貫校教育のところの文言の検討

っていうのを申し上げたんですけど、施策の方向３の（１）自分の将来を描ける

力の育成に明記している行に、小中一貫教育とキャリア教育というのは深いつ

ながりがあると認識しております。とかでもいいかなという感じもしますね。こ

こに、しっかり書いて頂いているんで。ただ先ほど、キャリア・パスポートの活

用が出来ないっていうことと、私はなんとなくこう思うんですけど、根源的な理

由として、そのキャリアを育成するっていうふうに小中教育にあたってはる先

生方、あまりそことのつながりが非常にやっぱり市というか、なかなか社会の出

口まで、そこのところを見据えてっていうよりも、もっと基礎的な教養とか学習

するための基盤となる力を身に付けるという意識が非常にたぶん強いというか、

それは正しいと思うんですけど、それと、それが将来のキャリアに繋がっていく

ことの重要性みたいなものを、もっと啓発しないと多分、キャリアってなんかち

ょっと学校教員としてはちょっと抵抗があるというか、別に職業を教育するた

めに小学校で国語を教えているんじゃないし、中学校で英語をやっているんじ

ゃないっていうふうにおっしゃる、そういう感覚を持ってる先生方がまだ多い

と思うんですよね。そこは、ちょっとしっかりと啓発していかないとＯＥＣＤが

言っているような、キー・コンピテンシ―の一番基盤になるようなところを作っ

て頂いていて、それは取りも直さず将来のキャリア教育のための非常に重要な

ベーシックな力で、だからこそキャリアを見据えた９年間の教育をここでしっ

かりやりましょうという、そのあたりの意識醸成がやっぱりすごく重要だと思

うんですよ。そこが、ひょっとしてまだ、充分浸透していないのかなっていうの

を危惧してます。そこをしっかりやって頂いたらいいんじゃないかと思います。 

 それから、成果指標の書き方なんですけど、これはあの全体を通してのところ

で申し上げようかなと思っていたんですけど、今回の新しい計画になって、めざ

す指標が明記されましたよね。ということは、めざす指標がやっぱり最後の成果

になってこないとおかしいと思うんです。令和４年度はめざす指標のここまで

達成出来た、だから成果があった。あるいは、達成出来ていないから、どう対処

するのかっていうふうに最後はやっぱり、結論付けられないと計画の進捗とし

ては分からないということになると思うので、ですので個々のそれぞれの取組

ごとの成果指標をここに書く必要は、逆にいうとないかもとわからないなと、こ

うなってくると。これはもうね、次年度以降検討して頂ければということで、最

後のところで申し上げようかなと思ったんですけど、ここでちょっと話が出て
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きたので、私にはなんかちょっとそういうふうに見えてきたんですね。ですので、

ここですと最初の 30 ページのところに、めざす指標の進捗があり、主な取組の

ところにキャリア教育の推進の活動指標だけ。１番最後の、32 ページのところ

に、このそれぞれの取組の成果指標が１つか２つあれば。これが最後、めざす指

標とどう繋がってくるのかってことを書いといて頂いたらいいかな。だから、成

果指標を個々の取組のとこに、結びつける必要性は必ずしもないな。というのは、

ここでも学校教育診断とか結構たくさん出てくるんですけど、学校教育診断が

結構かぶっていたりすると思うんで、それでいいかな、すごいシンプルにそうし

たほうが、だから個々の取組は活動をしっかりやっていて、いくつかの取組が１

つになって、施策分としてこの実施施策の１つを①を推進している。その成果を

図る指標としては、学校教育診断でこういうのがいいって。それが結果、最後め

ざす指標に、こう繋がっています。みたいな、そういう構成のほうが、将来的に

は見やすいかなぁと思います。まぁ、これはまた次年度以降、またご検討頂けれ

ばと思います。 

はい、ということで、ちょっと大きな話に先、いっちゃいましたけど、まぁそ

れが必要かと思いますね。先ほど申し上げたようにキャリアについては、やはり

特に小・中の義務教育をされている先生方だと、キャリア教育という言葉に対し

て、やはりまだ抵抗感というのがあるんじゃないかなと私個人的には思うので、

そのあたりをしっかり繋げれるような、さらにそういうものが必要かなという

のはここでは感じました。はい、以上です。 

それから、１つ気になったんですけれど、めざす指標が下がっていってるんで

すけど、これはやはりコロナの影響下ですかね？例えば、小学校ですと、83.5 だ

ったのが 77.3 に下がっているんですけど、これはなにか分析はありますか？ 

 

髙山学校教育課長 

 そうですね。これも、明確な根拠はないんですけれども、やはり我々としては、

令和元年度のこの結果は、コロナ前の結果になりますので、コロナによっていろ

んな体験活動や学校の取組がどうしても出来ていないというのがこう反映して

きてしまっているのかなというふうに捉えております。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございます。 

 では、先を急ぎます。続いて、（２）の豊かな心を育む教育の推進、こちらに

いきたいと思います。では、説明をお願い致します。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。（２）豊かな心を育む教育の推進です。主な取組といたしましては、①

道徳教育の推進、②情報モラル教育の推進、③自尊感情の育成、④自他の命を大

切にする心と態度を育む教育の推進です。 

活動と成果概要につきましては、①道徳教育の充実と致しまして、引き続きよ

り良い授業実施に向け、積極的な活動をそちらに記載のとおり行ってまいりま

した。特に評価に係る、文章表記については具体的な例を挙げながら検討を進め、
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確実に道徳教育の教育課程を実施出来るように努めております。 

 

植原学校教育課参事 

 ②情報モラル教育の推進を、私の方から説明させて頂きます。教職員向けに情

報モラル・情報セキュリティ研修をオンラインで実施、すみません。そこ文言を

「しました」というふうにしてください。申し訳ありません。令和２年度から１

人１台端末が児童生徒に配備されて、子どもたちへの情報活用能力の育成が求

められています。なによりまず、教職員の情報モラル教育への知見を深めること

が児童生徒への情報モラル教育につながると考えておりますので、教職員対象

の情報モラル教育に関する研修を実施致しました。 

 

髙山学校教育課長 

 ③自尊感情の育成です。門真市開発的生徒指導の観点について、教職員研修等

を通して、市内小・中学校に定着してきており、児童生徒の自尊感情・自己肯定

感を向上させることへの意識の高まりや、取組が推進されてきていることが、学

校教育診断の先生たちは、自分が努力したことを認めてくれると思うの項目の

向上に繋がっていると考えております。 

 ④につきましては、全校児童生徒に対するスクリーニング、いわゆる気になる

子のリストアップですが、これを行って危機的状況に陥る可能性のある児童生

徒の見立てについても取り組んでおります。 

 課題と今後の目標についてですが、道徳教育については、全教職員が組織的な

道徳教育を展開出来るような体制づくりへの支援を行ってまいります。また、こ

の間、取り組んできました指導方法と評価活動を繋げて、授業改善をめざす指導

と評価の一体に取り組んでまいりたいと考えております。 

 

植原学校教育課参事 

 情報モラル教育におきましては、児童生徒に育むべき情報活用能力の１つと

いうふうに考えておりますので、その認識を各学校で共有してもらうこともあ

るという意味合いもあり、教職員への研修をしたいなと、そして最新の事例や課

題を共有して、各学校における情報モラル教育の取組を推進したいと考えてお

ります。 

  

髙山学校教育課長 

自尊感情の育成につきましては、門真市開発的生徒指導の更なる推進に努め

て児童生徒が達成感や充実感を得て、より一層の自尊感情を向上することがで

きるように図ってまいりたいと考えております。 

 自他の命を大切にする心と態度を育む教育の推進につきましては、関係機関

等の専門家と引き続きしっかりと連携していくことで、より効果的な取組とな

るように推進してまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございます。では、野田先生お願い致します。 
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野田副委員長 

 はい。 

ここのところは、なかなか指標と中身がすごくマッチしていて成果がわかり

やすいところでした。特に、36 ページの自尊感情のところですね、ここはなか

なか伸びないっていうので悩んでいるところが多いんですが、90 パーセントの

小・中がいるっていうのは、これはなかなか素晴らしいことだというふうに思い

ます。それから命ですね、命の教育ももう 96 パーセントっていうことで、ぜひ

100 パーセント実現して頂きたいというふうに思います。 

それで、ここの 37 ページの活動・成果概要のところの情報モラル教育の推進

についてなんですが、情報モラル・情報セキュリティ研修というのと情報モラル

教育というのは、多少違いがあると思うんですが、かなりというか。そのへんは、

どんなふうに考えておられるんですか？ 

 

植原学校教育課参事 

 情報モラル・情報セキュリティ研修っていうのは、情報モラル教育の研修と情

報セキュリティ研修を併せて実施したっていうところがございます。 

 

野田副委員長 

 併せて？ 

 

植原学校教育課参事 

 なので、このような書き方をさせていただきました。 

 

野田副委員長 

 これはぱっと、どう読んでも情報モラル等に沿っているっていうのは、先生方

の研修と子どもへの情報モラル教育を一緒に扱っているとしか読めないので 

 

植原学校教育課参事 

 なるほど。 

 

野田副委員長 

 ちょっともう少し整備して書いて頂いたほうがいいと思います。 

 

植原学校教育課参事 

 わかりました。 

 

野田副委員長 

 それから、もう１つは、その下の課題と今後の目標のところの道徳教育につい

てなんですが、これは次はですね、いじめは、どんな理由があってもいけないこ

とだと思うという肯定的解答を向上させるというふうに書いてあるんですが、

それについてはどこにも数字は、ここの②のところではないんですね？②のと
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ころではね。だからもし、これ入れるんであれば、今どれくらいなのかっていう

のをちょっと書いて頂いたほうがいいですね。それか、今後の課題で何パーセン

トまでにしたいとか、そういう向上させるためっていうのでわざわざ書いてあ

ると、今門真市はどうなんだっていうのは、やっぱり気になりますよね。現状と

それから今後の目標っていうのを、その状況調査で数字があるんだったら知り

たいと思うのが普通だと思いますので、ここは入れられるのであれば、現状これ

これをこれこれに向上させたいみたいな書き方にして頂いたらいいと思います。 

 それと、もう 1 つ気になったのは、このその下の４行目の全教職員が組織的

な道徳教育を展開出来るような体制づくり、これはどういう意味なんでしょう

か？意味がちょっとよくわからなかったんですけれども。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。これについては、一人一人が個人的な思いで、道徳教育をする訳ではな

くて、きちっと学校としての体制の中で、計画的に実施するってことを表したも

のです。 

 

野田副委員長 

 それは、それぞれの学校の、道徳教育カリキュラムに沿って授業を展開すると、

具体的にはそういうことなんですか？ 

 

髙山学校教育課長 

 そうですね。 

 

野田副委員長 

 じゃあ、そう書いていただいたほうがわかりやすい。 

 

髙山学校教育課長 

 道徳教育の推進の教員がおりますので、その者を中心として、今おっしゃって

頂いたカリキュラムに沿ってきちっと行っていると。 

 

野田副委員長 

 進んでるっていうことですね。そう書いて頂いたほうがわかりやすかったで

す。 

 

髙山学校教育課長 

 わかりました。はい。 

 

野田副委員長 

 私からは以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございます。僕も、野田先生と同じ感想を持ちまして、今ま
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での門真市の開発的教育指導ですかね？開発的生徒指導の成果が出てきている

のじゃないかなと。非常に、どの数値も肯定的に見えるような気がしますし、36

ページの自尊感情の育成の成果指標も、着実に上がってきているというところ

もうかがえますので、非常にこれまでの取組に敬意を表したいなと思います。 

次はですね、道徳の教科化ということもあるんですけども、特にＩＣＴ環境が

整備されて、全家庭にＷｉ－Ｆｉが繋がるような環境になったときに、今やはり

非常に社会的な問題としてよく出てくるＩＣＴを悪用したような犯罪とか、あ

るいは、そういう課題に巻き込まれるっていうこともあると思うんで、そのあた

りの推進ですよね。どうしても体面的な道徳的指導だけではないこの非対面の

バーチャル空間における倫理観っていうのは、また別の側面があると思うので、

そのあたりの指導についても、この開発的生徒指導の観点に立ちながら、どう進

めていくのかっていうのを、また次課題としてやって頂ければなっていうふう

に思います。それから 37 ページの２行のところ、私もちょっと野田先生と同じ

ところ引っ掛かって、ここでいきなりいじめは、どんな理由があってもいけない

ことだと思うという肯定的解答を向上させるというのが出てくるので、ここは、

もしこれを入れるのであれば、どこかの成果指標に入れておく必要があるでし

ょうし、もしそうでないのであれば、その前の成果指標で出ているような数値を

ここで例示したほうが適切なんじゃないかなぁというふうに思いました。 

 はい、私からは以上です。 

 

髙山学校教育課長 

 ではそのあたり、いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思うって

いう解答を向上させるために道徳教育を行っている訳でもないと思いますので、

ちょっと書き振りをもうちょっと修正したいと思います。ありがとうございま

す。 

 

萩原委員長 

 はい、では続いて（３）開発的生徒指導の推進、こちらのほういきましょうか。

では、こちらの説明をお願い致します。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。（３）開発的生徒指導の推進です。主な取組といたしましては、①門真

市開発的生徒指導の推進、②指導内容の充実となっております。 

令和３年度の活動・成果概要ですが、門真市開発的生徒指導の観点につきまし

ては、小・中学校の教員に問題行動への対応としての受容的・共感的に傾聴する

という意識が広まっており、問題行動への未然防止として児童生徒の自尊感情・

自己肯定感を向上させることへの意識が確実に高まってきております。 

 一方で、コロナ禍での不安感や緊張感が原因となり、暴力行為件数や、長期欠

席者率の増加という形で繋がってきております。 

 令和３年度につきましては、スクールカウンセラーの小学校への積極的派遣

や、子ども悩み相談サポートチームのカウンセラーやスクールソーシャルワー

カーとの連携による多面的支援を実施してまいりました。その結果、暴力行為に
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つきましては、令和３年度には小・中学校合わせて年間 201 件とまだまだ多い

状況ではありますが、減少傾向にはございます。 

 課題と今後の目標についてです。小学校での暴力行為件数につきましては、令

和２年度 132件であったものが、令和３年度 104件と減少に向かっております。

専門家連携とともに、未然防止に繋がる自尊感情や自己肯定感を向上させる取

組が結果に繋がったと考えております。一方で、中学校での暴力行為件数につい

ては、ここ数年増加していることが課題として残っております。 

 また令和３年度の不登校千人率につきましては、小学校が 20.94 人と令和２

年度の 9.98 人から大幅な増加をしております。中学校においては前年度よりや

や減少はしてはいるものの、やはり 66.8 人と高い値で推移をしております。 

小・中学校が連携した生徒指導体制の構築を一層推進し、開発的生徒指導を９

年間を見据えてバランスよく進め、児童生徒の自己指導能力を育成することで、

小・中学校での暴力行為件数や不登校千人率の減少につなげていくことが目標

と考えております。以上でございます。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございました。では、野田先生よろしくお願い致します。 

 

野田副委員長 

 どちらかというと、36 ページのところで聞いたほうがよかったのかなぁと思

うんですけど、ここの開発的生徒指導のめざす指標のところに、先生たちは自分

たちが努力したことを認めてくれる、これは３年、その上ですね、よいところを

認めてくれるとか、その下は努力したことを認めてくれるっていう数字がある

んですが、これってその前の 36 ページにも同じ指標が出てきているんですね。

学校教育診断という同じ調査なんだけども、こっちのめざす指標のほうは、令和

２年が調査中止になってるんです。もうさっき、輝いてると思いながらこう見て

いた数字は、これはこれでいいんですかね？別の調査の数字なんですかね？36

ページの自尊感情の育成の成果指標の努力してくれてる、これ生徒指導だから

一緒ですよね。小学校と中学校かと思ったけど、生徒指導で令和３年が 90.2 っ

て数字一緒なんですね。その令和元年っていうのは、先生はよいところを認めて

くれるっていうのがこの数字なんですよね。下の令和３年のんは、こっちの令和

３年と一緒なんですよね。36 ページの令和３年とね。同じ項目が、１年、２年

ってあるのに、そちらの方は、これしょうがないですよね、もう書いてあるから。

めざす指標が見つかってないんですね。なんでこんなふうになったんだろって

ちょっと今になって。そしたら、この36ページの実績の令和２年っていうのは、

これはいいのか？正しいんですか？って聞きたかったんです。 

 

植原学校教育課参事 

 Ｒ２が、調査中止っていうのは、全国学力・学習状況調査のことで、Ｒ１、Ｒ

２までは、全国学力・学習状況調査に沿って。 

 

野田副委員長 
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 じゃあ、このＲ３だけがこれなんですね？ 

 

植原学校教育課参事 

 はい。 

 

野田副委員長 

 じゃあ、ここにＲ２って入れとけばいいのか。 

 

植原学校教育課参事 

 そうですね。 

 

野田副委員長 

 そういうことか。簡単なことですね。わかりました。ちょっと？マークがつい

てしまうと止まってしまうので、すみません。 

 

植原学校教育課参事 

 そうですよね。 

 

野田副委員長 

 わかりました。了解です。 

 それで意見なんですけれども、この 39 ページの指導内容の充実というところ

ですね、生徒指導担当教員がですね連携しあって、まぁ各学校の生徒指導の指導

内容を充実しているってことで、成果指標としては先生たちが大切にしてくれ

ていると思ってるという中学生もですね、実に９割増えてきているんですね。こ

れもね、なかなか大変なことで、すごいことだというふうに思います。ここらへ

んもですね、ぜひこの成果概要のあたりに、ここは、子どもとのその信頼性の獲

得っていうんですか、そのあたりに、こう成果が出てきてるんじゃないかってい

うふうに思いますので、概要のあたりにでも入れていただいたら、信頼性の向上

とか獲得とか子どもと先生ですね、の信頼性が増してるというような感じで、ち

ょっと一言、活動成果にも入れて頂いたらいいんじゃないかなぁというふうに

思います。せっかく 84、88、92 って中学校で、これだけの数字が出ているので、

ぜひ入れて頂きたいなぁというふうに思います。 

 それから、課題と今後の目標についてですが、非常に詳しく書いてあるので、

わかりやすかったんですが、この家庭との連携とか地域とか専門家との関係機

関の連携っていうのはあるんですけど、家庭の連携というのは全く入れられて

いないんですが、それはやっぱりあったほうがいいんじゃないかなぁというふ

うに思いました。どこかで、一言入れておかれたらどうかなぁというふうに思い

ます。はい、専門家と学校でやるから任してくださいみたいな雰囲気になってい

るので、ちょっとそこは加えて頂きたいなぁと思います。以上です。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございます。 



49 

 

 私も、38 ページのめざす指標がすごく引っ掛かったんですね。この間事前打

合せのときに学校教育診断毎のスコア値の比較っていうのを頂いたんですけど、

これは４段階なんですよね？これとこの 100 パーセントの関係っていうのを教

えて頂けないですか？４段階数値を、どういうふうに 100 パーセントに直して

おられるのかっていうこと。 

 

永田教育総務課長補佐 

 まず４段階数値なんですけれども、肯定的な解答のほうが、とてもよく思うと、

思うが肯定的な解答で、思わないとあまり思わないが否定的な解答になります

ので、そのうちの４と３が何パーセントあるかを、この学校教育診断については、

思うの割合というのを入れさせていただいております。 

 

萩原委員長 

 この学校教育診断毎のスコア値の比較っていうのは、どっかに公開はされて

いるんですか？ 

 

永田教育総務課長補佐 

 全体のほうは、公開されてはいないですね。 

 

萩原委員長 

 公開されていない。説明は、そうすると外向きにする必要はないのかもわから

ないですけど、このあくまで学校教育診断は解答４段階ですね、４つ作る。で、

全国学力・学習状況調査はどういう質問で、どういう解答ですか？100 パーセン

トって。 

 

植原学校教育課参事 

 項目によっては違いますけども、多くあるのは４段階評価で、よくそう思うと

そう思う、あまり思わない、全く思わないの４段階が多いです。 

 

萩原委員長 

 全く同じ変換をしている訳ですね。３と４の肯定的評価した割合をここにあ

げてるということなんですね。 

 

植原学校教育課参事 

 そうです。はい。 

 

萩原委員長 

 わかりました。ですので、設問の回答の段階は４段階で一緒なんですけれど、

全く違う調査をここで横に並べるのは、やっぱりちょっとまずいのではないか

と思うんですね。そうしないと、この 92.9 とか 90.2 っていうのは、全然ベース

が違う数値ですよね。あくまで、Ｒ１と比較したらすごい上がってるというふう

に見えるんですけど、これはやっぱり一緒にあげとくのは少なくともまずいと
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思いますし、教育振興基本計画のほうを読ませて頂くと、こちらは全国学力・学

習状況調査だけしか、めざす指標をあげてないと思うので、Ｒ３も調査中止にな

ったので非常に厳しいんですけど、ここはやはりＲ３がもしないのであればで

すよ、なしにしてもしこの学校教育診断をあげるんであれば、欄外に３年間参考

数値としてあげるっていうのが正しいんじゃないかなぁというふうに思います。

３年間の経過は、また参考数値であげたほうが。そうしないと、ちょっとミスリ

ードしてしまうと思うんで、そうして頂ければいいんじゃないかなと。 

 

野田副委員長 

 そもそも、めざす指標だったら本当はこのまま入れないといけないと思うん

ですが。 

 

萩原委員長 

 そうですね。そのまま本当は入れないとおかしいですね。 

 

野田副委員長 

 これを、これの数値をこうそのまま入れないといけないですね。 

 

萩原委員長 

 実際、でも全国調査の項目が変わってしまったりとかっていうのもあり得る

ので、その場合どうするかはまた考えないといけないですね。少なくともここは、

段に連続して並べるのはちょっとまずいのではないかというふうに思います。 

 

野田副委員長 

 基本計画は、最初ですからね。そのままにしてていいんじゃないですか。今年

は、こっち側を。 

 

萩原委員長 

 そうですね。 

 

野田副委員長 

 こっちね。今年は。来年変えるべき。 

 

永田教育総務課長補佐 

 わかりました。めざす指標については、もう計画で定めているものなので、も

うそのまま使いまして、調査の数値は項目がないので新たな指標を記載して、近

い指標があれば参考指標として記載させていただきます。 

 

萩原委員長 

 それとまぁ関連するんですけど、40 ページのところにも暴力ですかね、暴力

件数、小学校での暴力行為件数の数値とかあがってるんですけど、これをもしこ

この課題とか成果のところに入れるのであれば、やっぱり表が成果のところに
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ないと繋がってこないなと思うので、もしそれがどこか他のとこに入っている

のであれば、不登校率は別のところにありましたよね？その場合ですと、何ペー

ジにある、不登校率のデータのようにとかって書いて頂いたら、別にここに必ず

しもなくても全体見たらわかるんでいいんですけど、そういう表記をしておか

ないとちょっとまずいかなぁと思います。ここもせっかく成果指標で数値とか

を課題があるというので、すごく前向きに書いて頂くのは有り難いんですけど、

入れとくほうがこんな状態だったらいいかなという気がします。 

 

野田副委員長 

 今まで入っていましたよね？ 

 

萩原委員長 

 ずっと入っていたので。 

 

野田副委員長 

 全部、学校診断から出さなくてもいい。またややこしくなるんですかね。 

 

萩原委員長 

 先ほどね、全体のことを申し上げたんですけど、今度は新しい計画の現状と課

題があって、今後の方向性があって、めざす指標があって、今年やった取組の活

動指標がずっとあって、最後に今年度の評価をする活動と成果の概要のところ

に今年度の成果を表す数値が表であって、来年度それを更に上げるための方向

性っていうふうに。それでいいような気がするんですけどね。１つ１つの活動の

ところに成果をあげようと思うとやっぱり、なかなかうまいこと入るのがなか

ったりすると思うんですけど、少なくとも、めざす指標は計画でもきちっと出来

ている訳なんで、それをそういうふうに達成するのかそれを中間的に評価する

ためにこの成果指標を見ていると、そういうことだと思います。そういうふうに

書いたほうがいいんじゃないかなと、まぁこれは今年いきなり全部これを変え

ると大変だと思うんで、来年度以降またご検討頂ければと。 

 はい、すみません。ちょっと大きな話をしましたけれど、めざす指標のところ

が、まぁちょっと気になったということですね。それから、ここも数値が非常に

こう上がっていっていて全部そうですね。すごく肯定的に、児童生徒が評価して

いってると思うんで、これは本当に開発的生徒指導がすごく成果が上がってい

るということだと思います。逆に、だからこそ 40 ページのところでは、この暴

力がまだやっぱり減らないとかっていう、すごい課題に踏み込んで書いていた

だいているのは、私はすごく積極的で素晴らしいと思うんですけど、そういう自

分たちがやっぱりよくない指標だと思っているものをちゃんとあげて頂いた上

で、成果を考えるのは正しいと思うんですけど、そうであるならばちょっと表が

ちゃんとあったほうが、経年変化があって確かにやっぱり減ってない、まだ多い、

だからこの生徒自身の肯定的な評価は、よいところはあるとか大切にしてくれ

てるとは思っているけど、でもやっぱりなぜか暴力が減ってないってなったら、

じゃあ次どうするだっていうふうに読めると思うんで、そのへんはきちっと表
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もやっぱり付けて書いて頂いたほうがいいかと、あるいはここになければ、何ペ

ージの不登校率の表にある通りこうであると、次は、これは課題で生徒たちの感

情的評価は高まっているけど、それが実際の行動とかにどう繋げていくのかっ

ていうのを次考えていかないといけないなと。そういうふうにして頂くと、すご

くわかりやすくなるかなと思います。 

 

野田副委員長 

 いいですかね。私は、先生とちょっと反対の意見なんです。意見として聞いて

頂こうと思うんですけど、開発的生徒指導の成果として暴力が減ってるってい

うのは、結果として減るかもしれないけど、暴力に困って開発的生徒指導という

のに辿り着いたかもしれないけれども、開発的生徒指導っていうのは、暴力を減

らすのが目的ではないんですよね？さっき言ってたような、非認知能力とかそ

れから自己肯定感とか自尊感情とかそういうふうなものも育てるという面もあ

りますので、暴力だけをここの指標にぱって入れるっていうのは、短絡的になる

なって思います。成果としては今まであったので、すごく成果が上がるんだなぁ、

なんでかなって私も思っていたんですね。それで、そういう職務的な側面に、ま

ぁ私も気付いてきたというところがあるんです。色々教えてもらったりして、だ

からそれはそれでいいと思うんですけど、表の書き方として、先生は表もないの

にここに書くのはおかしいというふうにおっしゃってるので、それはそうだと

思うので、ぜひ、そういう自尊感情とか自己肯定感の指標と置き換えないでね、

入れるとしても一緒に入れて頂きたいなというふうに思います。反対というよ

りは、それだけにしないでねと言っておきたいと。はい。 

 

萩原委員長 

 たぶん、言っていることはあまり変わってないですね。 

 

野田副委員長 

 はい、そうです。 

 

萩原委員長 

 それなら、ここは詳しく書き過ぎなんですね。ですので、そういうふうにどっ

ちかっていうふうになってしまうんで、しかし依然として暴力件数は多い状態

に留まっています。とか位の表記のため、それが次の課題である。それをどのよ

うに絶やしていくのかについても検討が必要です。位であればと思うんですけ

ど、ここは令和２年度に何件であったものが、自尊感情や肯定感を向上させる取

組が結果に繋がりました。というふうに書かれているので、どうしてもそれだっ

たら表がいるかなっていう気がします。だから、そこもちょっと書き振りとかを

ご検討頂ければと思います。 

 はい。では、次いってよろしいですか。続いて、（４）いじめ防止への取組の

推進について、こちらの説明をお願いいたします。 

 

髙山学校教育課長 
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 はい、（４）いじめ防止への取組の推進でございます。 

主な取組といたしましては、①いじめ防止に向けた取組、②いじめに関する相

談窓口の設置でございます。 

活動・成果概要といたしましては、各校において、積極的ないじめ認知と専門

家等を活用した早期対応を進めてきており、いじめ認知件数としては、令和２年

度と同様高い数値となっております。 

いじめ認知件数が増加することについきましては、それだけ児童生徒に起こ

っている事象について、広くアンテナを張り、学校体制として様子をみとってい

ることを表していると肯定的にとらえております。認知したものについては、解

消に至るまで、継続的な見守りや支援といった対応が適切に実施されておりま

す。 

 次に、課題と今後の目標についてです。引き続き、いじめの防止にあたっては、

積極的認知による早期発見と早期対応に努めるとともに、系統的な取組による

未然防止を目指して取り組んできましたが、重大事態の防止という面で大きな

課題が残ってしまいました。今後、ＳＯＳの出し方教育の更なる推進や外部人材

や専門家の積極的な活用により、学校において表面化しているいじめ事案に対

応するだけでなく、ＳＮＳを通じたいじめの防止や小さなＳＯＳを見逃さない

体制構築を推進してまいりたいと考えております。以上です。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございます。では、野田先生お願い致します。 

 

野田副委員長 

 ここは、あまりないんですけれども、いじめがどんな理由があってもいけない

ことだと思うってここにあるんですよね。さっきの道徳教育のところに出てき

ましたけど、もうちょっと他の内容のところにも入れて頂いたほうがいいなと

いうふうに改めて思います。ここのところで、アンケートですね、いじめについ

てのアンケートを年３回実施していると、各学期ごとに参加している全ての小・

中学校で、参加してるじゃない実施していると、そういうことですね、現状は。

それでですね、あまりアンケートばっかりしたらいいっていうものでもないん

ですけれども、その認知件数が少しずつ上がってきていますね。これ令和元年か

ら令和２年で飛躍的に増えてますけど、アンケートしたりとかいいろいろ観察

をしたりということで、まぁ感度が上がって、そして認知件数も増えたというこ

とだと思います。このアンケートの実施っていうのは３回位でいいものなのか

どうか実感としてどんなふうに感じておられるんですか？教えてほしいという

ことなんですけど。 

 

髙山学校教育課長 

 そうですね。なるべく回数が多いほうが、子どもの変化を捉えれる一方で、や

っぱりあんまり取りすぎるのは、子どもにとってであったりだとか、集計作業を

する教職員に対しても負担になることから、現在の学期１回程度っていうのが、

概ね妥当かなと現時点では捉えております。 
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野田副委員長 

 はい、わかりました。まぁそれで継続して、３回ということですね。それでで

すね、その３回のアンケートで分かる部分と、それから子ども達からの情報で分

かる部分、本人からの訴えがあったり、先生の観察で分かる部分てアンケートっ

ていうのは、その一部だというふうに思うんですけど、そういうあたりですね、

このアンケートをしてるっていう以外は、なんか広くアンテナを張りっていう

抽象的に書いてあるだけなので具体的にやっぱり色々とされてると思うんです。

そこをちょっと書いて頂いたら読むほうも安心が出来るんじゃないかと思いま

す。 

 

髙山学校教育課長 

 わかりました。ありがとうございます。 

 

野田副委員長 

 それから、あとこの成果指標もなかなか、困ったときに助けてくれると思うっ

ていうのが私が予想してたよりも令和３年は上がってるんですね。下がるのか

なって思ってたんですけど、なんか高い数字になってますね。だから、まぁなか

なか努力をして頂いているんだなぁというふうに思います。以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。ここも非常に数値が上がってきていて、いじめの認知件数が飛躍的に増

えたことについての分析というんですか、それが非常に肯定的に、まぁ捉えると

いうのもしっかりと書かれているので、私もそんなに引っ掛かるところはなか

ったんですけれども、成果指標として何を入れるのかっていうところですね。い

じめはどんなことがあってもいけないことだと思うという児童生徒の割合は他

のとこでも成果指標に言及されてましたよね。ということで言うと、ここでの成

果指標は、先生はいじめなど私たちが困っていることに真剣に対応してくれる

と思うっていうのが一番ふさわしい成果指標かなと思います。ですので、逆に言

うといじめを認知して、これいじめですと訴える子どもが増えてくる。だからこ

そ認知件数が増えるとそれは助けてくれると思うから言う訳で、もしそう思え

なければもう秘匿してというか、どっかで起こっていても見過ごしてしまった

り見ないふりするみたいな。ではないというために、やはりこの先生が真剣に対

応してくれると思うっていう割合が増えているのはすごいことだなぁっと思っ

て、これもしっかりとそのへんを成果概要のところに書いて頂いてもいいかな

と思います。認知件数が増えるとともに、先生を信頼するっていう児童生徒が増

えてきていると、更にこれを結び付けてもういじめを未然にしない、しないこと

への意識を起こさないとか、まぁそういうふうに持っていけたらいいなぁと思

うんですけど。この成果指標の、いじめに関する相談窓口のところの成果指標を、

成果でしっかりと訴えて頂いていいんじゃないかなと思います。 

 それから、ここも全国学力学習状況調査と学校教育診断が違う学年にね、出来

てるんで数値が違うんですよね。だから、これもやっぱり先ほど最初のところで
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申し上げた表があれば、同じ質問なのに数値が違うのかっていうのかわかると

思うんでいいと思います。はい、私は以上ですので。 

あと、いじめについてのアンケートの実施件数の維持もいいと思うんですけ

ど、内容ですよね。今なんかＳＮＳでのいじめとか、今度ＧＩＧＡスクールにな

るとちょっと危惧されてたりすると思うんですけど、次はこのアンケートの内

容で項目がこう増えていってるとか、どういうところでのいじめを認知してい

るのかっていう質問がこう変わってきているとかっていう中身にもちょっと言

及して頂いてもいいかなと。単に回数を維持しているだけじゃなくて、いじめを

どこで認知してどこで起こっているのかみたいなことの質問がこう変わってき

ていて、そのことによってＳＮＳでのいじめみたいなものが掘り起こされてす

ごい出たと。そういうこともあるんじゃないかと思うんで、次はアンケートの回

数に加えて、アンケートの中身がこう変化してきて今年度はこういうことにつ

いて、特にいじめとして質問しましたっていうことがあるといいかなっていう

気がします。回数は、もう維持出来ているんで、次はその中身ってことですね。 

 はい、では続いて、（５）人権尊重の教育の推進についてご説明をお願いいた

します。 

 

髙山学校教育課長 

 （５）人権尊重の教育の推進です。主な取組と致しましては、①人権教育の推

進、②多文化共生教育の推進、③男女平等教育の推進と性的マイノリティの子ど

もへの対応です。 

 活動・成果概要と致しましては、①人権教育の推進としまして、門真市人権教

育研究協議会とも連携しながら、様々な人権課題の克服に迫る実践を行うなど

研究を進めました。 

 ②多文化共生教育の推進。自立支援通訳者派遣におきましては、3,708 回の派

遣を致しました。また令和２年度に比べまして、直接編入の児童生徒も増加した

ことから、臨時に自立支援通訳者の派遣を行うなど派遣回数自体も増加し、児童

生徒の日本語修得や学習の支援を丁寧に行っております。 

 ③男女平等教育の推進と性的マイノリティの子どもへの対応と致しまして、

オンラインを活用してのリモート開催にて当事者にご講演いただく拡大学習会

を実施することが出来、男女平等教育、性的マイノリティについて理解促進と実

践力向上に繋げることが出来ました。 

 次に、課題と今後の目標です。人権教育については、学校教育全ての活動の中

で計画的に実施される必要があります。そのためには教職員一人ひとりが日々

人権について学び人権感覚を高め、適切な指導を行っていくことが重要と考え

ております。そこで門真市人権教育研究協議会、門真市在日外国人教育推進協議

会等の関係諸団体と連携し、全ての教職員が学びを深めることが出来る機会を

確保していきたいと考えています。以上でございます。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございます。では、野田先生ご質問、ご意見お願い致します。 
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野田副委員長 

 成果指標についてはですね、人権教育のところにでもいじめがあったとき、ど

う行動すればよいか教えてくれているっていうあたりが、これはやっぱりいじ

めじゃない、いじめのほうがいいんじゃないかとか、ちょっとあのやり取りにつ

いて考えて頂いたほうがいいかなぁというふうに思います。 

 基本的な人権教育が大事だということを言うために、ここにいじめの指標が

入っているのかなぁというふうに思うんですけども、ちょっとそれだったら説

明がやっぱりいりますよね。人権教育の推進によってこういうことでいじめや

差別があるみたいな一言を、やはり入れて頂くかどちらか足して頂くといいと

思います。それで、あの今までずっといい成果が上がってきているんですけど、

③の性的マイノリティの子どもへの対応っていうところで、成果指標として、先

生たちには色々なことを相談しやすいと思う児童生徒の割合っていうので、割

と低いというか、他のと比べると、まぁ中学生ですから低いのかなぁと思います

が、今まで見てきた読んできたものを見ると信頼関係がないんじゃない？と言

うくらいの数字になってるんですね。これは、全体に漠然といろんなことを相談

しやすいと思いますか？っていうことで聞いた訳であって、相談する中身はで

すね、何も子どもには説明してないんじゃないかなぁというふうにおもったん

ですね。で、もう少し詳しくこういうことについては先生はどうか、こういうこ

とについてはどうかっていうふうに聞いてることについては、子どもはきちん

と答えてる訳ですね。なんか、この項目はちょっと色々なことを相談しやすいっ

て、色々なことってなっちゃったので、友だちや親にも相談しにくいことは先生

にも相談出来るかというともっと下がるかもしれないんですけど、指標がちょ

っと質問そのものがちょっと答えにくかったのかなぁっていう気もします。こ

れはどんなふうに受け止めておられるんですかね？他の数字と比べるとこれは、

まぁよいところがあると思うっていうところよりもまだ低い数字ですよね？そ

れどんなふうに受け止めておられますか？これ。先、私言っちゃったから、すい

ません。いらん事先に言っちゃって。 

 

髙山学校教育課長 

 今、ご指摘頂いたように、やっぱりこう質問自体が色々なことっていうことで、

まぁ子ども達が想像しながら書く中で、なかなかこう肯定的な部分にチェック

を入れにくかった質問もあるかなぁという気はします。 

 

野田副委員長 

 まぁ、相談相手として先生を捉えているかどうかっていうこともありますよ

ね。だから、性的マイノリティの子どもへの対応っていうのは、相談しやすいか

どうかっていうのよりは、色んな子どもへの対応をしてくれてると思うってい

うようなそんな項目があったら、そっちの方がいいだろうなぁと思うんですけ

どね、ちょっと違いますよね？性的マイノリティがある子は、先生に相談すると

いう前提のもとに、なんか指標を探したんじゃないかって思ってしまいました。 

それからもう一つは、活動・成果概要のところで、人権教育の推進でですね、

門真市の現状や課題を分析しましたって書いてあるんですね。だから、これはす
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ごくいいことで、きちんとされているんだなぁと思って読んでたんですが、その

下の課題と今後の目標のところではですね、多文化共生と男女平等教育につい

ては書いてあるんですけど、人権教育についてですね、まぁ多文化共生も男女平

等も人権教育の中に入るんですが、②・③ですね、それは。①について、その現

状と課題を分析した結果どうなのかっていうことはやっぱりちょっと知りたい

なぁというふうに思いました。だから来年はこうするっていうような内容がち

ょっとあればいいかなぁというふうに思います。 

それと、③の男女平等の推進と性的マイノリティの子どもへの対応というの

についてもですね、なんというか研修が少なかったから研修するとかこういう

ところと連携するという内容しかこの課題と今後の目標のところにはちょっと

書いてないような気がするので、もう少し②もそうかもしれないんですけど、も

うちょっと細かくですね、それぞれの項目についてやはり書いて頂いたほうが

いいかなぁというふうに思います。マイノリティの子どもへの課題は何なんだ

ろうかっていうのが、ちょっとこれ読んでたらちょっとわからないし、分析した

結果何が課題だったんだっていうのも伝わってこないので、そこらへんもうち

ょっとだけ具体的に書いてほしいと思います。はい。以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。そうですね、ここはこれも先ほどの障害のある子ども達への教育保障と

同じで、非常に保障的な教育というか、全体的にやらないといけないと、そうい

うもんだと思うんですね。ですので、めざす指標が非常に難しかっただろうと思

います。で、この指標、私はすごく正しいと思うんですけど、自分には良いとこ

ろがあると思う児童生徒の割合、それが増える一つの要素として、非常にマイノ

リティな子ども達の教育もきっちりと保障されていて、それに先生たちが全て

の子ども達の課題に真摯に向き合ってくれてるっていう安心感があるから、だ

から自分がちょっと自分としては嫌なとこがあったとしても、まぁもうちょっ

といいところを探そうっていうふうに思えるからこの数値が上がることが正解

なんだって、そのへんのこのめざす指標がなぜここであげられてるのかってい

うのは、最後の課題分析のところにちょっと書いといて頂いたほうがいいかも

しれないですね。ここは、もうそれぞれの授業についての活動成果だけになって

るんですね。私は、最後の成果指標がって思ってるのはその部分で、これらの取

組全部をまとめて、この施策をやるための施策分ですよね。そしたら、だからこ

の施策をやることによって、この人権教育、人権尊重の教育の推進がちゃんと推

進出来ています。で、この成果がちゃんと着実にめざす指標に繋がってきますっ

ていう分析がやっぱり最後にいると思います。それがちゃんと合えば、成果指標

はここで１つか２つあれば充分だという気もするんで、そこのところをここで

しっかり書いてほしいなって。 

だから、最後の男女平等教育の推進と性的マイノリティの子どもへの対応も、

単に関係団体との連携とか教職員の学びを深めるだけではなくて、そのことを

より進めることによって、限られた子ども達が保障されてるという実感を得る

ことによって、全ての子ども達が自らのいいところを気付くっていうそういう

心の持ちようになりますっていう、だからこそこれをさらに積極的に推進いた
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しますとかってあると、なるほど、それがめざす指標に繋がっているんだなって

いうふうになると思うんですね。そのあたりの分析が、ここが特にちょっとなぜ

これがめざす指標になっているかっていうことを、しっかりと書いておかない

といけないかなぁっていうのがあります。その上でなんですけど、このめざす指

標が、小学生がどんどん下がっていってますよね？中学生と逆転しているんで

すけど、これはなにか理由というか分析されてますか？ 

 

髙山学校教育課長 

 すみません。これについては、分析というかぱっと思い当たるところがないの

で、ちょっと色々とみんな議論しながらこのへんについては考えていきたいな

っていうふうに思います。 

 

萩原委員長 

 そうですね。そのへんの分析も含めて、やはり最後のところのここの活動・成

果概要と今後の課題っていうところに、やはりあるべきだと。今後そうしないと、

それぞれのこの推進している取組が、最終このめざす指標にどういうふうに繋

がるのかなっていうことから読み取りにくいかなぁと思うんで、そのあたりし

っかり弁析して頂けたらなと思います。はい、ちょっと今回のこれには間に合う

かわからない。ちょっと時間が掛かるかも、まぁはっきりと令和元年と令和３年

を比べると小・中の数値が逆転していて、特に小学校が下っていってる。中学校

はね、順調に上がっていってると思うんですけど、これはすごい特徴的なんで、

なんか理由があるんかなぁっていう気がするんですけど。はい。ありがとうござ

いました。 

 では、もう一つで最後ですかね。では、施策の方向３の（６）読書活動の推進、

こちらの説明をお願い致します。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。（６）読書活動の推進でございます。主な取組といたしましては、①学

校図書館の充実、②読書に親しむ機会の充実、③市立図書館との連携でございま

す。 

活動・成果概要と致しましては、授業時数の確保や感染症対策等により、例年

通りの実施が難しくて、図書室に行く機会の減少が見られました。しかしながら

感染症対策を講じながら、読書週間を設けて本を読むことを推進したり本を利

用して調べ学習が出来るような取組も見られました。新生たる動きと致しまし

ては、図書館司書だよりを活用しまして、おすすめの本を紹介したり、学校図書

館を紹介することで学校間の情報交流を行いました。 

市立図書館との連携につきましは、感染症対策により絵本の広場といった活

動はできなかったものの、図書館見学を行なったり、学級文庫配本によって図書

館の本を依頼のあった学校に配送してもらう取組等は継続し、学校と図書館が

連携した活動を行うことが出来ました。  

 課題と今後の目標についてですが、学校図書館司書同士の情報を共有し、子ど

も達が読書意欲を高め、読書に親しみを持つための学校図書館づくりを進めて
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いく必要があると考えております。 

また、目標部分ですが、子ども達が本に慣れ親しみ、利用しやすい学校図書館

づくりのための取組を推進していくため、ＩＣＴ機器の活用も含めて学校図書

館の機能の充実を目指してまいります。また、読み聞かせや一斉読書の実施、学

校図書館司書との連携による授業づくり等、子どもたちが短時間でも本に触れ

る機会を設け、読書を行う習慣形成に向けての取組を進めてまいりたいと考え

ております。以上でございます。 

 

萩原委員長 

 はい、ありがとうございました。では、野田先生、ご質問をお願い致します。 

 

野田副委員長 

 51 ページなんですけれども、学校図書館と市立図書館の連携ということで、

大事な取組に思うんですけれど、まぁあの成果指標ね、これもそれぞれにいらな

いかもしれない。１個でいいと思うんですけど、指標はこれはそれほど悪くはな

いんですが、１日当たり１時間以上というのが非常に低い値ですよね？これ。ど

れぐらいの時間読書をしますかってこれは習慣化を聞いてる訳ですね？１日当

たり１時間以上読書をしますかってことで。習慣化を目指してる訳ですね？だ

けど、習慣にはなってないけど、年間何冊位は読むとか、夏休みとか長期の休み

の期間にはみんな感想文を書いたりとかしてるんで、何冊かは読んでると思う

んですね。ただ単に習慣を付けることを目指すのか読書の楽しさを味わうこと

を知ってほしいのか、そのあたりをちょっと習慣化だけでいくとですね、成果も

見えにくいし目標も達成も方法が見つかりにくいと思うんですね。もう少しこ

の読書の楽しみ、そのためにビブリオバトルをやったりとか、いつでも身近に取

れる本を用意したりされてると思うので、そういう意味でもこの指標は、適切な

ように見えて実はあまり適切ではないんじゃないかっていう気がちょっとして

います。習慣化を図るっていうのには合ってるんですけど、習慣化だけ目指さず

にもう少し他の指標を、他の目指す目標があってもいいんじゃないかなぁとい

うふうに思います。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。ちょっとあの他に良い指標があるかどうか考えてみます。ありがとうご

ざいます。 

 

野田副委員長 

 以上です。 

 

萩原委員長 

 はい。ありがとうございます。 

 私も、まぁちょっと指標のほうなんですけど、51 ページの学校図書館の充実

で活動指標と成果指標、これはまぁ同じ数値ですよね？しかも①のほうの活動

指標の令和４年の目標が未設定なので、これはもう活動指標として学校図書館
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の蔵書の充足率を上げて頂いたほうがいいんじゃないかなと思います。逆に成

果指標は、先ほど野田先生の方からこれはちょっと相応しくないというご意見

があったんですけど、他の成果指標と一緒でいいんじゃないかなぁという気が

します。もしその１時間以上の回答っていうのが相応しくない、他に良い指標が

あるのであれば、それを全部３つ共通で入れて頂いてもいいと思うんですけど、

この学校図書館の蔵書数と蔵書の充足率というのは、まぁ基本同じ数値を、言い

方を変えているだけなのでどっちか１つにしたほうがいい。それで、クラス数の

標準によって蔵書冊数というのが設定をしないのであれば、蔵書の充足率のほ

うでいいんじゃないかなというふうに思いました。こちらもね、めざす指標のほ

うが小学校の数値が悪くなっているんですよね。他のところの、先ほどの成果指

標も小学校のほうが落ちているということですよね。ですので、ちょっとここの

数枚のシートを見る限り、小学校におけるこのあたりの数値は全て下がってる

ように見えるので、ちょっと総合的に何らかの要因があるのか分析が必要かな

っていう気がしますね。小学校のなにかここの数年間の教育環境の変化とか子

ども達の状況の変化とか、そういうものがひょっとしてあるのかなぁっていう

のが、ちょっと気掛かりですよね。特に、このめざす指標の令和元年と令和３年

てすごい数値がこう 10 ポイント以上変わっているので、ちょっとそのあたりが

非常に不安なもしなんかこうみなさんで話し合われた分析があればそれも書い

て頂きたい。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。やはりこれについても、我々内部で話したところ、コロナの影響が大き

かったのではないかなというふうに捉えています。やっぱりあの当初非常に子

ども達が共有で使うものについての対応をきちっとするようにっていう指示を

学校に出していたこともあって、やっぱりあのみんなで１つの本を一緒に読む

っていうことについては、司書の先生方も非常に気を遣われておりまして、ちょ

っとこう天日干しといいますか、そこでちょっとこう一定期間置いたりってい

うような制約があったのは事実です。最近やはり、そのあたり少しでも工夫をこ

らして図書室に行く機会をちょっと増やしていこうという動きが出てきている

ものの、まだコロナ前には戻ってきていないかなっていうふうな実績です。 

 

萩原委員長 

 今のお話だとやはり、学校図書館の役割が非常に大きいってことですね。この

数値を見るとね。そうするとやはり学校図書館の充実が直接的に繋がってると

思うんで、ここの成果指標はもう一度考え直して頂いた方がいいですね。 

 はい。私からは以上です。では、これで一応、施策の方向３まで終わりました。

ボリューム的には半分超えたかなと思うのでここで一旦10分休憩を取らして頂

きたいと思います。17 時 50 分まで。はい、ちょっとあの長丁場になりますけど、

じゃあ 10 分休憩でよろしいですか？ 

 

永田教育総務課長補佐 

 はい。 
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萩原委員長 

 では、17 時 50 分再開でお願いします。 

 

 

― 休憩 ― 

 

 

萩原委員長 

 では、再開して最後までやっていきたいと思います。 

では、先程の４の健やかな体を育てる教育の推進、（１）体力づくりと健やか

な生活習慣の確立に向けた取組、ではこちらの説明をお願い致します。 

 

髙山学校教育課長  

体力づくりと健やかな生活習慣の確立に向けた取組です。主な取組といたし

ましては、①学校における体力づくりの推進、②家庭と連携した健康づくりの推

進、③社会生活における正しい生活習慣の指導となっております。 

活動・成果概要につきましては、子どもの体力向上については、新型コロナウ

イルス感染症の影響により、各学校では制限がかかる中での体育の授業を行う

こととなりました。全国調査では、全国平均を上回る種目もある中で小中学校共

に持久力に課題がみられております。 

スマートフォンやタブレット端末などの情報機器との関わりについては、子

供に向けて実施したスマホ教室について、学校からのお便りで周知するなど可

能な範囲で家庭との連携も深める事が出来ております。 

課題と今後の目標につきましては、体力向上については、各学校において体力

向上アクションプランの作成を行っているところであります。課題となる領域

の改善に向けたアクションプランの見直しを毎年度行い、学校全体で体力向上

に取り組む体制作りが出来るよう研修等活用し学校を支援いたします。 

スマートフォンやタブレット端末につきましては、関係機関や専門家の助言

も得つつ、家庭との連携も深めながら子ども達が情報機器を適切に活用しつつ、

健康的な生活を送ることが出来るように取組を進めてまいりたいと考えており

ます。以上でございます。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。 

では、私のほうから、ここは体力づくりと健やかな生活習慣の確立に向けたと

いうことなんですが、めざす指標は全国体力・運動能力になっていまして、これ

は非常に端的でわかりやすいんですけど、ここは健やかな生活習慣の確立って

いうのも非常に重要な要素だと思うんですけど、そのあたりは何か図られる指

標というのは想定されているんでしょうか？ 

 

髙山学校教育課長 
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そうですね。ちょっと、こういった項目があるか一旦探してみます。 

 

萩原委員長 

ここも難しいですよね。だから結果、健やかな生活習慣の確立が無ければ体力

向上もあり得ない。学校だけの取組じゃなくてとかっていうことがどこかでし

っかりと把握されて書かれている必要があると思うんですけど。 

 

髙山学校教育課長 

そうですね。やっぱり健やかな生活という意味では、朝食の喫食率であったり

とか睡眠、何時に寝てますかという項目などは、確か全国学力学習調査の中にも

あったような気がしますので、ちょっとそのあたりも検討させてください。 

 

萩原委員長 

そうですね。次の項目が食育の推進になっていて、そこで朝食の喫食率がめざ

す指標にあがっているので、それとも深い関連があるので食育の推進とも一体

的に取り組むとかっていうことが、最後の進め方として出てくるとかって必要

があるかなという気がするんですけどね。 

数値が非常に端的でわかりやすいので、逆に運動能力と体力だけの向上を目

指しているように見えてしまうとマイナスだと思うので、そのあたりの事をし

っかりと書き込む必要があるかなというのが１つ、ですので、このそれぞれの取

組の成果指標が逆に 100、100、100 とか、これはまぁ、そうなんだろうと思うん

ですけど、非常に成果がどういうふうに上がっているのか下がっているのかと

いうのが、ちょっと見辛い感じがするんですよね。活動指標のほうも１、１。健

康三原則も１、１。これ非常に古典的な項目だと思うので、それだけ新しい数値

設定難しいっていうのはすごく理解出来ます。ですので、逆に言うと今の時代に

おける児童生徒の体力づくりと健やかな生活習慣、逆にそれを脅かすような色

んな要素があって、その中でどう確立するのかっていうことをもう少し今後検

討頂く必要があるかなという気がします。はい、以上です。では、野田先生。 

 

野田副委員長 

まず最初に、55 ページの、②家族と連携した健康づくりの推進の活動指標と

成果指標についてなんですが、活動指標は健康三原則についての広報による周

知回数は１回っていうことですね。１年間で１回しました。それからその次の成

果指標は、健康三原則の大切さを伝達している学校の割合が 100 なんですよ。

これ１回周知したから 100 って訳じゃないですよね。 

 

髙山学校教育課長 

学校パーセントなので、その広報による周知も含めた健康三原則を伝達しま

したということなので、上が１だったら下も 100 っていうふうに連動するのか

なというくらい。 

 

野田副委員長 
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そういうことですよね、多分ね。ちゃんと伝達してますよっていうことですね。

まぁさっきからこの指標はいらないんじゃないかという話になっているんです

が、それだけではなくて、この広報を 1 回するので伝達出来ていると考えてい

るところが多いんじゃないかというそちらのほうが、ちょっとどうなんだろう

っていう気がするんですけれど。他には何もしていないということですよね、こ

の家庭との連携した健康づくりの推進って、成果概要のところにもですね、触れ

られていないんですよね。広報を活用ししか入れてないんですよね。だから、も

うちょっとこの内容を、まだ無いんだったらこれから考えるでもいいですけど、

せっかく計画で内容をこういうことをして欲しいって言われているので、それ

に対してやっぱりちょっと答えるような書きぶりにして頂いたほうが良いんじ

ゃないかなと思います。 

今後の課題と今後の目標もですね、それは一言も触れてないんですよね。私の

読み落としかもしれないんですけど、家庭との連携も深めながらということも

ありますけれども、家族と連携した健康づくりの推進というこの内容そのもの

が学校のほうでやるだけのことではないとは思うんですけど、投げかけをする

というあたりを入れないと、書かれた内容そのものも学校でするの？これって

思われるかもしれないなぁという気はちょっとするんですけど、投げかけをや

っぱりせめてするくらい、広報だけで終わりですっていうのはちょっと、これか

らの５年間ありますのでね、少しずつまた中身ちょっと作って頂いた方がいい

のかなぁというふうに思います。無いなら無いで、無いと書いてもらってもいい

と思うんですけど。そのへんですね。以上です。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございます。では続いて食育の推進にいきましょう。では、

（２）食育の推進の説明をお願いいたします。 

 

東谷教育総務課長補佐 

（２）食育の推進の説明をさせて頂きます。主な取組は、①学校給食の充実、

②食育の推進でございます。 

令和３年度活動・成果概要でございますが、栄養教職員及び給食調理員に対す

る衛生管理の徹底や給食事故の事故等に関した全体研修は新型コロナウイルス

感染症の影響により実施することが出来ませんでしたが、適時情報共有を図り、

安全で安心な学校給食を提供をするための意識・知識の向上を図りました。 

また、食物アレルギーをもつ児童生徒の実態の把握に努め、エピペンの使い方

や緊急時の対応など実践的な内容について、全教職員で共通認識が出来るよう

各校において校内研修を実施し、食物アレルギーの知識を深め、緊急対応及び普

段の生活で留意する点を共有いたしました。 

課題と今後の目標でございますが、高い衛生レベルを維持していくために、栄

養教職員、給食調理員、学級及び関係課との連携が必要です。目標といたしまし

ては、給食調理員に対しての衛生マニュアルや調理マニュアル、全教職員へのア

レルギー対応マニュアルの周知徹底を進め、安全・安心な学校給食の提供に向け

た組織的な取組を進めます。以上でございます。 
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萩原委員長 

はい、ありがとうございました。 

 

髙山学校教育課長 

すみません。私の方からも食育部分について補足をさせてください。 

令和３年度の活動成果概要についてですが、学校給食選手権は新型コロナウ

イルス感染症の影響により実施出来ませんでしたが、朝ごはんレシピ集につい

ては、例年通り配付するなど、家庭と連携した食育を推進しております。 

今後の課題と今後の目標ですけれども、児童生徒の朝食喫食率は上昇してき

ておりますが、子どもたちが生涯にわたって健康な生活を送るための、食に関す

る正しい知識や望ましい食生活を身に付けることが出来るよう、家庭・保護者へ

の啓発や連携を引き続き進めてまいりたいと考えております。あとは記載の通

りでございます。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。 

まず、めざす指標は、まぁ朝食喫食率ということで、こちらのほうもほとんど

数値変わらないという感じなんですけれども、これはなかなか多分 100 パーセ

ントに伸びにくいだろうなという気がいたします。まぁ妥当な目標かなぁと思

うんですけれども。学校給食の充実の所の成果指標っていうのは、学校給食の残

渣率がありますが、この残渣率って我々子どもの時には多分なんか量っていた

んでしょうね、これあのずっと数値取られてるんですね。 

 

東谷教育総務課長補佐 

そうですね、学校のほうで。 

 

萩原委員長 

全部数えておられると。 

 

東谷教育総務課長補佐 

数を数えたりとか、量を量ったりしています。 

 

萩原委員長 

なるほど。で、あと食育の推進のほうには活動指標がないので、ここでは取組

についての成果指標がこの学校給食の残渣率だけなので、ですので先ほどから

言ってますように、これまぁもし今後検討されるのであれば、最後の活動成果概

要の下の所にあって、学校給食における残渣率が軽減すると共にしっかり食に

向かい合うっていう態度が出来て、給食喫食率が同時に上がるみたいな、そうい

う何らかの論理構成がいると思うんですけど、その結果全体としてこの朝食の

喫食率というのがめざす指標になっていると。というなことがどっかにもいる

かなという感じがします。で、学校給食選手権の参加者数は令和２年、令和３年、
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まぁちょっと今コロナで難しいのもわかるんですが、その上の食育の推進にあ

ります、食に関する指導全体計画っていうのは、これはどんなものなんでしょう

か？ 

 

髙山学校教育課長 

これは各学校において、食育を含めて学校全体でどのようなカリキュラムで

どのような手立てで進めていくかっていうのを表すような計画となっておりま

す。 

 

萩原委員長 

一枚ものみたいな形のもので、そこに例えば、朝食、朝ご飯レシピ集の取組と

かも紹介されていたり、そうゆう感じのもの？ 

 

髙山学校教育課長 

学校によっては、はい。位置づけてやっていると思います。 

 

萩原委員長 

それ、配っておられるという訳ではないですね、啓発的にやっておられるとい

うわけではない？ 

 

髙山学校教育課長 

これ各校で学校の教育計画みたいな冊子があるので、その中に。 

 

萩原委員長 

そこに入ってるんですね。 

 

髙山学校教育課長 

 はい。 

 

萩原委員長 

せっかく食に関する指導全体計画を作っておられて、そこでこのレシピ集の

取組とかも、もし入っているのであればこれを啓発的に配ってもいいかなって

思います。で、学校給食選手権はやっぱり限られた人しか参加しないと思うんで

すけど食育の推進となると、もっと全体的にこうどう啓発してどういうふうに

取り組んでいるのかっていうことが重要だと思うんで、まぁせっかく指導全体

計画、これ全校で作っておられるんですか？ 

 

髙山学校教育課長 

 はい。 

 

萩原委員長 

じゃあ、そこに今後の食育の推進に関する啓発をどのようにするのかってい
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う項目を是非入れて頂いて、それで全校にどういうふうに、全児童生徒にどうゆ

う啓発するのかっていうことを進めていってもらえれば、それがすごい活動指

標として適切かなぁという気がしたもので。今後、ご検討頂ければと思います。

はい、私からは以上です。 

 

野田副委員長 

私も同じようなことを感じていました。食に関する指導全体計画ですね。これ

全ての学校に足るということであればですね、授業や指導への充実っていうこ

とに今度はつながってくるんだと思いますね。作成しじゃなくて、それは毎年作

成するものなんですね。だから、毎年作成しという事になると思うんですが、指

標としては、そういう授業をしたのかどうかという事ですね。食育の授業を栄養

教諭による授業を実施した学校が何校ぐらいあるのかとかですね。栄養教諭っ

ていうのは各学校にいてはるんですか？ 

 

髙山学校教育課長 

 これは必置の職ではありませんので、揃っていない学校もございます。 

 

野田副委員長 

あるんですね。いない学校っていうのは、この食に関する指導全体計画ってい

うのは誰が責任をもって計画を立案して推進されるんですか？ 

 

髙山学校教育課長 

最終的な責任については校長にある訳ですけれども、基本的には、こういう食

育担当の教諭がおりますので、属する部会等で意見交換したりしながら計画に

ついては作成しています。 

 

野田副委員長 

じゃあ、この計画について推進する人はいるということですね。栄養教諭に限

らず。そういうところで、食育の授業をしたかどうかっていうことも、どれだけ

の学校がしたかとかいうようなのは、含む資料としていいんじゃないかなとい

うふうに思います。 

それからもう１つは、やっぱり学校給食の充実の残渣率というのもなんかち

ょっと他にないのかなっていう気がちょっと、なければもういいですけど、とに

かく残さず食べるぐらい美味しい給食なんだっていうことをアピールするため

に、まぁ残渣率、これ低い方やと思うんです。書いてあるのかなというふうに思

います。それだったらもう結構でございます。以上です。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。 

では、施策の方向の５、教職員の子どもとの関わりの充実、（１）教職員の人

材育成支援ですかね。 
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髙山学校教育課長 

（１）教職員の人材育成についてです。主な取組といたしましては、①社会の

変化に対応した教職員の資質向上、②組織的・継続的な人材育成、③教職員の網

紀保持の徹底でございます。 

活動成果概要につきましては、①社会の変化に対応した教職員の資質向上と

しまして大きく変わろうとしている学校教育の在り方や、市独自の課題につい

ても正対した教育活動を行うことが求められております。このことを、教職員が

十分理解して教育活動を行う事が出来るよう、市主催の各種研修を実施いたし

ました。 

続いて、教職員の網紀保持の徹底ですが、教職員の服務規律への自覚を高める

ため、市教委主催の研修会を新規採用者及び本市で初めて勤める講師を対象に

研修会を実施しております。各校における研修等を定期的に実施するよう管理

職に指導も併せて行っております。 

次に課題と今後の目標ですが、社会の変化に対応した教職員の資質向上とし

まして、これからの学校教育や門真市における教育課題に正対した教育活動を

実施するための研修が実施できた一方で、総研修数は増加傾向にあります。教育

委員会としまして、各種研修の数の精選や実施の在り方、これ最近ＷＥＢ研修や

オンデマンドで実施できますので、そういった事も検討に加えながら各学校で

伝達研修についても充実したものを実施できるように、体制づくりをするよう

学校長への指導助言してまいりたいと考えております。 

最後に、教職員の網紀保持の徹底についてですが、教職員における不祥事が正

起しないよう、引き続き市としての研修を実施するとともに、各校における服務

規律の研修も各学校長等を中心に実施して頂くよう、充実に努めてまいりたい

と考えております。以上でございます。 

 

萩原委員長 

はい。では、野田先生ご意見・質問お願いします。 

 

野田副委員長 

ちょっと質問させて頂きたいんですが、この伝達研修というのはどんなふう

にされているんですか？どんなものなんですか？ 

 

植原学校教育課参事 

各担当を、集めた会議や研修を行いますので、その担当者が市で集まって学ん

だことを学校に戻って伝達するという研修になります。 

 

野田副委員長 

なるほど、わかりました。全国の指導主事を文科省集めて各県に持って帰って

という、それの市版なんですね。もう一つは、その伝達研修っていうのは、どう

いうような内容のものが多いんですか？ 

 

植原学校教育課参事 
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基本的には、新しく学習指導要領が変わって、こういうふうなことをやるって

いうこと、新しくなったものや毎年同じようなものであっても各学校で、きっち

りと取組を進めて頂きたいものを伝達研修しております。 

 

野田副委員長 

それは主に教育委員会の方から先生に指示したい、知ってほしい、学んでほし

い、そういう内容を伝達研修というかたちで進めるという事ですね。 

    

植原学校教育課参事 

そうですね。はい。 

 

野田副委員長 

それは全体を集めてしないのは、どうしてなんですか？ 

 

植原学校教育課参事 

全体的に、例えばＧＩＧＡスクール構想で、全ての先生がすぐに各学校で動い

て頂くようなものは、多くの先生方を対象におこないますけども、一つの先生か

ら発信して頂く事で効率化を図ったりとか、まぁそうですね、効率化っていうと

ころが大きいかもしれません。 

 

野田副委員長 

なるほど、わかりました。 

 

髙山学校教育課長 

ちょっと補足しまして、２つ大きく狙いがあると思ってまして、１つはやっぱ

り、我々が主催する研修に多くの先生の時間を取ってしまうって、今、センター

長が申し上げたような、ちょっとそこは効率化っていう意味で人数をしぼるっ

ていう、効率的な研修をするっていうのが１つです。もう一点は毎年毎年同じこ

とを市教委が全員集めて、その都度提出するのではなくて、各学校にやっぱり中

心となって進める教員がいるっていう、そういう組織体制の強化についても繋

げていきたいという狙いもあると捉えています。 

 

野田副委員長 

わかりました。あの、理由と目的がだいぶんはっきりわかりました。ここ突然

ですね、伝達研修が実施できるよう体制をつくりたいと書いてありますので、今

まで伝達研修されてると思うんですね。だから今度はそういう、例えば効率化を

図るとか、あるいは研修してもらいたい内容に応じて変えるとか、効果的な使い

方を図るとか、そういう、もう少し目的をですね、書いて頂いたら伝達研修も、

うまく使うといいなぁということがわかると思いますので、そのあたりを各種

研修の精選や実施の在り方検討に加え、各学校で伝達研修が実施できるようっ

ていったら伝達研修を増やしていきますというふうにしか読めないんですよね。

だから、伝達研修で教育委員会がこれとこれって言っといて、あとは自分達で伝
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えて下さいと、そういうことなのかなぁとこう伝える役割の先生には、今度は逆

に負担が増えるんじゃないかとかね、なんかそんなふうに思ってしまいました

ので、そのへんちょっと、もうちょっと書き加えて頂いて、その内容によってや

っぱり扱いがかわるって、そのことがこの実施の在り方とか精選になるんだろ

うと思うんですけど、伝え方の在り方もですね、変えるという意味でこの伝達研

修っていうのが入ってきてると思うので、伝達研修というよりは実施の在り方、

伝え方の在り方っていうようなふうな方が、分かりやすいんじゃないかなぁと

いうふうに思います。で、これ今後の課題と目標に入ってますから、伝達研修を

どう位置づけるかっていうのを、ちょっとやっぱり書いて頂いた方がいいだろ

うなぁというふうに思います。成果と概要のところには入ってなくて、いきなり

出てきてますから、なんかやっててこれが大事やと思われたと思うんで、そこを

ちょっと書いてもらった方がいいと思います。それだけです。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございます。 

私の方は、最後の 64 ページのところに②がやっぱりないのは、ちょっと気が

かりですけど、これなんか書いとかないといけないんじゃないかなぁという気

がします。その点でですね、63 ページの②の説明文の３行目のところに、門真

市教職員のキャリアステージにおける人材育成指標というのがあるんですけど、

これは具体的にどんなもんなんでしょうかね？ 

 

植原学校教育課参事 

はい、これは門真市教職員キャリアステージにおける人材育成指標っていう

のは、府もこれを設けておりまして、それに準じたものになります。 

 

萩原委員長 

指標って書いてるんで、これが指標になるのかなって単純に思ったので、そう

なるようなものではない？ 

 

植原学校教育課参事 

そうですね。この年代までにはこういうふうな。 

 

萩原委員長 

研修しましょうとか。 

 

植原学校教育課参事 

 素養を欲しいっていうのが、示されたものです。 

 

萩原委員長 

身につけましょうと。それをどっかで検索するとかっていうことは難しいで

すね？だから何年目研修の時の、感想の中からそれが数値化できるとかそうい

うのは別にないんですね？というのはこの評価育成システムに係る自己申告表
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の提出率は、まぁ 100、100、100 なんですけど、これもやっぱりちょっと、これ

だけではなんか活動指標として見辛いので、なんかその指標があって、そういう

ものが取れてるのであれば、それが書ければ最後のこの成果概要と今後の目標

みたいなんが書きやすいのかなぁと、いや書かれてないのはなんかね理由があ

るのかなぁと思ってそういうふうに深読みしたんですけど、そうではない？ 

 

植原学校教育課参事 

いえ、そういうことではないと考えています。その成果指標、今、ご助言頂き

まして、法定研修、市でやってる研修がございますので、そこでの感想等が成果

指標として使えないか。また内部で検討させて頂きたいと思います。 

 

萩原委員長 

それがあった方が、あの、逆に③なんかが、すごく書きにくいんですけど、丁

寧に書いて頂いてるんで、②がないのがすごく目立つんで、それはやっぱり、ち

ょっとあった方がいいかなという気がします。 

では、（２）の職場におけるハラスメントの防止、では、こちら説明お願いい

たします。 

 

髙山学校教育課長 

はい。（２）職場におけるハラスメントの防止です。主な取組といたしまして

は、①ハラスメントの未然防止と②ハラスメントを相談しやすい環境づくりと

なっております。 

令和３年度活動・成果概要につきましては、各ハラスメント防止指針を４月当

初に各校へ配布し、教職員への周知を行いました。また、新規採用者につきまし

ては、教育委員会担当者によるハラスメント防止を含む服務研修を実施してお

ります。 

次に、②としまして各校において複数名体制での相談窓口を設置し、教育委員

会におきましても学校教育課に相談窓口を設置し、指導主事が担当しているこ

とを周知する事で、相談しやすい環境づくりに努めております。 

課題と今後の目標についてでありますが、ハラスメントに関する教職員への

啓発、研修及び相談体制の整備等、統合的・組織的な対策を講じるとともに、校

長等管理監督者はもとより、教職員一人ひとりが、ハラスメントについて基本的

な認識を持って、すべての職場でハラスメントのない快適な働きやすい環境づ

くりを進めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。では、野田先生、ご質問ご意見をお願いしま

す。 

 

野田副委員長 

この、なかなかしっかりと書いて頂いて、特にはないんですけど、この成果指

標ですよね、許さない雰囲気が醸成されていると思う職員の割合って、これ成果
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指標は適切とか不適切とかいうのではなくて、86 パーセントっていうのは、高

い？低いような気がしますけど。 

 

髙山学校教育課長 

ここについては、やっぱり、あの 100 に近づけていくっていう事が目標にな

っていると思いますので、引き続きしっかりと取り組んでいきたいと思ってお

ります。令和７年度の目標は、100 になっておりますので、令和４年度目標とし

て 90 を目指しながら長期的には、やはり全員が働きやすい環境であると、パワ

ハラ・ハラスメントは、もう許されないという雰囲気が醸成されているという所

に辿り着きたいと考えています。 

 

野田副委員長 

はい、わかりました。ちょっと、反省しました。はい、それだけです。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。ここは、非常に明確というのか、ハラスメン

トの防止で未然防止と、もし起こった場合の相談しやすい環境づくりというこ

とで、非常にシンプルでわかりやすく出来ているんですね。で、あの、めざす指

標とすべての成果指標が一つなので、非常にシンプルでわかりやすいと思うん

ですけど、まぁこうであれば、やはりこのめざす指標がすべての取組の相対とし

て    実現されるということなので適切かというふうに、ただ、すべての取

組が整合しないと思うんですけど、出来るだけそれに近づけるような形でやっ

て頂けると、外部からの評価が非常にしやすくなってくると思います。教育現場

はなかなかそういう風に成果は、簡単に出て来ないと私も思いますし、ただディ

フェンスとして、どっかから突っ込まれたときに、いや、ちゃんとこういう形で

評価して、成果をあげてますよっていうことが言えるっていうことは今の時代

必要だと思います。そうじゃないと、いろんなところから、まぁいろんな球飛ん

でくるんちゃうかなって思うので、だからちょっとそのへんは整合してきちっ

とやってもらいたいと思います。 

一つ質問なんですけど、ハラスメントの防止とか対応とかっていうことはわ

かるんですけど、今、ハラスメントについては、いろんなハラスメントが、こう

増えてきているというのか、いろんなこと言われるようになってきて、ハラスメ

ント全体に対する啓発資料いうのは、やっぱり毎年作っておられるんですか？

こういうハラスメントが実際に現場であってとか、そういうものは特に教職員

向けに作っておられない？ 

 

髙山学校教育課長 

そうですね。そこを、網羅的にこのようなハラスメントがありますよっていう

のを伝えるようなものはないですね。今あるのは、ハラスメントの防止指針とし

まして、セクハラの指針とパワハラの指針とマタニティハラスメントの指針、そ

の３つがありますので、それについては各教職員に一度周知はしております。 
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萩原委員長 

まぁ研修とかも、恐らくされると思うので、今ハラスメントって、ほんとにい

ろんなもんというんですかね、動いてて、で、まぁ性的マイノリティについても

いろんなことが出て、まぁ例えばビーガンの子どもが来たら、どう対応するのか

とかっていうようなことも含めて、こう、すごく拡大していっているとこだと思

うんで、そういうことに対するしっかりした啓発も、やっぱり今後必要になって

くるかなと、まぁみんなが思ってるハラスメントがやはり一致している必要が

あると思うんで。校長が意識しているハラスメントと、教職員が思っているハラ

スメントが違うってことは、ハラスメントが起こる第一の条件かなと。みんなが

ハラスメントに対する共通の意識を醸成するような取り組みっていうのを、ま

た今後研修かなにかの中で検討頂ければ、よりいいかなぁというふうに思いま

す。 

はい、では施策の方向５は以上と致しまして、では施策の方向６ですね。 

学校の組織力向上と開かれた学校づくり、（１）の学校組織の改善とチーム学校

としての組織力の強化、こちらの説明お願いいたします。 

 

髙山学校教育課長 

（１）学校組織の改善と「チーム学校」としての組織力の強化です。主な取組

と致しましては、①ＰＤＣＡサイクルに基づく学校経営、②学校の自立性の確保、

③コミュニティ・スクールの推進となっております。 

活動・成果概要と致しましては、①市内全校でアンケート項目を統一した学校

教育診断を、毎年、児童・生徒、保護者及び教職員に対して実施し、各校及び全

市の結果変容について各小・中学校長へフィードバックすることで、校長が教職

員や保護者に対して結果と教育活動の改善に向けたビジョンを説明することを

支援致しました。 

②と致しまして、中学校区ごとに各小中学校が連携して事務の共同実施を行

い、業務の平準化および事務室からの教職員の事務負担軽減を図るなど、学校組

織体制の充実に努めております。 

③につきましてはコミュニティ・スクールの推進としまして、令和４年度の小

中１校ずつの立ち上げに向けて、先進事例の収集や予算確保、関係各課や学校と

の調整を行うことができました。 

次に、課題と今後の目標についてであります。①につきましては、児童・生徒

用や教職員向けのアンケートについて、１人１台端末とアンケートアプリを活

用した電子集計に移行しましたが、保護者向けについてはアンケートの全面電

子化については課題が残っております。 

②につきましては、これまでの各中学校区で、共同実施を行ってきましたが、

令和４年度からは共同学校事務室として、事務室長を中心に市内各校の事務職

員を課員として、市全体が一つの事務室として機能できるよう、新たな取組を行

ってまいりたいと考えております。 

③につきましては、令和７年度以降に市内全校設置をめざしているため、まず

は試行実施となる設置校において地域と学校が協働しながら、円滑な運営と、効

果的な活用について検証していきたいというふうに考えております。以上です。 
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萩原委員長 

はい、ありがとうございました。ではこちらのほう、私のほうからなんですが、 

めざす指標はですね、学校教育診断における方針等が学校全体で共有され目標

達成に向かって、教職員一丸となってチームとしての学校それが、まぁ取り込ま

れてると、そういうふうになってると思う教職員の割合なんですけど、これは、

あの、あまり３年間の間で増えてはいないんですけど、その辺りの要因というの

か、まぁこれ 100 に近づけていくとすると、結構努力がいると思うんですけど、

そのあたりなにか、今後の手立てとかで考えておられていることとかあります

でしょうか？ 

 

髙山学校教育課長 

はい。このあたりは、①のＰＤＣＡサイクルに基づく学校経営とも結びつく部

分だと考えているんですけれども、やっぱりまずは各学校の校長先生を中心と

する管理職等が、しっかりと今の学校の課題を見据えて、教職員と共にこんな学

校を作っていきたいんだということを明確に示すっていうことが必要だと考え

ております。従いまして、この結果をフィードバックするなかで、各管理職が学

校ビジョンをしっかりと描けるように学校支援を行っていきたいと思っていま

す。 

 

萩原委員長 

はい。そこで、このＰＤＣＡサイクルということなんですけど、ここは学校長

の組織マネジメント力の向上を目指して管理職研修の充実ってことが謳われて

いるんですけど、具体的に管理職研修の中で、このＰＤＣＡサイクルとかってい

うようなことの研修をされてるということでよろしいでしょうか。 

 

植原学校教育課参事 

研修で、ＰＤＣＡサイクルではないんですけれども、学力向上に伴いまして、

前に出てきました学力向上アクションプラン進捗確認表ということで、学力な

んですけど、やはり全ての学校の教育活動、入った計画表になっておりまして、

学期ごとに見直すというところ、やっておりますので、そのあたり学校長とは、

その折その折に、学期１以上の回数で各校、指導助言しておりますのでそこでＰ

ＤＣＡサイクルを各学校に解説するよう支援していると思います。 

 

萩原委員長 

研修だけじゃなくて、総合的に支援されてると、それによって学校長のマネジ

メント力が向上して全体的な運営が円滑にいくと、こういうことですかね？こ

れは、別個にしてほしいんですけど、私はＰＤＣＡサイクルあまり信用していな

いんです。最近、ＰＤＣＡってそこら中で聞くので、もういい加減、嫌になって

いるんですけど、あの、ＰＤＣＡサイクルをしっかりとまわすということの、理

解と共に今おっしゃたように、ここで一番重要なのは、多分ミッションの共有と

いわれる部分だと思うんですよね。で、全員がちゃんと納得して学校運営の目標
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というものを、しっかりと設定できれば、そこからしっかり回っていくと思うん

ですけど、どうもそのあたりのことが疎かになってるっていうのが、今日ちょっ

と午前中、別の市で会議、全然違う会議やったんですけど、そこでもそんな話に

なって、とくに現場サイドにいくと、なんか上のほうで計画作ってるけど、私ら

がやってることと、あまり直接的に結びついてなくて、日々の業務に追われてる

と。なんかの時に、ＰＤＣＡサイクルと言われて、プランこれやって言われて、

それの評価せえって言われて、なんでこんな評価なんかしてるん。今日、ちょっ

とそういうダイレクトな話だったんですけど、そうなるとやっぱりマズイなと

いう気がするんですよね。ですので、形式的にＰＤＣＡサイクルというだけでは

なくて、学校運営の目標づくりを教職員と一緒にやって、その結果全員が納得で

きるような目標を作り上げると、そこから動いていくっていう、そのあたりの事

もしっかりと管理職の先生方と話して頂ければ、うまく動いていくというふう

に思います。 

ちょっと、このめざす指標の数値が、それほど３年間変わってないという所が非

常に気になって、そのあたりまた今後、しっかりとまた見て頂ければというふう

思います。 

それからコミュニティ・スクールについては今後、取組進めていって令和７年

には全てということなので、令和４年に２にして、あと段階的にこう年度ごとに

増えていくっていうイメージですか。 

 

峯松総括参事 

その通りです。令和７年度に全校設置を目指してまして段階的に設置してい

こうと考えています。 

 

萩原委員長 

はい、わかりました。では私からは、以上です。 

 

野田副委員長 

それでは、ここも割とわかりやすく書いて頂いてて、もうあまりないんですが、

内容の質問なんですが、71 ページの②の、学校の自立性の確保というところで、

学校予算を弾力的に運用して、各学校の創意工夫による教育活動を行うという

内容が書いてあるんですけれども、これについてですね、今年の活動成果概要と

しては、全国で市内の全校でアンケートをしたので、それを校長が教職員や保護

者にビジョンの説明したりするときに役立てれるように提供したということで、

これはなかなかビジョンたてやすい一つの資料になっただろうなぁというふう

に思うんですが、ここの創意工夫による教育活動を行うという予算の弾力性と

かそれはどこへ行ってしまったんだろうかと思うんですが。 

 

永田教育総務課長補佐 

予算の弾力化については、令和２年度に教材備品から教材消耗品に流用する

っていうのを試行的に実施したんです。残念ながら、制度的に実施することは難

しいということで、令和３年度は実施しないというふうになりまして、令和３年
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度については実施しておりません。ただ、令和４年度には、今年度ですけれども、

丁度、教材消耗品と通常の消耗品の垣根をなくすというふうな取組はやってお

ります。令和３年度というのは、具体的に実施した内容はありませんですとこち

らからはお伝えしております。 

 

野田副委員長 

なかったということですね？わかりました。ここは、創意工夫による教育活動

を行うために予算の弾力化っていうのを進めるって書いてありますので、じゃ

あ令和３年は、そういう創意工夫による特別な教育活動もなかったと、そういう

ことなんですかね？    

 

永田教育総務課長補佐 

創意工夫による教育活動っていうのは、各学校でされてるとは思うんですけ

れども、予算の弾力化を図ることで生まれる創意工夫による活動はなかったで

すということです。 

 

野田副委員長 

そういうことですね。ここで大事なのは、予算があったかどうかということよ

りも、学校の校長のリーダーシップによって各校の教育活動があったのかどう

かということですね。独立性のある。それがあったんだったらやっぱり、ビジョ

ン作っただけじゃなくって、活動はあったっていうのもちょっと入れて頂いた

ほうがいいんじゃないかなと、たまたま予算は要らなかったのかもしれない。予

算はまぁ触れなくてもいいですけど、私が知りたかったのはやっぱり校長のリ

ーダーシップによる独自な活動、教育活動があったのかなというのがすごく気

になりましので、たまたま予算は要らなかったということですよね。わかりまし

た。遠まわしに聞いてしまって申し訳なかった。以上です。 

 

萩原委員長 

はい。ありがとうございます。では、（２）教職員の働き方改革の推進、こち

らお願いします。 

 

髙山学校教育課長 

はい。続きまして、（２）教職員の働き方改革の推進についてです。主な取組

といたしましては、①多忙化解消に向けた取組、②事務の効率化の推進です。 

令和３年度活動・成果概要といたしましては、①に関しまして、学校サポート

スタッフの配置により、教職員の事務作業及び新型コロナウィルス感染症対策

のための消毒等の作業を軽減することが出来ました。令和２年度と３年度にお

きましては長期にわたる臨時休業や部活動の休止等、通常と異なる状況にあり、

単純な比較は困難ではありますが、小学校では月平均で 1.75 時間の削減、中学

校では反対に２時間の増加という結果になっております。②につきましては、事

務職員による事務の共同実施ということで、事務部門の強化加配が配置されて

いた四宮小学校を中心に、特に第五中学校区において事務の共同実施を推進い
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たしております。 

続きまして、課題と今後の目標についてです。時間外在校等時間の縮減につき

ましては、教育活動全体の中での業務の効率化やＩＣＴの活用、教職員の意識改

革等、様々な方策を総合的に行う必要があると考えております。今後は校務支援

システムや部活動指導員の導入等を進め、引き続き教職員の働き方改革の取組

を推進してまいりたいと考えております。事務職員について共同実施につきま

しては、令和４年度より共同学校事務室を設置することで市全体の事務に係る

業務の効率化・平準化を行い、教職員の事務室からの支援体制の充実も引き続き

図ってまいりたいと考えております。以上でございます。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。これも本当にシンプルでわかりやすくて、成

果指標は主な取組の１つで、教職員の時間外在校等時間の月平均時間数が減れ

ばめざす指標の働き方改革が推進されて、どんどん教員が増えると。まぁこれは

すごく明確にこう繋がっている気がします。ただ、働き方改革が推進されている

と思う教員の数は、令和２年から令和３年ちょっと減ってるように、これはなか

なか教職員の意識としては厳しい部分があるかと思うんですけど、そのへん例

えば教職員の方から、こういうことをもっとしてほしいとか、あるいは校長から

でもいいんですけど、そういう吸い上げみたいなことはされているんでしょう

か？ 

 

髙山学校教育課長 

校長に対しては、人事ヒアリング等を毎年行っておりますので、まぁ各学校で

何についてちょっと困っているかみたいなことについては聞くことがあります。

やはり、どうしても挙がってくるのは、もう少し学校現場に人が必要であるって

いうような声はあがっています。特に近年、やはり年度途中に病休とか産育休等

で、欠員が生じるケースもございまして、なかなか報道等にもあるように、すぐ

に講師配置が出来ないという実態もございますので、そのあたりの課題感が強

く挙がっています。 

 

萩原委員長 

だから現場からのそういう意見の吸い上げも一定されて、それについての取

組も進めようというかたちでされているということでよろしいですかね。 

令和２年コロナのお陰で、長期休暇とか最初ロックアウトがあったりとかっ

ていうことで業務量が減った部分もあると思うんですよ。逆に、オンラインの授

業をしないといけないとなって業務が増えたとか、そういう実態はあるんでし

ょうか。 

 

植原学校教育課参事 

ございます。ただ本市におきましては、教育企画課中心にＩＣＴの整備面につ

きましても学校に入り込んで、直接市が対応した部分も多くありましたので、そ

こまで全国的な所に比べますと比較的低かったかなぁと思います。 
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萩原委員長 

ここではウイルス感染症対策のために、学校サポートスタッフが消毒等の作

業したというふうに書かれているんですけど、そのあたりオンライン学習の支

援みたいなことについても積極的に取り組んだっていうことを書いといて頂い

た方がいいんじゃないかなと思います。非常にコロナのときって、なんとなく業

務量増えているような印象があるけど、それは市の適切なサポートによって、そ

こまで増えなかったということがわかると思うんで書いておいて頂いたほうが

いいんじゃないかなぁと、今、お話聞いてて思いました。それと、これはもう全

然今年関係がないんですけど、今後部活の外部化が運動部においても、文化部も

そうなるというふうに聞いてますし、そうなるとまたここのとこで大きな環境

の変化があると思うんで、今後のそれの対応もちょっと見据えておく必要があ

るかなぁというふうに思います。私からは以上です。 

 

野田副委員長 

それでは私から、かなりですね教職員の負担を軽減するということで、具体的

に学校サポートスタッフを配置したりとか、それからクラウド型のサービスを

導入したりということで進めてきておられるということはよくわかりました。

それに伴ってですね、少しずつ働き方改革が推進されていると思う教員の割合

が、急いて来てくれるといいと思うんですけれども、時間外在校等時間の月平均、

これは実際にいる時間ですね。そこは、まぁ何してるかわからないですけど、仕

事されてるっていう時間ですよね、いろんな仕事を。それと、短くなってきたか

ら推進されてるって思うばっかりではなくて、いろいろニーズを聞いてくれた

りとか、いろいろ考えて個々に手を差し伸べてくれたとか、そういう満足感とい

うのもここの所には反映されてくると思うんですよね。少しずつ推進してもら

ってるなぁという気分にたぶんなって、上がってくるところだと思うんです。だ

からやはり、ニーズに応じたサポートをするっていうことが一番大事になって

くると思いますので、細かくニーズをですね、ニーズを把握するのも大変ですけ

ど、把握してそしてサポートしていって頂きたいというふうに思います。以上で

す。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございます。では、この施策の方向６は以上としたいと思い

ます。では、最後になりますけれど、施策の方向７、安全・安心・快適な学びの

場づくり。では、（１）学校施設の改善、こちらの説明お願いいたします。 

 

永田教育総務課長補佐（0：52：05～） 

（１）学校施設の改善についてです。主な取組としては、①長寿化計画の推進、

②施設の修繕等の実施がございます。 

令和３年度活動・成果概要についてですが、トイレ改修につきましては、実施

設計を２校、改修工事を１校実施しました。屋上防水改修工事につきましては、

前年度から重点的に進めておりますが、実施設計を小学校 10 校分、中学校３校
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分行いまして、改修工事を５校実施しました。空調更新につきましても、大規模

改造等でエアコンを新たに設置した学校以外の全校の学校につきまして更新し

ております。体育館空調設置ですが、はすはな中学校につきまして体育館に、災

害時用にプロパンガスを利用した空調を提示して設置しております。 

課題と今後の目標についてでございますが、令和４年度中に、残り１校になっ

たトイレ改修工事を実施しまして、また、屋上防水工事につきましても、残り８

校を実施いたします。その場は、まぁ必要な改修工事を実施していきたいと思っ

ております。また日々の修繕についても迅速に対応してまいります。以上です。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。では、野田先生お願いします。 

 

野田副委員長 

ここも非常にシンプルでわかりやすいところだったんですが、施設の修繕の

実施をするためには、故障しているところっていうのを、早く知るということが

大事ですよね。そのために、多分、点検とか確認とか各学校でされていると思う

んです。そういうことのマニュアルも市の方で作ったりしておられると思いま

す。各学校で。そういう箇所があれば、速やかに連絡するとかいう、そういう安

全のための点検確認っていうような、その単に悪いところを直すじゃなくて、常

に悪いところを把握するための活動もされてると思うんです。だから、そういう

のも指標とか、そういう成果の中に入れられたらどうかなぁというふうに思い

ました。 

 

永田教育総務課長補佐 

点検確認をするための指標になるようなものですね。 

 

野田副委員長 

指標、そうですね。点検確認を、多分定期的にされてると思うんですよ。だか

らそういうのも実施してるかどうかっていうのも指標に使われてもいいんじゃ

ないかなと思います。やってて当然なんですけど、維持指標になるかなと思いま

すけど。 

 

永田教育総務課長補佐 

わかりました。検討いたします。 

 

野田副委員長 

 以上です。 

 

萩原委員長 

では、私のほうから。めざす指標が、長寿命化改修計画進捗率となってて、令

和３年まで０なんですけど、今年 25 パーセントになってるんで、これから 25 パ

ーセントずつ４年でやって、最後令和７年は 100、こういう計画ですか？ 
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永田教育総務課長補佐 

この内訳としましては調査がありまして。 

 

萩原委員長 

 調査ですか、なるほど。 

 

永田教育総務課長補佐 

設計と工事の実施っていうのが、設計が２校、改修が１校ということで、全体

で４コマに分かれていますので、そのうちの今年度は既存の資料を使いまして、

調査をするっていうところで 25 パーセントとしております。 

 

萩原委員長 

これは計画と書いてるけど、全部実際に改修までやるということも含まれて

いるんですか？ 

 

永田教育総務課長補佐 

そうですね。計画の推進というところですので、改修計画を推進ということで

す。 

 

萩原委員長 

じゃあ、そのへんを最後の令和３年度実施を踏まえた課題と今後の目標に入

れといたほうがいいんじゃないですかね。今年 25 パーセント調査をされるとい

うことなんで、書いとくほうが進んでるなという感じがするかと思うんで。私か

らは、以上です。 

では、（２）新たなつながりを創る学校づくり、こちらの説明をお願いいたし

ます。 

 

渡辺教育企画課長 

（２）新たなつながりを創る学校づくりについてでございます。主な取組とし

ては、①地域の核となる学校づくりの推進、②小中一貫校（義務教育学校）の整

備となっております。 

令和３年度の活動・成果概要といたしましては、本実施施策につきましては、

非常にスパンを長く考えておりまして、これから新しい学校が順次ハード面も

含めて作っていくというところでございますが、まずは令和３年３月に門真の

めざす教育とこれからの学校づくり実施方針ということで、全校を対象として、

これからどういうふうに順番に新しい学校を作っていくかという方針を出して

おります。これを令和３年度、まず第四中学校区の小中一貫校を創るんだという

ことで取組を進めてまいりました。令和３年度につきましては、第四中学校区に

つきまして、保護者、地域関係者、学校長等と第四中学校区設立準備会というも

のを立ち上げまして、これからの新しい学校づくりについて検討をしておりま

す。また３小中学校の、第四中学校区の３つの小中学校の校長先生と教育委員会
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とで定期的に連絡会を開催いたしました。 

新しい学校づくりに向けましては、ワークショップをいたしまして、保護者・

地域関係者・学校長によるワークショップを４回、また、みんなで行った先進校

視察が１回、学校教職員だけで新しい学校について検討したワークショップを

３回、子ども達とのワークショップを２回開催しています。最終的には、新しい

学校に向けて、学校整備基本計画という形でとりまとめを行いました。 

並行して新しい学校をつくるにあたっての事前調査をして、現地測量、地歴調

査、土壌汚染調査、アスベスト含有調査など、事前の調査を完了しております。 

令和３年度実施を踏まえた課題と今後の目標ですけれども、令和８年４月に

この四中校区では小中一貫校義務教育学校として開校することを決めましたの

で、今回校舎の建設、それから建設期間中の学習活動、そういったことについて

具体的な検討を進めています。同時に、基本設計に入ってまいりますので、基本

設計をするにあたっても、地域のみなさんと一緒に新しい学校の整備について

考えていくということを進めていきたいと考えております。以上です。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。では、こちらにつきまして野田先生、お願い

します。 

 

野田副委員長 

まず最初に、地域の核となる学校づくりの推進のところなんですけれども、重

要な地域の核となって、拠点となるようなものにしていくということなんです

けれども、これと新しい学校のあり方についてとか、それから地域や学校への説

明、校区の関係者が参画する検討の場の設置というのが、どういう意味なのかが

ちょっとわからないんですが、例えば、活動指標の地域や学校への説明、校区の

関係者が参画する検討の場の設置っていうのは、地域の核となるようにそうい

う検討の場を校区の人が集まってやると、そういう意味でいいんですかね。 

 

渡辺教育企画課長 

はい、そうですね。実際のここで書いてます数値に関しては会議の回数ってい

うところで。 

 

野田副委員長 

会議の回数？ 

 

渡辺教育企画課長 

具体的には、新しい学校を作っていく上で、地域の拠点となる意味合いも含め

て一緒に考えて頂いた会議の回数です。 

 

野田副委員長 

ということは、この第四中学校の小中一貫校の新設に向けての会議の回数と

いうことですか？ 
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渡辺教育企画課長 

はい。現状値、この新しい学校づくりという意味では、第四中学校にしか実質

含んでおりませんので、ここでの会議になります。 

 

野田副委員長 

そしたら、ここで言う地域との核となる学校づくりっていうのは、新しい学校

だけに限定して考えるっていうことになってしまうんですけれども、その地域

の核となる学校づくりっていうのは既にある学校、まぁ最後には新たな学校づ

くりを通してって書いてあるけど、これは新設する学校という意味じゃなくて、

質的に新しい学校となっていくっていう意味だと思うんですけれども、そうい

うふうに考えると、ちょっともう少し別の活動を考える、評価指標か活動指標に

考えて頂いた方がいいんじゃないかなと思うんですけど。小中一貫校の定義は、

これはこれはでいいと思うんですね。まとめてしまって、どうしても地域の核と

なる学校づくりっていうのは、どちらかというとコミュニティ・スクールの中に

あったような質がちょっと入ってくるのかな、新たな繋がりつくるっていう意

味なので、というふうに読んでしまったんですけど、それは違うんでしょうか？ 

 

渡辺教育企画課長 

施策の方向７でいうここの部分はハード面の整備としているので、おっしゃ

る通りこの文章だけ読むと、コスト面も含めて作っていくっていうふうにした

ほうがいいのかもしれませんが、現状ではハード面ということで施設の整備を

ベースに作っているところです。 

 

野田副委員長 

そしたら、そのハード面で地域の核となる学校づくり、地域の核になれるよう

なハード面を持った学校、どう言えばいいんですか。これ新しい学校にすること

で核となる、この校区が変わるっていうことですよね。そういう意味を言いたい

ということですよね、これは。 

 

渡辺教育企画課長 

校区が変わるということと、校舎の造りとか機能面を含めて、今までは、ちょ

っと学校のグランドを使わせて頂くだけだったのが、もう少し地域の人たちも

ても、活動されるっていうことを想定した、校舎に造り替えていくとか、そうい

った活動を含めた工夫をしていくっていうふうなことにつなげていきたいと思

っています。すべての学校を、本当は同時に進めていくべき事項ではありますけ

れども、新しい学校を順番に作っていくっていうような方針の中で、まずは四中

校区をして、その中でいいものを取り入れていきたいっていうふうな考え方で

はあります。 

 

野田副委員長 

じゃあ、成果概要のところに、まず新しく新設する学校で新しい形の学校づく
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りに努めたとか、なんか一言ちょっと入れて頂いたら納得できる、わかりやすく

なると思います。ありがとうございます。 

 

渡辺教育企画課長 

 ありがとうございます。 

 

野田副委員長 

 以上です。 

 

萩原委員長 

関連した質問なんですけど、決して全学校を小中一貫校にするっていう訳で

はないんですよね？ 

 

渡辺教育企画課長 

では無いです。 

 

萩原委員長 

ただ新たな学校をハード整備すると。それは一応、なんというか門真市全域に

渡るというか全ての校区、新しい学校がすべての校区をカバーするみたいなイ

メージですか？古い既存の学校も、やっぱりその中にあるという？ 

 

渡辺教育企画課長 

そうですね、先ほどの長寿命計画と学校の適正配置計画をすべての学校を対

象として並べていく、どこをどのタイミングで、大規模に修繕していくのかを明

確にしていきたい。 

 

萩原委員長 

なるほど。それが一方で進めながら、もう新しい学校を作って幾つかの中学校

を廃校というのか、長寿命化を辞めてっていうこともあり得ると、そういう形で

すね。そのへんがちょっとわかるように書いておいてい頂いた方が良いかもわ

かりませんね。だから、ここのイメージだとなんか、小中一貫校を第四中学校で

は進めるけど、他の中学校は新たな学校づくりとして、それぞれの校区で自分達

のめざす学校作って、それが全学校に出来るっていうイメージなんですね。そう

でもない訳ですよね。そんなこと。 

 

渡辺教育企画課長 

 わかりました。 

 

萩原委員長 

ちょっとそのあたりの表記を、最後のところの今後の目標の所で、今後はこう

いう方向性を目指しながら、とかいうあたり書いといて頂いたほうがいいかと

思います。 
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渡辺教育企画課長 

 はい、わかりました。 

 

萩原委員長 

よろしくお願いします。では、（３）児童生徒一人ひとりの課題に沿った支援、

こちらお願いします。 

 

髙山学校教育課長（1：06：20～） 

はい。（３）児童生徒一人ひとりの課題に沿った支援です。主な取組といたし

ましては、①チーム学校でのサポートの推進、②学校内における児童生徒の課題

解決に向けた体制づくりとしております。 

活動・成果概要につきましては、①につきましては、児童生徒が抱える個々の

課題に対して適切な期間連携を図り、指導方針を立てて組織対応を行うことで

課題解決にあたりました。関係機関の専門性も取り入れながら進めたことで、

「チーム学校」として課題対応できる体制づくりを推進しました。また、教育に

対して見識を持つスクールアドバイザーを学校に効果的に配置し、緊急対応だ

けでなく学校組織体制の強化や授業力向上にも活用いたしました。これら「チー

ム学校」のサポート体制を推進したことで、課題解決、負担感の軽減などの成果

を上げました。 

次に、②学校内における児童生徒の課題解決に向けた体制づくりです。子供を

取り巻く課題が複雑化・多様化する中、学校内において解決に向けた適切な支援

を行うため、ＳＳＷの活用を推進いたしました。福祉の専門家による視点から、

関係機関との連携に繋がるケースもあり、課題解決に寄与いたしました。 

続きまして、課題と今後の目標についてであります。学校のみでの対応が難し

い事案に対して、専門家や関係機関との連携が必要不可欠となっており、引き続

き「チーム学校」としての支援体制づくりが急務となっております。また近年、

課題としてあがる、教職員の多忙化改善に向けてもこれからの期間連携、組織活

用を進め、効率的な学校運営の支援をおこない、教職員の多忙化解消と子どもと

向き合う時間の確保を目指して参りたいと考えております。以上です。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。では、野田先生のほうからご意見のほうお願

いします。 

 

野田副委員長 

ちょっと細かい事ですけど、81 ページの下から２行目の、ここはＳＳＷでい

いんですか？わたし、ちょっとどっちかよくわからなかったんですが、Ｃじゃな

くてＳ？  

 

髙山学校教育課長 

そうですね。あの、基本的にはＳＳＷが学校と関係機関を物質的な視点をもっ
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て繋げていく役割をしておりますので、ここは学校と関係機関の役割を整備し

っていう文言の中で、ＳＳＷとさせて頂いておりますが、実際そういう関係機関

との関連の中でＳＣについても、非常に深く関わってもらっておりますのでＳ

ＳＷやＳＣみたいな形で。 

 

野田副委員長 

ＣＳＷじゃないん？ 

 

髙山学校教育課長 

ＣＳＷ？ 

 

野田副委員長 

かなと思ったんです。ＳＳＷの活用の推進の成果については、もう書いてあっ

たので 

 

髙山学校教育課長 

 なるほど。 

 

野田副委員長 

これもう一度でてきたから、これはひょっとしてＣＳＷかなと思ったんです

けれど 

 

髙山学校教育課長 

わかりました。ちょっとここ記載した担当者に確認しながら、必要に応じてＣ

ＳＷに変更いたします。 

 

野田副委員長（1：09：41～） 

それからもう一つお聞きしようと思っていたのは、81 ページの上の方の活動

指標なんですけども、子ども悩み相談サポートが参加するケース会議っていう

のは令和３年はぐんと減っているんですね。令和２年だけが、そんなに減ってな

いんですけれども、令和３年だけが下がっている。そして、成果指標のほうでは、

相談サポートチームの助言、連携件数っていうのも下がってるんですね。これ子

供が、あまりそういうふうに相談しなくなっているからケース会議も減ってき

ているということなんですかね？ 

 

髙山学校教育課長 

これは子どもの相談というよりかは、どちらかというと学校現場の会議にＳ

ＳＷ等が子どもの悩み相談サポートチームとして、関わった件数について実際

させてもらってます。ケース会議のほうが減った理由につきましては、やっぱり、

なかなかコロナ禍の中で、外部から入っていくっていうことについて、ちょっと

制限してたこともあります。ただし、市教委の方針としましては、喫緊の非常に

大事なケースについては、コロナ禍であってもやりましょうっていうふうにし
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ておりましたので、学校においてちょっとこう緊急度を図りながら、精選された

ものと思います。なかなかやっぱり、ケース会議ってリモートでは個人情報を扱

う中で不可能ですので、そのあたり実施が難しかったっていうことが数として

も表れているのかなと思っております。 

 

野田副委員長 

なるほど。ありがとうございました。よくわかりました。はい、以上です。 

 

萩原委員長（1：11：30～） 

ありがとうございました。改めて、この項目読ませて頂くと、やっぱり色んな

とこと繋がってますよね。いじめの問題とも繋がるし、自尊感情とか子どもたち

一人一人大切にするというところにも繋がってくるし、ただ、ここでは非常に学

校の中に限定しつつ、新しい課題ですよね。ここでは、ヤングケアラーも出てま

すし、そういう課題への対応というところで、一応最前線の課題対応であるとい

うことですよね。施策の評価なので、ひとつひとつの施策について、ここに切り

分けて評価するっていうのは正しいと思うんですけど、どっかでやっぱりなん

か総合的なこう、施策同士の繋がりみたいなものが、どっかでいるような気がし

ますね。だから、これとこれとこれとは非常に深く繋がっていて、学校の内部と

して切り分けたらこの事業この施策になるけれども実は子ども達の外との繋が

りというとこで、ここの施策とつながっているというそういう、なんか図なんか

みたいなものがあると非常に総合的に見えてくるなと改めて思いました。まぁ

そういうのを、また次年度以降ご検討頂いたらと思いますし、国は第三期の教育

振興計画でＥＢＰＭっていうようなことも言ったり、ロジスティックモデルで

すよね、流れ図、フロー図みたいなのも作れっていうことを言ってたような基本

的には作っていると思うんですけど、ああいうのもこういう目標にこの政策が

あって、この政策がこの施策とこの施策によって実現されるみたいな、そういう

ものがやっぱり、なんかイメージとして必要かなと。そうすると、ひとつひとつ

の施策を対応されている、それぞれの担当者の方も自分達がひとつで頑張って

いるんじゃなくて、この施策とこの施策がサポートされていて、これが実現でき

ているんだみたいな。それが、なんかあった方がより力強くなってくると思うん

で、今度の新しい計画でしっかりとめざす指標も出来た訳ですから、そのめざす

指標をひとつの施策だけじゃなくて、いくつかの施策が、それを目指して向かっ

ているみたいな、そういうものがあるといいなぁって感じがしますね。なんかそ

ういう一枚の図みたいな、そのへん今後また検討されたらいいんじゃないかな

ぁというのが、ここでは全体的な話をしました。 

で、あのひとつですね、①チーム学校でのサポートの推進のところなんですけ

ど、これはやはり両方とも活動指標に見えますね。だからたぶん事業として見た

場合、事業の実施回数とそこへの参加者数っていうのは両方ともやっぱり活動

のアウトプットだと思うんで、成果として何を見ていくのかっていうことは、も

う一度、何か適切なものがないのか検討頂ければと思います。もしなければ、一

つの成果指標で両方共通でもいいかもわかりませんし、めざす指標と一緒にな

っててもいいのかもわかりませんし、そのへんはまたご検討頂ければ、これもう
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完全に一体化というふうに思います。 

②のほうもそうなんですけど、これはまぁ実際の助言とか連携の回数なので、

若干違ってるかもしれませんが、スクールアドバイザーが訪問してそこに相談

の件数があるっていうのは当然、回数とも連携してくると思うので、同じ数値を

別の側面から判断する、そこはまた検討頂いたら、他のところでもあったかと思

います。今、気づいたところだけ申し上げました。ご検討頂けますか。以上です。 

 

萩原委員長 

では、（４）子どもたちを事故や災害から守るための取組の充実、こちらの説

明をお願いします。 

 

東谷教育総務課長補佐 

（４）子どもたちを事故や災害から守るための取組の充実でございます。主な

取組は、①学校事故の防止、②防災教育の推進、③子どもの登下校時の見守り活

動の充実、④子ども 110 番の家の普及促進でございます。 

令和３年度活動・成果概要でございますが、キッズサポーターにつきましては、

キッズサポーターが小学校区ごとに活動し、学校・教育委員会・警察と連携のも

と、地域全体で登下校時の通学路における子どもたちの見守り活動を行いまし

た。 

子どもの見守り広報活動及び青色防犯パトロールでございます。公用車によ

る子どもの安全見守り広報活動を実施、市役所職員対象の青色防犯パトロール

講習を実施予定でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響により実施出来ま

せんでした。 

こども 110 番の家、協力希望世帯及び事業者に小旗 275 本を配布いたしまし

た。 

令和３年度実施を踏まえた課題と今後の目標でございます。子どもの安全見

守り活動の充実に関しては、キッズサポーターの協力者が減少傾向にあること

から、協力者数の増加に向けた啓発活動をはじめ、地域全体に対する募集を引き

続き行います。 

こどもの安全、安心な生活環境の確保に関しては、身近にこども 110 番の家

がある環境をめざし、新たな協力家庭や企業を増やしていきます。令和４年度よ

りキッズサポーター及びこども 110 番の家の協力者を年度更新制に変更したこ

とで、実態に即した現状の把握を進めるとともに、ＩＯＴを活用した更なる見守

り機能の導入など、より効果的な運用をめざします。以上でございます。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。では、野田先生のほうでお気付きのことお願

いします。 

 

野田副委員長 

キッズサポーターの登録人数が、登録制の変更で減るということなんですが、

これは実質的にキッズサポーターというのは、回るというんですか、回っている
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状況の数が、サポーターとして動いて頂いてるということなんですよね。足りて

いるんですかっていうことなんですけど。 

 

東谷教育総務課長補佐 

足りているかどうかっていうのは、ちょっと難しいところなんですけれども、

キッズサポーターは一応ボランティアになるんですけれども、通学路の危険な

ところ、まぁ交差点であったりだとかについては、委託としまして交通専従員を

置いております。そこについては、39 か所のところに配置しておりまして、車

等については、この専従員で子どもを守って頂いて、あとは見守りがキッズサポ

ーターとか、地域の方々になるんですけれども、近くの自分の動ける範囲で立っ

て頂いて、見守って頂くとかっていうことになるんですけれども、更新制にしま

して、一応自分から、自分の活動が出来る範囲っていうのを同時に聞いておりま

すので、それによって、どこどこの地域はこれだけ人数はいてるとか、そういう

ことは管理出来るかなぁと思っております。 

 

野田副委員長 

今お聞きしてると、なかなかきめ細やかにキッズサポーターの守備範囲とか、

人数とかそういうのまで把握して、これ作っておられるんですけど、全然そこま

では読み取れませんでした。もうちょっとなんか小学校区ごとに活動し、だけで

はなくって連携のもと、それぞれのサポーターの見守り範囲も把握するなどと

かちょっと入れられたらどうでしょうか。いいと思います。 

それからもう一つは青色防犯パトロールというのが、コロナで出来なかった

ということなんですが、これ１回というのは、年に１回そういう期間を設けてや

るということなんでしょうか？講習が１回？ 

 

東谷教育総務課長補佐 

講習が１回です。その講習を受けた、講習を受けた証明が貰えるんですけれど

も、青色防犯パトロールの車に乗るときに、その証明書を持ってる人が１人でも

乗っていないと青色防犯パトロールを動かせないので、その受講済み者を増や

す為に、年１回講習をやっているんです。 

 

野田副委員長 

講習は年１回だけど、その車には講習終わった人はいつでも乗れると。 

 

東谷教育総務課長補佐 

 はい。そうです。 

 

野田副委員長 

はい、わかりました。０になって、ちょっと残念でした。 

 

東谷教育総務課長補佐 

１回受けて、警察のほうが証明してくれるんですけれども、大体１回受けたら、
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概ね３年っていうちょっとアバウトな感じの受講書が貰えるっていう、その間

は、３年。 

 

野田副委員長 

 ３年。なるほど。 

 

東谷教育総務課長補佐 

乗れるというか、青色防犯パトロールカーを動かせる。 

 

野田副委員長 

だれでも乗っていいっていうことではないということですね。わかりました。

はい。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。こども 110 番の家の小旗、これは毎年更新で

すか？令和１年、１年限りで、また令和２年であれば新たに募るという。 

 

東谷教育総務課長補佐 

そうですね。まぁ置いて頂いてるところ、小旗を毎年配るんではなくて置いて

頂いてる、協力して頂いてるお家とか企業に対して年に１回は更新してねとい

うことでお願いしています。 

 

萩原委員長 

令和３年、275 になっているのは、ということは大体半分になったっていう、

そういうことなんですね？半分は更新されなかった？ 

 

東谷教育総務課長補佐 

令和３年度は、まだ更新制になってないので今年からです。 

 

萩原委員長 

あっ今年からですか。これは令和元年、令和２年、令和３年と基本増えていっ

てる。この分増えたと？１回貰ったらその間、旗はかけれる訳ですね？ 

 

東谷教育総務課長補佐 

そうですね。何年も、かけてはるところもありますし、これについても、どこ

に 110 当番の家の旗をつけているところがあるかっていうことが、全然把握出

来なかったので、更新制にして、どこに旗をかけているお家があるか、どういう

企業があるかってことを、把握するためにまた更新制にしました 

 

萩原委員長 

なるほど。そのへんのことも、最後の更新制に書いてある、わかりました。１

つだけ、すべて活動指標だけなので１つやはり成果指標が必要かなぁと思いま
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す。ここですとやっぱり、めざす指標になると思うんで、これを全部のところ、

もう今から入れるのは大変だと思うんで、一番下のところに入れたほうがいい

んじゃないかなと思うんです。この目指す指標は 80、81、81.2 なんで、令和７

年に 100 にしようと思うと、やっぱり令和４年度にある程度数値上げていかな

いといけないと思うんでこれをやっぱり成果指標として、今後事業の成果見て

いくって必要があるかなぁと思います。では以上で。 

では、続いて施策の（５）ですね。学校外における子どもの学習支援の推進、

ではこちらの説明お願い致します。 

 

髙山学校教育課長 

はい。（５）学校外における子どもの学習支援の推進についてです。主な取組

については①Ｋａｄｏｍａ塾の実施、②家庭学習への支援となっております。 

活動・成果概要につきまして、まずＫａｄｏｍａ塾からでございます。対象と

なる中学３年生に対して、学習塾講師による講義を継続的に実施することによ

り、学校の学習とあわせてきめ細やかな学習支援を行うことが出来ました。結果

としまして 85.2 パーセントの生徒に成績の向上が見られ、最終的に志望校に合

格した生徒の割合は 100 パーセントとなりました。 

次に、家庭学習への支援でございます。全保護者に門真市学びのすすめを配布

することで、本市の家庭学習における考え方の周知を図るとともに、家庭学習の

必要性や大切さを伝えることが出来ました。 

次に、課題と今後の目標についてです。全国学習塾協会に業務委託をして取り

組んでいるＫａｄｏｍａ塾につきましては、受験生や保護者には好評であり、一

定の成果は出ております。成果を高め、保護者や生徒のニーズに合ったものとし

ていく中で、学習形態や授業形態の見直しを図り、改善に努めたいと考えており

ます。また、門真市学びのススメにつきましては、引き続き就学時の保護者への

配布を実施し、家庭学習に対する意識向上を図って行きたいと考えております。

以上でございます。  

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。では、野田先生のほうで、お気付きのことを

お願いします。 

 

野田副委員長 

これも著しい成果が見られたということで、素晴らしいと思いました。成績向

上が、令和２年から令和３年でぐんと伸びていますので、やっぱり実施回数 100

回というのが、でも令和２年も 100 回なので質的になにか変えられたのかなぁ

と思うんですけど、そのへんはなにかわかりますか？ 

 

髙山学校教育課長  

特段、ここのところでＫａｄｏｍａ塾の在り方を変えた訳ではありません。な

かなか子どもたちは、Ｋａｄｏｍａ塾だけで勉強しているのではなくて、当然、

学校の中の授業とかにおいても成績向上は果たしていると思いますので、これ
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はＫａｄｏｍａ塾の成果であるっていうのは、まぁ正直きちっとエビデンスを

持って証明出来ないっていうところはありますので、まぁ子どもたちがしっか

り頑張ってくれたんだなっていうふうに、ぼんやりとした答えですけれども考

えています。 

 

野田副委員長 

やっぱり積み重ねるっていうことが大事なんだろうなぁというふうに思いま

す。Ｋａｄｏｍａ塾と家庭学習への支援っていうのも、学校の中ではなかなか見

えにくいところなんですけれども、地道にやって頂きたいというふうに思いま

す。 

それから、ちょっと細かいんですけど 89 ページの、令和３年度実施を踏まえ

た課題と今後の目標の書きぶりなんですが、３行目です。保護者や生徒ですか？

これ中学校だけですよね？中学校の学習塾がＫａｄｏｍａ塾ですからね。合っ

たものとしていく中でっていう書き方なんですけれど、していくためにという

ふうに目的にしたほうがいいんじゃないかなぁというふうに思いました。なに

が目的なのかなぁとちょっとわからないんですけど。その生徒のニーズに合わ

せた学習の場にするために、こういうことに改善を務めていくということです

ね。だから、やっぱり、ためににして頂いたほうがいいんじゃないかなぁとちょ

っと思いました。以上です。 

 

萩原委員長 

ありがとうございます。Ｋａｄｏｍａ塾のほうは、以前にも何度かお聞かせ頂

いたと思うんですが、改めてこれは自由に参加できるんですか？一応登録制で

したか？ 

 

髙山学校教育課長  

登録制で、まず募集に対して生徒が参加したいと応募をします。その中で一定

の入塾テストみたいなものを実施したりとか、状況によっては家庭の経済状況

などを加味した上で最終的に誰をＫａｄｏｍａ塾生にするかっていう決定をい

たしております。 

 

萩原委員長 

実手ですよね。応募に対して実際にＫａｄｏｍａ塾に入塾出来た人の割合っ

ていうのは、どれくらいでしょう？ 

 

髙山学校教育課長 

それは 100 パーセントになっています。 

 

萩原委員長 

 そうなんですか。 

 

髙山学校教育課長 
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実は、募集定員を現在２クラス規模で、25 名×２クラスで 50 名にしているん

ですけれども、毎年 50 名を超えるっていうことはなくて、場合によっては追加

募集をしながらやっていっておりますので現時点では希望される生徒は現実的

には全員入塾して頂けております。 

 

萩原委員長 

わかりました。ここまで成果が上がってきて、ニーズも高いっていうことなん

で、もっと枠を広げる必要があるかなぁと思ったんですけど、それは今のところ

必要ないっていうことなんですね？ 

 

髙山学校教育課長  

それぞれのご家庭で、もう塾に行かれている子っていうのは基本的には、もう

Ｋａｄｏｍａ塾に来られなくて、場合によって力はあるんだけれども経済的な

状況で塾に通えない生徒について、市が無料で学習塾を開催しているというこ

とになっております。 

 

萩原委員長 

まぁそのへんもどこかに書いておいたほうがいいかもわかりませんね。現在

の塾の定員、必要十分って書いたら怒られるのかもわかりませんが、なんかちょ

っとそのへんを書いておいたほうが、親から見ると、そこまでニーズが高いので

あれば、もっと拡大したらどうかっていうふうに多分、それは必要ないと。今の

ところ定員に達したことはないので大丈夫だっていうことが、令和３年度のと

ころでいいのか、今後のところでなのか、ちょっとそのへんも表現、もしあれば

考えて頂ければと思います。 

 

 

髙山学校教育課長  

わかりました。ちょっと補足しておきますと、どうしても経済的な状況を踏ま

えた施策ではあるんですけれども、あまりそれを公に全面的に出してしまうと、

そこに通っている生徒が、そういった目で見られるという貧困的な部分にもち

ょっと配慮しておりますので、また書きぶりについては検討させてください。 

 

萩原委員長 

そうですね。倍率書くとか、どういう条件でとかいう必要はないと思うんです

けども。はい。そのへん私、申し上げましたけれど、必要ないというとであれば

それも判断を尊重しますので、ご検討頂ければと思います。 

 

髙山学校教育課長 

はい。ありがとうございます。 

 

萩原委員長 

はい。一応これで全部終了ということだと思うんですが、では全体通してです
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ね、ご意見頂ければと思いますが、野田先生いかがでしょうか？全体通しての意

見です。 

 

野田副委員長 

全体通しての意見です。 

まず１つは、まだコロナの真只中なんですけれども、コロナで出来なかったこ

ととか、それからコロナで失ったものとか、あるいは例えば地域との繋がりとか

ですね、地域の資料の活用がしにくかったとか、そういうことがあると思います

ので、離れていた部分をコロナ後、あるいはコロナを乗り越えてまた結び直さな

いといけないんですね。ですから、今はコロナの対応で追われてきましたけど、

次は、コロナで失ったものを取り戻したり、新たに作り上げたりっていうことが

必要になってくると思います。それで、特に地域との繋がりっていうのは、新た

な地域と繋がる学校というのも繋がってくるかもしれないんですけど、地域と

の繋がりっていう、それから子どものニーズに合わせる、そういうあたりは新し

い視点でやっていく必要が出てくるだろうなぁと思います。今のところは無事

に、無事にっていうとおかしいですけど、コロナを乗り越えるための支援、きめ

細やかに、精巧にやって頂いているなというふうに感じました。これからの支援

っていうことをちょっとまた見て頂けたらというふうに思います。特に気にな

ったのは地域との関係ですね。それから、そういうものを新たにしていこうと思

うと教職員の負担も大きくなってくると思いますので、働き方改革のほうも、よ

り合理的により無駄なくって方向でやって頂けたらと思います。 

それから、全てについて出てきているのが教員研修なんです。教員研修で全て

の質を高めるという期待が込められているんですけど、教員研修の質を高めて

いくということと、負担にならない実用性の高い参加して良かったと思われる

研修ですね。そういう内容にして頂きたいというふうに思いました。 

それともう一つは、ちょっとここはまだ弱いんじゃないかなぁと思ったとこ

ろが職場におけるハラスメントの防止のところです。もうちょっといろいろな

幅広い研修もっていうふうな意見も、萩原先生からも出てたんですけれど、ここ

はやっぱりもうちょっとしっかりやっておかないと、なにか出てきたときに大

変になるかなと思いますので、職場におけるハラスメントの防止というのもや

って頂きたいと思います。 

それと、最後に２つあるんですが、開発的生徒指導の生徒が豊かな子どもを育

てるという方向でも出てきているというあたりは、質の高いものになってきた

んだなぁというふうな感想を持ちました。 

それから学校学習調査でしたかね、アンケートをされているんですね。これは

課題の分析の仕方によって、課題の発見であったり改善に繋げるっていうもの

に役立っていくと思いますので、それはしっかり続けて頂きたいというふうに

思います。以上です。 

 

萩原委員長 

はい。ありがとうございます。 

では、私のほうから、先ほどから申しますように、これを１つの施策評価であ
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るというふうに見た時に、かなり整理がされてきて、新しい計画においては指標

も明示されていると、それをよりブラッシュアップして、見える化ですね、だか

らどの施策とどの施策がどう関係してたり、あるいは全体のめざす指標に繋げ

るためのサブの指標としてこういうものを置いていて、それが関係づいて、この

めざす指標に近づいていくんだっていう。これはもう何度も申しますけれど、教

育はなかなか仕事が難しくて、そう簡単に成果が出るものじゃない、それは私も

正論だと思ってるんですけども、ただ現状の段階でありとあらゆるところにＰ

ＤＣＡサイクルってことが言われて、行政評価においてもそうだと思うんです

けれども、そのためのデフェンスとしてのより精緻なものを作っておく必要が

あるだろうと。そのことによって、自分自身の仕事のものが見えてくるっていう

部分もあると思うんですよ。是非、毎回のルーチンでこれを作られるのは、すご

く大変だっていうのは理解しているんですけれど、更にそれをより成果どこに

見えるのかとか、これとこれをもうちょっと整理してこうしたほうがいいなっ

ていうことを、現場レベルで実際にこのひとつひとつの評価を書いている皆さ

んで是非考えてほしい。これは、教育委員会が上から、これを書けというんじゃ

なくて現場レベルでそういうのを考えていくっていうことを習慣付けるのがす

ごく重要なことだと思います。そうすると、自分がやってることが最後、何に結

びついていて、どこにその成果が、それとこれ関連してるなぁ、じゃあ、あそこ

と一緒にやっていこうとかっていうふうに見えてくると思うんで、それは是非

今後も努力を続けて頂きたいと思うのが１点ですね。そのために、先ほどから言

ってますように、成果指標の整理それをどこにもってくるか、それが最後めざす

指標とどう繋がっているのかっていう文章、論理構成を更に今後考えて頂けれ

ばと思います。それが１つですね。 

それからもう１つは、やはり読ませて頂いて、開発的生徒指導もそうですし学

校教育診断もそうなんですけども、非常にこれまでの門真がきちっとやってこ

られた成果が、少しずつ見えてきて新しい計画に反映されていると思いますの

で、それを是非今後もさらに進めて頂きたいということです。 

最後なんですけども、去年お願いして、多分令和２年度のところに、最後コロ

ナの対応をまとめて頂いたと思うんですよね。ですのでやっぱり、野田先生がお

っしゃる通り、このコロナの対応を、現時点として教育委員会がどういうふうに

評価して、どこに成果があってどこに課題があるか、例えばオンライン化ってい

うもので新しいこういう、そういうシステム出来たとか、それをやはり相対とし

て評価しておくべきかなと。それに合わせて、もし可能であれば今年度の点検評

価、個々の施策、我々の外部委員会の評価と共に教育委員会全体として、現在の

進捗状況どう評価されているのか、新しい2021年度教育振興基本計画に沿って、

令和４年度は、ここにおいては非常に大きな前進が見られてるけども、ここはや

はりまだ課題が残っているとか、ここはコロナにおいて、やはり去年の数値が非

常に低かったので、これをなんとか取り戻すことに、全力をあげるとかって簡単

なものでいいと思いますけど、それ教育委員会としてやっぱりまとめが必要か

なぁと。法的には要らないと思いますけど。そうしておくことが、来年この振興

基本計画がちゃんと進捗出来ているのかどうかっていうことを、みんなで確認

出来る根拠になると思うので、最後に教育委員会として外部委員の評価を受け
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て現状どういうふうに評価しているのか、是非まとめておいて欲しいなと思う

んですけれど、それまとめるとまた色々問題あるのかもわかりませんけど。なん

か是非そういうものがいるなと、特にコロナについては去年進捗どうなってい

るのか、まとめて頂いたので、その結果なにが今、教育委員会として把握してい

るのかってことは、ちゃんとまとめておいて欲しいと思います。はい。私から以

上です。 

では、皆さんのほうで何か質問ございますか？ 

では、これで次第の３の点検評価項目の内容について終了とさせて頂きます。 

では事務局に今後の予定、日程の報告をお願いしてよろしいでしょうか。 

 

永田教育総務課長補佐 

ありがとうございました。本日、委員の皆様から頂きました意見を元に、後は

事務局の方でまとめさせて頂きます。では次回、第２回なんですけれども、10 月

７日（金）２時から市役所の庁内会議室でさせていただきます。それまでにはご

意見頂いたものと、コロナの対応についての一覧など、資料ですね、そちらのほ

うも配布したいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

萩原委員長 

はい、ありがとうございました。 

その他に、皆さんからのご質問とかご意見とかございますでしょうか。大変長

時間になってしまい申し訳ございません。これにて門真市教育委員会点検・評価

検討委員会、第１回目終了とさせて頂きます。誠に、ありがとうございました。 

 

 


